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美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議員提出議案
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 議   長  本日は全員出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（開会宣言  午前１０：３０）  

議   長  ただ今より、令和５年第６回美浜町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長及び両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程のとおりと決定いたします。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

４番  上道正二君  

１３番  藤本  悟君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの２３日間といた

したいと思います。  

これに御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

異議なしと認めます。  

よって、本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの２３日

間とすることに決定いたしました。  

これより議案を上程いたします。  

日 程 第 ３  議 案 第 ７ ４ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ５ 号 ） か ら 日 程 第 １ ６  発 議 第 ３ 号  美 浜 町 特 別 職 の 職 員 で

非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 の 制 定 に つ い て ま で の １ ３ 議 案 及 び 発 議 １ 件 を 一 括 上 程 い

たします。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長  令和５年第６回美浜町議会定例会の開会に当たり、議員各位には
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 お忙しい中、お繰り合わせ、御出席をいただき、厚く御礼を申し上

げます。  

初めに、町政諸般の御報告を述べますとともに、今回御提案いた

します議案等の概要について、御説明を申し上げます。  

来週からいよいよ師走に入り、今年も残すところあと僅かとなり

ま し た 。 気 象 庁 の 長 期 予 報 に よ り ま す と 、 今 冬 は 比 較 的 に 暖 か く

降 雪 量 は 少 な め と の こ と で す が 、 気 を 緩 め る こ と な く 、 除 雪 体 制

に万全を期してまいります。  

また、新型コロナ感染症は落ち着きを取り戻しつつあるものの、

イ ン フ ル エ ン ザ が 例 年 よ り も 早 く 、 特 に 若 年 層 を 中 心 に 流 行 の 兆

し が 見 え て い ま す の で 、 引 き 続 き 学 校 等 に お け る 感 染 防 止 対 策 に

努めてまいります。  

来年２月１１日、４か村が合併し、美浜町が誕生してから７０周

年 を 迎 え ま す 。 本 町 で は こ の 日 を 祝 し 、 町 の 発 展 と 繁 栄 を 祈 念 す

る 記 念 式 典 を 同 日 に 開 催 し た い と 考 え て い ま す の で 、 町 民 の 皆 様

は じ め 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て も 御 理 解 と 御 協 力 を 賜 り ま す よ

うお願いを申し上げます。  

去る１１月３日文化の日に、町の発展に多大な御貢献をいただい

た 方 々 の 御 功 績 を た た え 、 町 政 功 労 表 彰 を 授 与 さ せ て い た だ き ま

し た 。 受 賞 さ れ ま し た 中 谷 恒 雄 様 、 森 本 克 行 様 、 髙 木 伊 佐 男 様 、

平 城 鹿 次 様 、 故 田 邉 正 義 様 の 御 功 績 に 対 し 、 改 め て 敬 意 を 表 し ま

すとともに、心より感謝を申し上げる次第であります。  

次に、ローイング競技関係について申し上げます。  

町では、久々子湖漕艇場の国内最高峰となるローイング競技の拠

点 化 を 目 指 し 、 所 要 の 施 設 整 備 を 県 に 要 望 し て ま い り ま し た 。 今

回 、 そ の 柱 と な る 競 技 コ ー ス の ２ ， ０ ０ ０ メ ー ト ル へ の 延 伸 や 美

方 高 校 学 生 寮 の 建 て 替 え に つ い て 、 県 の 理 解 が 得 ら れ 、 整 備 に 向

けた調査設計業務が進められているところでありま す。  

先日１５日、ローイングの町美浜を象徴する第３６回町民レガッ

タ を ４ 年 ぶ り に フ ル ス ペ ッ ク で 開 催 い た し ま し た 。 参 加 空 白 期 間

の 影 響 も 懸 念 い た し ま し た が 、 １ ４ １ ク ル ー の 参 加 を い た だ き 、

和 気 あ い あ い 多 く の 人 が 集 い 、 笑 顔 あ ふ れ る 大 会 と な り ま し た 。

お か げ さ ま で 、 次 代 に つ な が る 新 た な 歴 史 を 刻 む こ と が で き た と
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 考えています。  

また、この秋の鹿児島国体では、本町関係の選手が大半を占める

福 井 県 選 抜 チ ー ム が ３ 種 目 を 制 し 、 前 人 未 到 の 天 皇 杯 ８ 連 覇 、 皇

后 杯 ６ 連 覇 を な し 遂 げ ま し た 。 こ う し た 偉 業 は 、 久 々 子 湖 と い う

恵 ま れ た 自 然 環 境 の 中 で 、 半 世 紀 に わ た り 町 や 事 業 者 、 学 校 を は

じ め 、 関 係 者 が 一 体 と な っ て 競 技 の 普 及 拡 大 と 競 技 力 の 向 上 に 取

り 組 ん で き た 盤 石 な 体 制 、 培 わ れ た 伝 統 が 実 を 結 ん だ も の と 考 え

ています。  

これからも皆様方の御理解と御協力をいただきながら、ロー イン

グの町美浜の持続的な発展に向け、取り組んでまいります。  

次に、防災対策について申し上げます。  

先月１日に、東地区を対象に豪雨災害を想定した防災訓練を実施

い た し ま し た 。 当 日 は 関 係 集 落 か ら １ ３ ６ 名 の 参 加 を い た だ き 、

防 災 ア プ リ や 戸 別 受 信 機 な ど 、 情 報 伝 達 シ ス テ ム を 介 し た 避 難 行

動の確認や災害気象情報に関する研修を行いました。  

また、今月１９日には、耳地区を対象に地震災害を想定した敦賀

美 方 消 防 組 合 に よ る 秋 季 消 防 総 合 訓 練 を 実 施 い た し ま し た 。 当 日

は 、 消 防 関 係 者 は じ め 、 地 元 自 主 防 災 会 な ど 約 １ ０ ０ 名 が 参 加 、

特殊消防車両等による救出や消火活動などを行いました。  

こうした訓練を通して、地域防災力の強化や防災意識の高揚を図

っ た と こ ろ で あ り 、 引 き 続 き 関 係 機 関 等 の 御 協 力 を い た だ き な が

ら、多様なケースを想定した防災訓練に取り組んでまいります。  

また、洪水被害に備え、県が南市地係、耳川のしゅんせつ工事や、

丹 生 地 係 の 砂 防 事 業 に 着 手 す る ほ か 、 町 で は 、 中 小 河 川 に 水 位 計

を 設 置 し 、 地 元 へ の 情 報 伝 達 設 備 を 整 備 し て い る と こ ろ で あ り 、

引 き 続 き 県 と 連 携 を 図 り な が ら 、 ラ イ フ ラ イ ン の 強 靱 化 や 防 災 施

設の整備など、防災・減災対策に鋭意取り組んでまいります。  

次に、原子力政策について申し上げます。  

使用済み燃料の県外搬出問題について、県は、課題解決に係る国

の 確 固 た る 姿 勢 や 事 業 者 の 使 用 済 み 燃 料 対 策 ロ ー ド マ ッ プ な ど 、

具 体 的 な 方 向 性 が 示 さ れ た こ と で 、 事 業 者 の 方 針 を 受 け 止 め る に

至 っ た わ け で あ り ま す が 、 本 町 と い た し ま し て も 、 重 要 な 課 題 と

認 識 し て お り 、 こ の ロ ー ド マ ッ プ が 着 実 に 具 現 化 さ れ る よ う 強 く
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 求めてまいります。  

本町の喫緊の課題、滋賀県に抜ける避難道路の整備につきまして

は 、 今 般 、 県 に そ の 必 要 性 と 重 要 性 を 認 識 い た だ き 、 県 の 重 要 要

望 事 項 に 位 置 づ け ら れ た ほ か 、 避 難 道 路 の 強 靱 化 に 資 す る 無 電 柱

化 に つ き ま し て も 、 丹 生 か ら ダ イ ヤ 浜 間 が 県 の 電 柱 化 計 画 に 登 載

さ れ た と こ ろ で あ り ま す 。 こ の よ う に 、 町 を 挙 げ て 取 り 組 ん で い

る 重 要 な 懸 案 事 項 に つ い て 、 県 の 理 解 や 支 援 が 得 ら れ た こ と は 大

きな一歩であり、実現に向けて強力に活動を進めてまいります。  

こうした状況の下、先日、嶺南立地関係４市町の首長や議長とと

も に 、 使 用 済 み 燃 料 ロ ー ド マ ッ プ の 実 現 や 避 難 道 路 の 多 重 化 、 強

靱 化 、 立 地 地 域 の 振 興 等 に つ い て 国 や 関 係 団 体 に 強 く 要 望 を し た

と こ ろ で あ り 、 引 き 続 き 、 あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ て 、 原 子 力 政 策 の

円 滑 な 推 進 や 防 災 対 策 、 立 地 地 域 対 策 に 係 る 要 望 活 動 を 進 め て ま

いります。  

次に、北陸新幹線敦賀開業を見据えた観光施策について申し上げ

ます。  

今年に入り、国内の経済活動は活発化し、観光など、人流が戻り

つ つ あ り ま す 。 先 月 の イ ン バ ウ ン ド は ２ ５ ０ 万 人 を 超 え 、 コ ロ ナ

前を上回る状況となっています。  

町内の主な施設の今月末時点の入り込み状況ですが、 三方五湖レ

イ ン ボ ー ラ イ ン は 、 今 年 に 入 り 約 ４ ０ 万 人 、 前 年 比 ２ 割 増 と な っ

てお り 、 電池 推 進 遊覧 船 レ イク セ ン ター に は 約１ 万 ５ ,００ ０ 人 、

道 の 駅 若 狭 美 浜 は ま び よ り は 、 開 業 半 年 で ２ ６ 万 人 を 超 え る 利 用

が あ る な ど 、 観 光 施 設 の 魅 力 ア ッ プ と 誘 客 効 果 が 徐 々 に 見 え 始 め

ています。  

開業まであと１００日余りとなった新幹線開業効果を最大限に享

受 す る た め に は 、 こ う し た 資 源 を し っ か り 活 か す と と も に 、 観 光

事 業 に 即 し た 的 確 な 施 策 を 機 動 的 に 展 開 す る 必 要 が あ る と 考 え て

います。  

こうした視点に立って、この秋、インバウンド対策として、台湾

で ト ッ プ セ ー ル ス を 行 っ た ほ か 、 台 北 国 際 旅 行 博 や 大 阪 で の ツ ー

リ ズ ム 商 談 会 等 に お い て 情 報 収 集 や 誘 客 活 動 に 取 り 組 ん で ま い り

ました。  
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 とりわけ、台湾の旅行事業者は、三方五湖の自然景観や電池推進

遊 覧 船 は じ め 、 ゴ コ イ チ や わ か さ い く る な ど の 変 化 に 富 ん だ サ イ

ク リ ン グ コ ー ス に 、 総 じ て 高 い 評 価 と 強 い 関 心 を 示 さ れ ま し た 。

あ わ せ て 、 サ イ ク リ ン グ を 組 み 合 せ た 新 た な ツ ア ー コ ー ス の 可 能

性 を 示 唆 さ れ た と こ ろ で あ り 、 こ う し た 需 要 を 捉 え 、 タ ー ゲ ッ ト

を絞った効果的な誘客対策を強力に進めてまいります。  

さて、北陸新幹線開業により、長野県軽井沢ともつながるわけで

す が 、 明 治 時 代 に 軽 井 沢 の 鹿 鳴 館 と た た え ら れ た 旧 三 笠 ホ テ ル を

開 業 し た 実 業 家 、 山 本 直 良 氏 は 美 浜 町 ゆ か り の 人 物 で 、 有 数 の 観

光 地 、 軽 井 沢 の 礎 を 築 い た 人 物 で あ り ま す 。 軽 井 沢 町 は 、 国 の 重

要 文 化 財 で あ る こ の 施 設 を 核 に 、 新 幹 線 延 伸 を 契 機 に 、 さ ら な る

周 遊 エ リ ア の 形 成 、 連 携 に よ る 観 光 振 興 を 図 る こ と と し て お り 、

同 町 と 観 光 や 歴 史 を 介 し た 交 流 や 連 携 が 進 む よ う 協 議 を 進 め て ま

いります。  

二次交通の充実につきましては、その一環として、町内タクシー

を 対 象 に 省 エ ネ 車 両 へ の 入 替 え 支 援 と 、 タ ク シ ー 車 両 に 観 光 ラ ッ

ピ ン グ を 施 す こ と で 、 美 浜 町 の 観 光 Ｐ Ｒ や 魅 力 の 発 信 に つ な げ て

まいります。  

また、敦賀駅から重要なアクセスとなる小浜線には、 その利用促

進 に つ な が る イ ベ ン ト の 実 施 や 新 幹 線 ダ イ ヤ と の 連 携 に よ る 利 便

性 が 図 ら れ る よ う 、 国 や 沿 線 市 町 と と も に Ｊ Ｒ に 要 請 を し て ま い

ります。  

このほか、町では、観光資源等の利活用の状況や旅行者の動向、

声 を 分 析 、 検 証 し 、 さ ら な る 魅 力 ア ッ プ 対 策 や 情 報 発 信 を 図 る こ

と で 、 効 果 的 か つ 戦 略 的 な 観 光 誘 客 、 二 次 交 通 の 確 保 、 お も て な

し、宿泊や食の充実に取り組んでまいります。  

次に、にぎわいの創出について申し上げま す。  

にぎわいゾーンにおいて、多くの人が集い、交流し、つながるこ

と で 、 若 者 世 代 が 魅 力 を 実 感 で き る 活 力 あ る ま ち づ く り へ の エ ン

ジ ン の 一 つ 、 美 浜 つ な が る フ ェ ス タ を １ ０ 月 末 よ り 開 催 い た し ま

し た 。 こ の イ ベ ン ト は 、 地 域 住 民 や 若 者 世 代 を 中 心 と す る 実 行 委

員 会 が 主 体 と な り 、 文 化 芸 術 や 産 業 、 遊 び な ど を テ ー マ と す る ア

ー ト フ ェ ス タ や は ま な び フ ェ ス タ な ど ４ つ の イ ベ ン ト が 連 携 し 、
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 実 施 し た も の で 、 各 イ ベ ン ト 会 場 を つ な ぐ 催 し や 店 舗 の 配 置 な ど 、

回 遊 性 を 高 め る 工 夫 や 配 慮 が 随 所 に 取 り 込 ま れ ま し た 。 当 日 は 、

町内 外 か ら子 供 や 若者 、 家 族連 れ な ど１ 万 ５ ,０ ００ 人 を超 え る 来

場 者 で に ぎ わ い 、 新 た な に ぎ わ い 創 出 イ ベ ン ト と し て 所 期 の 目 的

は 達 成 で き た と 考 え て い ま す 。 今 後 、 出 店 者 や 利 用 者 の 声 を 踏 ま

え な が ら 、 さ ら な る に ぎ わ い の 創 出 に つ な が る よ う 、 関 係 者 と と

もに取組を進めてまいります。  

また、にぎわいゾーンを中心とする みはまシナプスプロジェクト

に つ き ま し て は 、 学 び を 軸 と し た ま ち づ く り の 一 環 と し て 、 子 供

た ち の 好 奇 心 を か き 立 て 、 挑 戦 を 後 押 し す る プ ロ グ ラ ム 、 公 設 塾 、

放 課 後 教 室 サ ン を １ ０ 月 に 開 設 し 、 町 内 の 小 中 学 生 ３ ２ 名 が 熱 心

に 活 動 を 続 け て い ま す 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 こ れ か ら の 時 代 に

必 要 な 学 び の 場 、 機 会 を 提 供 し て い く こ と で 、 次 代 を 担 う 子 供 た

ち の 育 成 は も と よ り 、 美 浜 ら し い に ぎ わ い や 活 力 の 創 出 を 目 指 し 、

様々な活動を機動的に進めてまいります。  

さて、本日御提案いたしました各議案につきまして、その概要と

提案理由を御説明申し上げます。  

議案第７４号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号） に

つ き ま し て は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 ９ ,９ １ ２ 万 １ ,０ ０ ０ 円 を

追加し、予算総額を９９億２ ,８２５万円とするものであります。  

補正内容につきましては、国並びに県の補助事業として追加的に

予 算 配 分 さ れ た も の の ほ か 、 北 陸 新 幹 線 敦 賀 開 業 を 目 前 に 控 え た

観 光 誘 客 の た め の 追 加 事 業 や 来 年 度 に 向 け た 準 備 事 業 等 、 こ の 時

期 に お い て 真 に 必 要 な も の を 見 極 め な が ら 編 成 し た と こ ろ で あ り

ます。  

歳出予算の主な内容を申し上げますと、総務費では、庁舎内部の

改 修 工 事 に 向 け た 設 計 業 務 委 託 料 と し て ２ ,２ ６ ９ 万 ７ ,０ ０ ０ 円

を 計 上 し た ほ か 、 二 次 交 通 の 確 保 及 び ま ち の 魅 力 発 信 を 目 的 と し

た 省 エ ネ タ ク シ ー の 導 入 、 車 両 ラ ッ ピ ン グ に 係 る 補 助 に ６ ０ ３ 万

６ ,０００円を計上いたしました。  

民生費では、物価高騰による町内福祉事業所の負担を軽減するた

めの支援対策費に３１０万４ ,０００円を計上いたしました。  

商工費では、若狭美浜インター産業団地整備事業実施に伴い、活
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 用 し た 県 整 備 資 金 を 償 還 す る た め の 特 別 会 計 の 拠 出 金 と し て ４ 億

６１ ４ 万 ９ ,００ ０ 円を 計 上 した ほ か 、三 方 五 湖エ リ ア のさ ら な る

魅 力 ア ッ プ を 図 り 、 北 陸 新 幹 線 敦 賀 開 業 の 効 果 を 最 大 限 に 享 受 し 、

あ ま ね く 波 及 さ せ る た め の 経 費 と し て 、 １ ,８ ９ ２ 万 ７ ,０ ０ ０ 円

を計上いたしました。  

教育費では、町と住民等が共同で芝生広場を整備し、地域住民の

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 場 と し て 利 用 、 管 理 す る こ と で 、 継 続 的 な 地 域

愛 の 醸 成 に つ な が る こ と を 目 的 と し た 芝 生 広 場 整 備 に 係 る 経 費 と

して３ ,６２６万７ ,０００円を計上いたしました。  

以上が一般会計補正予算の歳出予算の主なものでありますが、こ

れに 見 合 う主 な 財 源と い た しま し て は、 町 税 で１ 億 ９ １万 ５ ,０ ０

０ 円 、 国 県 支 出 金 で ２ ,０ ９ ５ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 、 基 金 繰 入 金 で ４ 億

６ ,７ ５ ０ 万 ４ ,０ ０ ０ 円 な ど を 充 当 し 、 収 支 の 均 衡 を 図 っ た 次 第

であります。  

次に、各特別会計の補正予算でありますが、 議案第７５号  令和

５ 年 度 美 浜 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） に つ

き ま し て は 、 令 和 ４ 年 度 保 険 給 付 費 等 国 県 交 付 金 の 精 算 返 還 金 等

によ り 、 歳入 歳 出 それ ぞ れ ５５ ９ 万 ８ ,０ ００ 円 を追 加 し、 予 算 総

額を１２億５１９万１ ,０００円とするものであります。  

議案第７６号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（ 第 ２ 号 ） に つ き ま し て は 、 施 設 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費 な ど の 増 額

に よ り 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ３ ,６ ４ ２ 万 ６ ,０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 予

算総額を１１億５ ,６５１万８ ,０００円とするものであります。  

議案第７７号から議案第７９号につきましては、人事院勧告によ

る 給 与 改 定 に 伴 う 人 件 費 の 増 額 に よ る も の で 、 議 案 第 ７ ７ 号  令

和 ５ 年 度 美 浜 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） に つ き

ま し て は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ６ ０ 万 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ２ 億

７ ,１０９万５ ,０００円とするものであります。  

議案第７８号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算 （ 第 ３号 ） に つき ま し ては 、 歳 入歳 出 そ れぞ れ ５ １万 ８ ,０ ０

０ 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ２ 億 ４ ,２ ４ ２ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 と す る も

のであります。  

議案第７９号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予
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 算（ 第 ３ 号） に つ きま し て は、 歳 入 歳出 そ れ ぞれ ３ ４ 万 ８ ,００ ０

円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ７ 億 ７ ,５ ５ ７ 万 ６ ,０ ０ ０ 円 と す る も の

であります。  

議案第８０号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（ 第 ２ 号 ） に つ き ま し て は 、 若 狭 美 浜 イ ン タ ー 産 業 団 地 の 整 備 の

た め に 活 用 し た 県 整 備 資 金 の 償 還 と し て 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４ 億

２ ,９ １ ４万 １ ,０ ００ 円を 追 加し 、 予算 総額 を ５ 億 ４ ,１４ ５万 ３ ,

０００円とするものであります。  

議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜

町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 人 事 院 勧 告 に 基 づ く 一 般

職 の 国 家 公 務 員 の 給 与 改 定 に 準 じ て 、 一 般 職 の 職 員 の 給 与 の 引 上

げを行いたく、本案を提出した次第であります。  

議案第８２号  美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 特 別

職 の 国 家 公 務 員 の 給 与 改 定 等 を 踏 ま え 、 常 勤 特 別 職 の 職 員 の 期 末

手当の支給割合を改定したく、本案を提出した次第であります。  

議案第８３号  美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 一 般 職 の

国 家 公 務 員 の 給 与 改 定 等 を 踏 ま え 、 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 料 の 引

上げ等を行いたく、本案を提出した次第であります。  

議案第８４号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の 制 定 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 出 産 す る

被 保 険 者 に 係 る 国 民 健 康 保 険 税 の 減 税 に 関 す る 規 定 を 整 備 し た く 、

本案を提出した次第であります。  

議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を

改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る

特 別 措 置 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 公 布 に 伴 い 、 関 係 規 定 を 整 理

する必要が生じたことから、本案を提出した次第であります。  

議案第８６号  美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 公 共 下 水 道 事 業 及 び 集 落 排 水

処 理 事 業 を 公 営 企 業 会 計 へ 移 行 す る こ と に 伴 い 、 関 係 規 定 を 整 備

したく、本案を提出した次第であります。  
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 以上、御提案いたしました議案について、それぞれ概要を御説明

申 し 上 げ ま し た が 、 不 備 な 点 等 に つ き ま し て は 、 そ の 都 度 、 私 ま

た は 関 係 者 か ら 御 説 明 を 申 し 上 げ ま す の で 、 何 と ぞ 慎 重 御 審 議 の

上 、 妥 当 な 御 決 議 を 賜 り ま す よ う お 願 い を 申 し 上 げ 、 御 挨 拶 と 提

案理由の説明とさせていただきます。  

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長  町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、各議案の説明は、会議規則第３９条第２項の規定により、

議案表題部分のみにて、ほかは省略いたしたいと思います。  

御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

異議なしと認めます。  

説明は、表題部分のみお願いいたします。  

総務課長。  

総 務 課 長  それでは、議案表題部の朗読をもって 、議案の説明に代えさせて

いただきます。  

議案第７４号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号）。  

議案第７５号  令和５年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）。  

議案第７６号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）。  

議案第７７号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）。  

議案第７８号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第３号）。  

議案第７９号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）。  

議案第８０号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（第２号）。  

議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜

町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部

を改正する条例の制定について。  
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 議案第８２号  美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 。  

議案第８３号  美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について。  

議案第８４号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について。  

議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について。  

議案第８６号  美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について。  

令和５年１１月２７日提出。美浜町長、戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で、各議案の説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

質疑なしと認め、質疑を終結いたします。  

ここで、ただいま上程いたしました各議案を、全員協議会で協議

ま た は そ れ ぞ れ 所 管 の 常 任 委 員 会 及 び 特 別 委 員 会 に 付 託 い た し た

いと思います。  

お諮りいたします。  

日 程 第 ３  議 案 第 ７ ４ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算

（第 ５ 号）、 日程 第 ４  議 案 第７ ５ 号  令 和 ５ 年度 美 浜 町国 民 健 康

保 険 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）、 日 程 第 ５  議 案 第 ７ ６ 号  

令和 ５ 年 度美 浜 町 介護 保 険 事業 特 別 会計 補 正 予算 （ 第 ２号 ）、 日 程

第 ６  議 案 第 ７ ７ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補

正予 算 （ 第２ 号）、 日程 第 ７  議 案 第 ７８ 号  令和 ５ 年 度美 浜 町 集

落排 水 処 理事 業 特 別会 計 補 正予 算 （ 第３ 号 ）、 日 程第 ８  議 案 第 ７

９ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３

号）、 日程 第 ９  議 案第 ８ ０ 号  令 和 ５年 度 美 浜町 産 業 団地 事 業 特

別会 計 補 正予 算 （ 第２ 号 ）、 以 上７ 議 案は 、 予 算決 算 常 任委 員 会 に

付託いたしたいと思いますが、これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  
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 異議なしと認めます。  

よって、議案第７４号から議案第８０号までの７議案は、予算決

算常任委員会に付託することに決定いたしました。  

次に、日程第１０  議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に

関 す る 条 例 及 び 美 浜 町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ １  

議 案 第 ８ ２ 号  美 浜 町 特 別 職 の 職 員 で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ２  

議 案 第 ８ ３ 号  美 浜 町 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関

す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ３  議

案 第 ８ ４ 号  美 浜 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

制 定 に つ い て 、 以 上 ４ 議 案 は 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 に 付 託 い た し

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

異議なしと認めます。  

よって、議案第８１号から議案第８４号までの４議案は 、総務文

教常任委員会に付託することに決定いたしました。  

次に、日程第１４  議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ５  

議 案 第 ８ ６ 号  美 浜 町 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 以 上 ２ 議 案 は 、 産 業 厚 生 常 任 委 員 会

に付託いたしたいと思いますが、これに御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

異議なしと認めます。  

よって、議案第８５号、議案第８６号の２議案は、産業厚生常任

委員会に付託することに決定いたしました。  

次に、日程第１６  発議第３号  美浜町特別職の職員で非常勤の

も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

制 定 に つ い て 、 以 上 発 議 １ 件 は 、 議 員 報 酬 な ど 議 会 改 革 特 別 委 員

会 に 付 託 い た し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異 議 は ご ざ い ま す か 。  

（異議なしの声あり）  

異議なしと認めます。  

よって、発議第３号は、議員報酬など議会改革特別委員会に付託
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 することに決定いたしました。  

各常任委員会及び特別委員会におかれましては、御審議をよろし

くお願いいたします。  

これより休憩して、別室において全員協議会を開会いたしまして、

委 員 会 の 活 動 報 告 を 受 け た 後 、 先 ほ ど 上 程 い た し ま し た 議 案 の う

ち 、 議 案 第 ８ １ 号 か ら 議 案 第 ８ ６ 号 ま で の ６ 議 案 に つ い て 、 理 事

者から詳細説明を受けたいと思います。  

これより休憩いたします。  

（休憩宣言  午前１１：０７）  
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 議   長  本日は、全員出席されております。  

定足数に達しておりますので、 会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  た だ い ま よ り 、 令 和 ５ 年 第 ６ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し

ます。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、御手元の日程のとおりといたします。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

 ４番  上道正二君  

１３番  藤本  悟君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数など、規

定に反する質問は慎んでいただくようお願いいたします。  

それでは、順次発言を許します。  

５番、髙橋修議員の一般質問を許します。  

髙橋議員。  

  ５番   おはようございます。よろしくお願いいたします。  

それでは、早速ですが最初に、新幹線敦賀開業の準備状況に関す

る町の現状認識はどうかということについて質問いたします。  

来年３月１６日の北陸新幹線敦賀開業まで残すところ３か月余り

になりました。  

この敦賀開業をターゲットに、美浜町においては、レインボーラ

イ ン 、 Ｈ Ａ Ｍ Ａ Ｂ Ｅ Ｒ Ｒ Ｙ 、 道 の 駅 は ま び よ り 、 レ イ ク セ ン タ ー

な ど が オ ー プ ン ま た は リ ニ ュ ー ア ル さ れ 、 ま た 民 宿 等 の 宿 泊 施 設

充 実 の た め の 助 成 事 業 等 々 も 実 施 さ れ ま し た 。 こ れ ら 事 業 の 大 き

な 目 的 は 、 敦 賀 開 業 に よ っ て 多 く の お 客 様 に 美 浜 を 訪 れ て い た だ

き 、 美 浜 町 に に ぎ わ い と 豊 か さ を 取 り 戻 す と い う こ と で ご ざ い ま
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 す 。 そ の 大 き な 目 的 に 照 ら し た 場 合 に 、 こ れ ら 事 業 を 含 め た 準 備

状 況 に つ い て 、 現 時 点 の 状 況 を ど の よ う に 認 識 さ れ て い る の か 。

ま た 、 あ る と す れ ば 、 残 さ れ た 課 題 を ど う 捉 え て い る の か に つ い

てお尋ねいたします。  

議   長  町長。  

町   長  ただいま髙橋議員から、北陸新幹線敦賀開業を間近に控えまして、

これまで整備してきたその状況と、それをどう捉え、課題をどう受

け止めているのかという御質問をいただいたところでございますけ

ども、町では、北陸新幹線開業を見据えまして、観光資源の魅力ア

ップや誘客対策、二次交通の確保、おもてなしや宿泊や食の充実に

係る施策に取り組んできたところでございます。  

現在、今御説明がございましたように、三方五湖の自然豊かな魅

力 を 天 空 、 湖 面 、 湖 周 か ら 満 喫 で き る よ う に 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン

天 空 の テ ラ ス や レ イ ク セ ン タ ー 電 池 推 進 遊 覧 船 、 そ し て サ イ ク リ

ン グ ル ー ト を 整 備 し た ほ か 、 道 の 駅 若 狭 美 浜 は ま び よ り や い ち ご

観 光 農 園 を は じ め と し ま す 新 た な 魅 力 の 創 出 に 努 め る な ど 、 受 入

れ 施 設 は お お む ね 整 備 で き た と 、 こ の よ う に 考 え て い る と こ ろ で

ございます。  

誘客対策でございますけども、観光アドバイザーの指導助言の 下

に 、 関 東 方 面 で の 誘 客 活 動 や 台 湾 で の イ ン バ ウ ン ド 活 動 に 取 り 組

ん で き た ほ か 、 案 内 看 板 の 整 備 や 観 光 地 ブ ラ ン ド の 確 立 に 向 け ま

し て 、 統 一 的 な パ ン フ レ ッ ト や ポ ス タ ー 等 の 製 作 を 進 め て い る 段

階でございます。  

また、二次交通でございますけども、小浜線やコミュニティーバ

ス 、 路 線 バ ス の 利 便 性 の 向 上 や ゴ コ イ チ バ ス の 運 行 、 タ ク シ ー や

レ ン タ カ ー の 確 保 に 向 け ま し て 、 支 援 策 の 整 備 や 関 係 機 関 と の 協

議を進めているところでございます。  

また、おもてなしや宿泊等につきましては、県とともに、道路の

美 化 や 美 し い 海 岸 の 維 持 保 全 な ど 、 お も て な し 景 観 整 備 に 努 め て

い る ほ か 、 民 宿 の リ ニ ュ ー ア ル 支 援 に よ り ま し て 、 １ ７ 件 の 整 備

が 進 ん だ ほ か 、 こ れ は へ し こ 蔵 を 改 造 し た へ し こ 体 験 飲 食 空 間 施

設やグランピング施設の整備支援にも取り組んでまいりました。  

このように様々な施策を進めているところでございますけ れども、
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 施 設 の 利 用 状 況 や 観 光 客 の 動 向 、 声 を 分 析 、 検 証 し な が ら 、 さ ら

な る 魅 力 ア ッ プ に 努 め る と と も に 、 関 東 方 面 で の 認 知 度 の 向 上 に

向 け ま し た 情 報 発 信 、 新 幹 線 効 果 を 大 き く 受 け 止 め る べ く 、 町 内

で の 周 遊 滞 在 、 飲 食 の 拡 大 に 向 け た 施 策 を 強 力 に 進 め て い き た い

と、このように考えているところでございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ありがとうございました。  

ただいまの答弁により、行政として、現状認識についてはおおむ

ね 理 解 で き ま し た 。 課 題 は き っ と 、 そ の 認 識 や 思 い が お 客 様 に し

っ か り 通 じ て 、 美 浜 に 多 く の 皆 様 が 訪 れ て い た だ け る と い う こ と

を 期 待 い た し ま す 。 答 弁 に も あ り ま し た け れ ど も 、 常 に 顧 客 の 目

線 で 、 関 係 者 が 力 を 合 わ せ て 精 い っ ぱ い や り 遂 げ て い き た い と い

うふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。  

それでは次に、顧客の意見を収集 、反映する仕組みの整備をと題

しまして、質問をいたします。  

社会情勢は常に変化しますので、何事につけても、現状維持、現

状 踏 襲 、 そ れ だ け で は 退 歩 、 後 退 に つ な が り ま す 。 し た が っ て 、

好 む と 好 ま な い に か か わ ら ず 、 継 続 的 な 改 善 が 必 要 不 可 欠 に な り

ま す 。 改 善 と い う 事 業 は 、 よ り よ い 方 向 へ の 変 更 、 修 正 で ご ざ い

ま す の で 、 現 状 否 定 や 自 己 否 定 と い う 苦 い 要 素 が あ り 二 の 足 を 踏

む 嫌 い が あ り ま す が 、 そ れ を し っ か り 継 続 的 に や ら な け れ ば 進 歩

はない、これは事実でございます。  

前置きはこれくらいにしますが、新幹線敦賀開業を契機に実施さ

れ た 事 業 に 限 ら ず 、 そ う い っ た 事 業 を 成 功 裏 に 導 き 、 そ の 状 況 を

持続するためには、優れた仕組みが必要になります。  

私は６月の一般質問の中で、顧客の声を徹底聴取し、反映する仕

組みの充実をという表題で提案をいたしました。  

要旨は、顧客や住民の目や舌は想像以上に超えており、特に、は

ま び よ り 、 レ イ ク セ ン タ ー 、 こ る ぱ 等 の 商 業 的 施 設 に お い て は 、

常 に 顧 客 の 声 を の 声 を 収 集 、 分 析 し 、 迅 速 に 対 応 を 修 正 す る か と

い う こ と が 重 要 で 、 そ の 活 動 を 継 続 的 に 行 う た め の 仕 組 み の 構 築 、

それを提案したものでございます。  

新幹線の敦賀開業を契機に、各市町でこぞって、競って多くの施
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 設 や イ ベ ン ト が つ く ら れ ま し た 。 美 浜 に お い て も し か り で す 。 そ

し て 、 同 時 に そ れ ら の 運 営 に つ い て 、 い か に 持 続 的 に 維 持 、 発 展

さ せ る か と い う 課 題 と 、 地 域 間 の 競 争 も 始 ま っ て い る わ け で ご ざ

います。  

高齢化や人口減少といった背景もあり、顧客のニーズにも想像 で

きない変化が生じ、それらに対応していかなければなりません。  

そうしたときに、大きな武器になるのは顧客の声を積極的に 収集、

分 析 し 、 迅 速 に 対 応 で き る 優 れ た 仕 組 み が あ る か ど う か だ と い う

ふうに考えております。  

町として、このような顧客の意見を収集、反映する仕組みをしっ

か り 構 築 す る 気 持 ち が あ る の か ど う か に つ い て 質 問 を い た し ま す 。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいま、町として顧客の意見を収集、反映する仕組みをしっか

り構築する気持ちがあるのかというような御質問でしたけども、そ

れに対して答弁させていただきます。  

町では、これまで様々な観光資源の魅力アップに取り組んでまい

り ま し た が 、 こ う し た 観 光 施 策 を 進 め る に 当 た っ て は 、 観 光 客 等

の 利 用 者 の 意 見 の 収 集 、 反 映 は 必 須 で あ る と い う ふ う に 考 え て お

ります。  

こるぱでは、有識者で組織した運営委員会を定期的に開催し、運

営 状 況 等 の モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て お り 、 来 場 者 の 声 は 、 隣 接 す る

園 芸 Ｌ Ａ Ｂ Ｏ の 丘 と も 情 報 を 共 有 し な が ら 、 改 善 す べ き こ と は 反

映し、運営を行っております。  

また、レイクセンターにおいてはＱＲコードを活用したアンケー

ト 調 査 を 導 入 し て お り 、 電 池 推 進 遊 覧 船 の 印 象 や 満 足 度 、 乗 船 し

た 感 想 等 を 収 集 し 、 町 と も 共 有 し た 上 で 、 必 要 に 応 じ 、 対 応 し て

いるところでございます。  

道の駅若狭美浜はまびよりにおきましても、アンケート調査やネ

ッ ト に よ る 口 コ ミ 等 を 踏 ま え ま し て 、 テ ナ ン ト 連 絡 会 の 場 で 情 報

を 共 有 し 、 課 題 解 決 に 向 け 、 検 討 す る と と も に 、 運 営 委 員 等 に お

い て 、 利 用 者 目 線 に 立 っ た 、 よ り よ い 運 営 に な る よ う 取 り 組 ん で

いるところでございます。  

また、町では、福井県観光連盟が観光客の満足度を高めながら観
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 光 消 費 額 の 増 加 に つ な げ て い く こ と を 目 的 に 運 用 を 開 始 し た 福 井

県 観 光 デ ー タ 分 析 シ ス テ ム 「 エ フ タ ス 」 を 活 用 し 、 観 光 客 の ニ ー

ズを常に把握できる仕組みも活用してございます。  

引き続き、本町を訪れる観光客等の声を受け止めながら、利用者

目 線 を 生 か し た 運 営 が な さ れ る よ う 努 め て ま い り た い と 思 い ま す 。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   今、説明をいただきましたけど、今御説明があったようなこと と

いうのはどこでもやっているんですよね。どこでもやっているとい

うことは、みんながやっていることですから、そんなに効果も人並

みだろうし、なかなか秀でたものにはならない。もっと美浜町独自

の、あるいは美浜町として改善ということに対する非常に優れた、

よそが驚くような、そういう仕組みをつくるというふうな格好で取

り組んでほしいというふうに私は思っているんです。改善の仕組み

をつくると、これを言うのは非常に簡単ですけれども、大変面倒で

難しいことです。  

私も一時期、改善の旗手と言われて いますトヨタグループに身を

置 い た こ と が ご ざ い ま す 。 合 理 性 を 徹 底 的 に 追 求 す る 、 こ う い う

視 点 で の 改 善 す る 力 、 こ れ を 目 の 当 た り に し ま し た 。 今 、 思 い 返

し ま す と 、 強 く 印 象 に 残 る の は 、 組 織 全 体 の 強 い 改 善 マ イ ン ド 、

そ れ で あ り 改 善 す る こ と が 最 も 大 切 と 考 え 、 そ こ に 時 間 と お 金 を

しっかりかける覚悟、こういうことだったと思いま す。  

改善をしなくても物事はそれなりに進み、 誰しも現状のままで問

題 が な い よ う な 気 持 ち に な っ て し ま い ま す 。 し か し 、 そ れ で は 進

歩 は 生 ま れ ま せ ん し 、 実 は 取 り 残 さ れ て い く と い う こ と に な る わ

け で す 。 改 善 で き る 課 題 は 、 大 な り 小 な り 、 あ ち こ ち た く さ ん 転

が っ て い ま す 。 そ れ ら を 当 た り 前 に 楽 し み な が ら 改 善 で き る 。 改

善 す る の が 当 た り 前 と 、 そ う い う 分 か り や す い 仕 組 み と 風 土 、 こ

れ を つ く る こ と が 組 織 、 ひ い て は 町 の 強 み に な る と 考 え て お り ま

す の で 、 ぜ ひ 前 向 き に 取 り 組 ん で い た だ き た い と い う の が 私 の 強

い希望でございます。  

それでは、次の質問に行きますが、防災・技術統括幹のお考えを

問うと題して質問をいたします。  

今年４月１７日の全員協議会において、令和５年度行政組織体制
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 が 報 告 さ れ ま し た 。 注 目 す べ き は 、 副 町 長 の 下 に 防 災 ・ 技 術 統 括

幹 と こ ど も 政 策 統 括 幹 が 設 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 防 災 ・ 技 術 と こ ど も

政 策 を 部 門 横 断 で 統 括 す る 体 制 が つ く ら れ ま し た 。 縦 割 り の 弊 害

が 言 わ れ る 行 政 組 織 に 、 ト ッ プ ダ ウ ン で こ の よ う な 機 能 別 管 理 の

横 串 を 入 れ る 、 こ う い う 体 制 に つ い て は 評 価 い た し ま す け れ ど も 、

こ の 機 能 を や り 遂 げ る た め に は 、 関 連 す る 広 範 な 情 報 を 収 集 し な

け れ ば な り ま せ ん し 、 既 存 組 織 と の あ つ れ き と い い ま す か 、 調 和

と い い ま す か 、 非 常 に 難 し い と い う こ と も 想 像 さ れ ま す 。 御 苦 労

もあろうかというふうに推察しているわけでございます。  

そういったことで、そこでまず、 防災・技術統括幹及び副町長に

質 問 い た し ま す が 、 統 括 幹 と し て の 重 点 方 策 と 今 日 ま で の 約 半 年

の 間 に 、 ど の よ う な 取 組 を 行 わ れ 、 ど の よ う な 成 果 を 実 感 さ れ て

い る の か 、 ま た 今 後 の 課 題 を ど の よ う に 認 識 さ れ て い る の か に つ

いてお尋ねいたします。  

議   長  副町長。  

副 町 長  本年度、設置をいたしました防災・技術統括幹、こども政策統括

幹について御質問をいただきました。  

まず、私のほうから防災・技術統括幹の設置につきまして御説明

をさせていただきたいというふうに思います。  

今年度の行政組織体制といたしまして、地域 愛あふれる豊かなま

ち づ く り の 実 現 に 向 け ま し て 、 第 ５ 次 美 浜 町 総 合 振 興 計 画 、 後 期

基 本 計 画 及 び 第 ２ 期 美 浜 創 生 総 合 戦 略 に 掲 げ て お り ま す 優 先 重 点

施 策 を さ ら に 積 極 的 に か つ 効 果 的 、 効 率 的 に 推 進 す る た め 、 組 織

の 強 化 及 び 総 合 力 向 上 の た め に 必 要 な 体 制 を 整 備 い た し た と こ ろ

でございます。  

町 の 最 重 要 課 題 で ご ざ い ま す 町 民 の 生 命 、 財 産 を 守 る 、 こ の 防

災 ・ 減 災 対 策 に つ き ま し て は 、 生 活 、 道 路 、 農 林 、 イ ン フ ラ 等 、

ハ ー ド の 強 靱 化 、 公 共 施 設 の 長 寿 命 化 を 総 合 的 に 進 め て い く た め 、

庁 内 関 係 課 の 技 術 的 課 題 に 対 す る 助 言 で あ っ た り 、 指 導 、 監 督 及

び 技 術 職 員 の 育 成 や 技 術 力 向 上 の た め の 幅 広 い 指 導 に 関 す る 業 務

を 担 う 防 災 ・ 技 術 統 括 幹 を 新 設 い た し ま し て 、 福 井 県 か ら 招 聘 を

さ せ て い た だ き ま し た 。 こ れ ま で 約 半 年 間 と い う 僅 か な 期 間 で は

ご ざ い ま す け れ ど も 、 何 よ り も 職 員 の 意 識 の 変 化 を 感 じ て い る と
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 こ ろ で ご ざ い ま す 。 防 災 ・ 技 術 統 括 幹 の さ ら な る 活 躍 を 期 待 い た

しているところでございます。  

具体的な成果や課題等につきましては、統括幹のほうから説明を

させていただきます。  

議   長  防災・技術統括幹。  

防災・技術統括幹  近年、多くの自治体では、技術系職員の確保が重要な課題であり、

さらに技術力の保持や向上、現場対応力など、職員の資質、能力の

育成等が求められています。  

私は、本年５月に美浜町に赴任し、 防災・技術統括幹として、美

浜 町 で の 固 有 の 課 題 を 含 む 技 術 的 課 題 へ の 対 応 を 優 先 し て 取 り 組

んでいるところでございます。  

これまでの成果につきまして、職員に対しては、契約手続の設計

積 算 審 査 、 現 場 で の 測 量 や 設 計 、 降 雨 災 害 時 の 現 場 確 認 方 法 な ど

の 技 術 的 な 指 導 を 行 っ て い ま す 。 今 は 、 職 員 が コ ン サ ル タ ン ト や

工 事 施 工 業 者 と 技 術 的 な 議 論 が で き る よ う に 、 全 体 的 な 技 術 力 の

向上の底上げを図っているところでございます。  

また、北陸３県で唯一の金沢にある 土質試験機関で研修会を開催

い た し ま し た 。 土 質 試 験 の 精 度 を 上 げ る こ と に よ り 、 工 事 の コ ス

ト を 大 幅 に 下 げ ら れ る な ど を 学 び 、 土 木 技 術 の 向 上 を 図 っ て お り

ます。今後も、ほかの研修会等を開催したいと考えております。  

一方で、私にとって仕事の勉強になる職員、町の職員、すごいと

思 わ れ る 町 の 職 員 の 方 が 多 数 お ら れ ま す 。 正 直 、 私 も 負 け て い ら

れないと感じております。  

また、仕事は１人ではできないと考えております。町民や町職員

と の 意 識 の 共 有 を 図 ろ う と 、 町 民 レ ガ ッ タ や は ま な び フ ェ ス タ に 、

市民吹奏楽団として参加いたしました。  

防災・減災対策におきましては、東地区において自然災害による

防 災 訓 練 を ７ 年 ぶ り に 実 施 い た し ま し た 。 各 自 治 会 の 自 主 防 災 組

織 の 共 助 の 訓 練 を 目 的 と し 、 訓 練 を 通 し て 避 難 所 運 営 等 の 課 題 等

も見つかりました。その対応を現在検討しております。  

今後も、町民の皆様が命を守る判断と行動を 取れるように、訓練

を通じて意識を高めたいと思っております。  

県には、これまで培ってきたノウハウや人脈をフル活用して美浜
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 町 の 要 望 を 伝 え 、 併 せ て 情 報 伝 達 、 情 報 共 有 を 図 り 、 美 浜 町 と 県

と の 連 携 強 化 を 図 っ て ま い り ま し た 。 引 き 続 き 、 頑 張 っ て ま い り

ます。  

今後の課題といたしまして、まずハード整備につきましては、中

小 河 川 の 突 発 的 出 水 の 監 視 対 策 や 、 集 落 避 難 所 の 危 険 区 域 解 消 、

上 下 水 道 施 設 等 の ラ イ フ ラ イ ン の 強 靱 化 等 を 図 り た い と 思 い ま す 。  

最重要課題といたしましては、新庄地区から滋賀県高島市への原

子力災害時の避難道路の整備です。  

もしものときのための南北へ通じる避難道路の確保は必要です。

ま た 、 新 庄 地 区 は 中 山 間 地 域 孤 立 避 難 区 域 に も 指 定 さ れ て お り ま

す 。 安 全 安 心 な 暮 ら し の た め に 、 避 難 道 路 の 整 備 に 一 刻 も 早 く 道

筋をつけたいと考えております。  

今後も、職員の技術力向上のさらなる取組や住民の生命 、財産を

守 り 、 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 防 災 ・ 減 災 対 策 を 引 き 続 き 行 う こ と

を考えております。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ありがとうございます。  

具体的な取組がよく理解ができました。ありがとうございました。  

地球温暖化に伴いまして、風水害や、また南海トラフ、そういっ

た 大 地 震 等 が 、 大 き な 災 害 が 起 き る と 、 そ う い う こ と も 言 わ れ て

おります。  

また、技術の進歩や各種インフラの老朽化、こういったものも急

速 に 進 ん で い る の で は な い か な と い う こ と で 、 技 術 面 で の 課 題 は

今 後 尽 き な い と 思 い ま す の で 、 県 と の 連 携 も し っ か り 取 っ て い た

だいて、よろしくお願いをいたします。  

１点、これは少しミッションとはずれるかもしれませんが、 コロ

ナ禍によって、デジタル技術が異常と思えるほど進展しました。  

そして、ＤＸと言われて世界中で取組が進んでおりますが、私は

Ｄ Ｘ こ そ が 地 方 の 起 死 回 生 の 力 に な る と い う ふ う に 、 こ れ は 以 前

か ら 考 え て お り ま す 。 そ う し た と き 、 美 浜 町 の Ｄ Ｘ に 対 す る 取 組 、

その体制は非常に貧弱に感じます。  

ＤＸについても、部門横断のしっかりした組織体制を構築し、強

力に推進いただきたいということで要望をさせていただきます。  
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 それでは、次の質問に移ります。  

こども政策統括幹のお考えを問うと題して、副町長及びこども政

策 統 括 幹 に 質 問 し ま す が 、 統 括 幹 と し て の 重 点 方 策 と 、 今 日 ま で

の 約 半 年 間 の 間 に ど の よ う な 取 組 を 行 い 、 ど の よ う な 成 果 を 実 感

さ れ て い る の か 、 ま た 、 今 後 の 課 題 を ど の よ う に 認 識 さ れ て い る

のかについてお尋ねいたします。  

議   長  副町長。  

副 町 長  それでは、こども政策統括幹につきましても、私のほうからまず

御説明をさせていただきたいというふうに思います。  

このこども政策統括幹につきましても、防災・技術統括幹の設置

と 同 様 、 今 年 度 の 行 政 組 織 体 制 と い た し ま し て 、 優 先 重 点 施 策 に 、

さ ら に 積 極 的 、 効 果 的 、 効 率 的 に 推 進 す る た め 、 組 織 の 強 化 に 必

要な体制を整備したところでございます。  

子ども・子育て政策は、本町にとっても、重要課題 の一つでござ

います。  

こども政策統括幹の新設は、本年４月のこども家庭庁の設置であ

っ た り 、 こ ど も 基 本 法 の 施 行 を 踏 ま え ま し て 、 子 ど も 政 策 の 企 画

立 案 の 強 化 や 支 援 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 教 育 部 門 と の 連 携 を 含

め た 全 庁 横 断 的 な 総 合 調 整 を 担 い ま し て 、 き め 細 や か な 子 ど も ・

子 育 て 政 策 に 向 け て 、 推 進 体 制 の 強 化 を 図 っ た と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

これまで、統括幹の調整の下、庁内関係課の情報や課題の共有、

連 携 は 進 め ら れ て い る と 感 じ て お り ま す 。 さ ら な る 施 策 の 展 開 を

期待いたしているところでございます。  

具体的な成果、課題等につきましては、統括幹のほうから説明を

させていただきます。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  まず初めに、子ども・子育て政策は一過性の対策ではなく、みん

なが支え合いながら、多くの人が住み続けたいと思う魅力あるまち

づくりを進める上で大事な取組の一つであると考えております。  

そうした考えの下、これまでに子育てに関係します主任児童委員

等 と の 意 見 交 換 、 ま た 、 今 年 度 新 た に 子 ど も ・ 子 育 て 政 策 を 一 層 、

効 果 的 そ し て 機 動 的 に 推 進 し て い く た め に 、 関 係 課 長 を 構 成 員 と
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 し ま す 子 ど も ・ 子 育 て 政 策 会 議 を 立 ち 上 げ さ せ て い た だ い て お り

ます。  

また、保護者や子育て支援関係者で組織します町の 子ども・子育

て 会 議 と も 連 携 を 密 に し な が ら 、 幅 広 く 子 育 て 世 代 や 地 域 の 方 々

の 意 見 等 を 踏 ま え な が ら 、 町 の 実 情 に 合 っ た 子 ど も ・ 子 育 て 支 援

施策を地域ぐるみで推進していきたいと考えております。  

こうした関係者との協議の中で、本町の現状の課題を整理し、そ

の 解 消 に 向 け て 意 識 共 有 を 図 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す け れ ど

も、課題としては大きく３つございます。  

１つ目としては、保育園や放課後児童クラブ等の人材の確保、ま

た き め 細 や か な 子 育 て を 進 め て い く た め の 専 門 的 人 材 の 育 成 な ど 、

子育て支援に係ります人材の確保、養成でございます。  

次に、２点目でございますが、登下校時の安全確保のための支援

づ く り 、 ま た 遊 び 場 の 安 全 確 保 な ど 、 子 供 の 安 全 安 心 な 環 境 整 備

でございます。  

３つ目としまして、地域のつながりが希薄化する中で、子育て家

庭 の 孤 立 化 、 ま た 子 供 の 居 場 所 づ く り な ど と い っ た 地 域 ぐ る み の

子 育 て 応 援 、 そ う い っ た 機 運 醸 成 を 図 っ て い く こ と が 重 要 で あ る

と考えてございます。  

こうした課題の下、一時預かりサービスの充実に向けた菅浜わく

わ く 協 働 体 な ど 、 民 間 事 業 者 支 援 で あ っ た り 、 ま た 保 育 人 材 の 確

保 の た め の 子 育 て 支 援 員 の 養 成 、 ま た 乳 児 訪 問 指 導 充 実 の た め の

助 産 師 の 派 遣 な ど 、 子 育 て 支 援 に 係 る 人 材 の 確 保 、 養 成 に こ れ ま

で取り組んできたところでございます。  

また、役場内ですか、若手職員を中心としました屋内の遊び場を

含 め た 子 供 の 遊 び 場 の ワ ー キ ン グ チ ー ム を 立 ち 上 げ 、 ま た 地 区 公

民 館 を は じ め と す る 住 民 の 身 近 な と こ ろ で の 遊 具 整 備 や 施 設 開 放

な ど 、 関 係 機 関 と 連 携 、 協 力 し な が ら 取 り 組 ん で き た と こ ろ で ご

ざいます。  

これらの取組の中には、これまで、特に複数の課にまたがるよう

な 取 組 に お き ま し て は 、 や や も す れ ば 縦 割 り 組 織 の 中 で ス ム ー ズ

な 事 業 展 開 が で き な い こ と も あ り ま し た け れ ど も 、 子 ど も ・ 子 育

て 政 策 会 議 等 を 通 じ 、 課 題 や 目 標 と い っ た 、 そ う い っ た 意 識 を 共
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 有 す る こ と で 、 子 供 や 子 育 て 支 援 と い う 視 点 か ら 円 滑 に 事 業 を 進

めていくことができたと感じてございます。  

今後も引き続き、課題解消に向け、関係課としっかり意識共有を

図 り な が ら 、 さ ら に ま た 連 携 を 強 化 す る 中 で 、 子 ど も ・ 子 育 て 支

援の充実に努めてまいりたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ありがとうございます。  

人口減少を食い止めると、これが大きな課題だと思うんですが、

こ こ １ ０ 年 が 勝 負 と い う こ と で 、 遅 れ ば せ な が ら 、 国 の 異 次 元 の

少 子 化 対 策 が 打 ち 出 さ れ 、 今 後 い ろ ん な 支 援 策 が 、 美 浜 に 限 ら ず

全国一斉に始まると思います。  

こども政策統括幹のミッションとは若干異なるのかもしれません

が 、 美 浜 に 住 み 、 美 浜 で 子 育 て を し た い 、 そ う い う ふ う に 思 う 若

者 を ど れ だ け 確 保 で き る の か 、 子 育 て 政 策 に 限 ら ず 総 合 的 な 地 域

間 共 創 力 、 こ れ が 問 わ れ る と 思 っ て お り ま す 。 何 が 大 切 な の か 、

住 民 や 若 者 の 気 持 ち に 焦 点 を 当 て 、 し っ か り 取 り 組 ん で い た だ き

ますようによろしくお願いいたします。  

それでは続いて、加藤新教育長の方針を問うと題して質問をいた

します。  

令和５年度行政組織体制において、もう一点注目すべきは、これ

ま で の 教 育 委 員 会 事 務 局 が 、 教 育 総 務 課 と 生 涯 学 習 推 進 課 の ２ 課

体 制 に な っ た と い う こ と で す 。 幅 広 い 業 務 が 幾 分 整 理 さ れ 、 よ り

円滑に遂行されることを期待いたします。  

また、このたび長らく町の教育文化行政に御尽力いただいた森本

教 育 長 が 退 任 さ れ ま し た 。 長 き に わ た っ て 御 貢 献 に 敬 意 を 表 す る

次第でございます。  

そして、新たに加藤教育長をお迎えしたわけですが、経歴を拝見

し ま す と 、 県 で の 職 員 の 御 経 験 が 長 い と い う こ と で 、 教 育 長 と し

て は 少 し 異 色 の 感 が あ り 、 新 た な 視 点 と 行 動 力 に 期 待 す る 次 第 で

ございます。  

そこで、加藤新教育長の教育文化行政等に関する所信をお尋ねい

たします。  
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 議   長  教育長。  

教 育 長  それでは、髙橋議員からの私の教育文化行政等に関する所信につ

いてのお尋ねにお答えをさせていただきます。  

教育は、国家百年の計でございまして、その在り方は、国民一人

一 人 の 生 き 方 や 幸 せ に 直 結 す る と と も に 、 国 や 社 会 の 発 展 の 基 礎

を つ く る 大 変 重 要 な 政 策 分 野 で ご ざ い ま す 。 教 育 施 策 の 推 進 は 、

ま さ に こ の 国 、 地 域 の 未 来 を 左 右 す る 最 重 要 事 項 と い う ふ う に 考

えてございます。  

この点、本町では総合振興計画におきまして、まちづくりの主役

は「 ひ と 」と 位 置 づけ 、 基 本目 標 の １番 目 に、「 未来 を ひら き 、 人

と 文 化 を 育 む ま ち 」 を 掲 げ ま し て 、 ま ち づ く り の 根 幹 と な る 地 域

や 次 の 時 代 を 担 う 人 材 の 育 成 を 進 め 、 豊 か な 人 間 性 と 社 会 性 、 郷

土 へ の 誇 り と 愛 着 心 を 育 み 、 未 来 を ひ ら く 人 づ く り 、 ま ち づ く り

を目指すこととしているところでございます。  

また、教育大綱におきましても、地域を愛し、自 らを高め、夢を

実 現 す る 人 づ く り を 基 本 理 念 に 据 え ま し て 、 そ の 実 現 に 向 け 、 教

育 振 興 基 本 計 画 で 、 生 涯 学 習 の 推 進 や 学 校 教 育 、 社 会 教 育 の 充 実 、

そ れ か ら 生 涯 ス ポ ー ツ の 推 進 、 町 民 文 化 の 創 造 、 歴 史 文 化 の 伝 承 、

人 権 尊 重 へ の 取 組 な ど の 基 本 目 標 を 掲 げ て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す 。 ま ず は 、 こ の 目 標 実 現 に 向 け て の 各 種 施 策 を 着 実 に 推 進 し て

まいります。  

特に、この地域の活力の源泉となります人づくりは、本町がこれ

か ら も 持 続 的 に 発 展 し て い く た め の 根 幹 的 な テ ー マ で ご ざ い ま す 。

多 岐 に わ た る 取 組 が 必 要 だ と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。 こ れ

に つ き ま し て は 、 組 織 の 力 を 最 大 に 発 揮 す る 、 言 わ ば 町 と し て の

総 合 力 が 試 さ れ て い る と い う ふ う に 感 じ て ご ざ い ま す の で 、 教 育

委 員 会 で の 取 組 は も ち ろ ん で ご ざ い ま す け れ ど も 、 町 長 部 局 と も

十分に連携を図ってまいりたいというふうに考えてございます。  

激しく揺れ動く時代にございまして 、教育が強靱でしなやかな自

己 を 確 立 し 、 そ れ ぞ れ の 場 所 で 自 己 実 現 を 目 指 す 人 た ち の 大 き な

支 え と な り ま す よ う 、 ま た 教 育 に よ っ て 地 域 愛 の 醸 成 を 図 り ま し

て 、 こ の ま ち で 暮 ら し た い と 思 っ て も ら え ま す よ う 、 ま た 、 こ の

ま ち で 暮 ら す こ と を 誇 り に 思 っ て も ら え ま す よ う 、 こ れ か ら も 力
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 を尽くしてまいります。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ありがとうございます。  

教育に始まり、教育に終わると、こういうふうな言葉を何度も私

は 聞 い て き ま し た 。 何 を や る に も 、 ま ず 教 育 か ら 始 ま っ て 、 ず っ

と 教 育 を し て 、 そ し て 最 後 、 ま た 教 育 を し て 、 次 の テ ー マ に 取 り

組 む と 。 教 育 と い う も の が 片 側 に な け れ ば 、 な か な か 物 事 は で き

ないということだと思います。  

若干ニュアンスは違うかもしれませんが、教育というのは非常に

重 要 な ア イ テ ム だ と 思 い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し た い

と思います。  

この後、同僚議員からも多くの質問がございますが、せっかくの

機 会 で 、 私 も 住 民 の 皆 さ ん か ら 要 望 を お 聞 き し て い る 事 柄 の 中 で 、

２ 点 ほ ど お 伝 え を し た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し

ます。  

まず１点目は、昨年５月に整備されたグラウンドゴルフ場につい

て で す が 、 日 よ け の た め の 東 屋 の 増 設 、 同 じ く 日 よ け の た め の 植

樹 、 そ し て 特 に 高 齢 者 の た め の ベ ン チ の 増 設 等 々 に つ い て 、 協 会

か ら も 再 三 依 頼 を し て い る よ う で ご ざ い ま す 。 し か し 、 現 時 点 で

は 、 遅 々 と し て 実 現 し て い な い と い う こ と で す の で 、 よ ろ し く お

願 い を し て い た だ き た い と 、 こ う い う ふ う な 強 い 要 望 を 何 度 か 聞

いておりますので、お伝えしておきます。  

２点目は、国吉城に関わる事柄で、令和２年７月に関係者が役場

に赴き、要望書を提出させていただきました。  

その中に、国吉城を築城し、難攻不落の武功名高い城主、粟屋勝

久 公 の 墓 石 、 供 養 塔 と 言 わ れ て お り ま す け ど も 、 そ の 周 り と 墓 石

に 至 る 参 拝 道 を 整 備 し て い た だ き た い 、 こ う い う 事 柄 が ご ざ い ま

す 。 要 望 か ら ３ 年 半 ほ ど た ち ま す が 、 現 時 点 で は 対 応 い た だ い て

お り ま せ ん 。 途 中 ま で は 舗 装 し て あ り ま す が 、 途 中 か ら 砂 利 道 で 、

訪 れ た 観 光 客 か ら も ひ ん し ゅ く を 多 く 買 っ て い る と い う ふ う に お

聞 き し て お り ま す の で 、 ぜ ひ 美 浜 町 の 大 切 な 歴 史 遺 産 と し て 、 鋭

意 対 応 し て い た だ き た い 、 こ れ も お 願 い を し て お き ま す 。 お 伝 え

を し て お き ま す 。 心 に と め て い た だ き ま し て 、 よ ろ し く お 願 い を
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 したいと思います。  

次に、みはまシナプスプロジェクトの狙いは何かと題して質問い

たします。  

今年６月の補正予算で３ ,３４３万４ ,０００円が計上され、活動

が ス タ ー ト し た み は ま シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て で す が 、 最

初 に こ の プ ロ ジ ェ ク ト が ス タ ー ト し た 経 緯 を 振 り 返 り ま す と 、 令

和 ４ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 の 意 見 交 換 会 で 、 ま ち づ く り 推 進 課 よ り 、 に

ぎわいプロジェクトの必要性といった課題が提示されました。  

要旨は以下のとおりです。  

Ａ、地方が抱える共通課題が美浜町にも山積 。  

Ｂ、１００年に一度のチャンスを捉え、活力回復に向け始動。  

Ｃ、先行するハードに対してソフト面の遅れが課題に 。  

Ｄ、今こそ美浜流のにぎわいを町民主体でつくるとき。  

こういう要旨で説明がございま した。  

その次、２番目に令和５年４月１７日の全員協議会で、まちづく

り 推 進 課 よ り 、 美 浜 に ぎ わ い 創 出 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て と い う 内

容が提示されました。  

要所は以下のとおりでした。  

Ａ、福井大学、竹本研究室の調査結果として、美浜町が目指すに

ぎわいの姿は、人づくり、空間づくり、コンテンツづくり 。  

Ｂ、そのにぎわいゾーンのコンセプトは、交わり、つながり、ひ

ら め く 、 つ ま り 、 交 わ り 、 つ な が る 過 程 で ひ ら め き が あ る と い う

ものです。  

Ｃ、当プロジェクトの行動指針は、学びと挑 戦を育む、優しい回

廊 空 間 を つ く る 、 共 創 の 軸 線 を 貫 く 、 こ う い っ た も の で ご ざ い ま

す。  

３番目として、今年５月１８日の全員協議会で、 みはまシナプス

プロジェクトについてという内容が提示されました。  

Ａ、交わり、つながり、ひらめくを表現するために、シナプスと

いう名前とする。  

Ｂ、令和５年度のみはまシナプスプロジェクトの進め方として、

学びを軸とした次世代まちづくり事業。  

具体的には、美浜塾の立ち上げ、子供が気軽に来 られる遊び場づ
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 く り 、 探 究 学 習 の 開 発 と 実 施 、 挑 戦 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 、 学 校 教

育 と の 連 携 、 学 校 教 育 と 社 会 教 育 の 相 互 連 携 、 す な わ ち 探 求 学 習

に重点を置く。  

そして、今年の６月の補正予算として、みはまシナプスプロジェ

ク ト 事 業 ３ ,３ ４ ３ 万 ４ ,０ ０ ０ 円 が 計 上 さ れ 、 可 決 さ れ 、 始 動 を

したわけでございます。  

そこで質問ですが、今申し上げたような経緯で、行政主導かつ大

学 と の 連 携 で 、 駆 け 足 で ス タ ー ト し た プ ロ ジ ェ ク ト と い う ふ う に

思 っ て お り ま す が 、 シ ナ プ ス と い う 聞 き 慣 れ な い 名 称 も あ っ て 、

住 民 に は 何 の こ と な の か 、 狙 い は 何 か 、 こ れ ま で の に ぎ わ い づ く

り プ ロ ジ ェ ク ト や 放 課 後 ク ラ ブ 等 と 何 が 違 う の か な ど の 疑 問 が ご

ざ い ま す 。 こ れ ら の 疑 問 点 に つ い て 、 簡 潔 に 要 点 を 御 説 明 お 願 い

いたします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答えさせていた

だきます。  

みはまシナプスプロジェクトにつきましては、広報みはま等を通

じ て 周 知 の ほ う を 図 っ て お り ま す が 、 シ ナ プ ス と は 、 脳 を 構 成 す

る 多 数 の 神 経 細 胞 同 士 を つ な ぐ 接 点 の こ と で 、 シ ナ プ ス が 刺 激 、

強 化 さ れ る こ と で 脳 が 発 達 す る と 言 わ れ て お り ま し て 、 に ぎ わ い

ゾ ー ン を 中 心 に 学 び の 輪 を 広 げ 、 様 々 な 人 た ち と の 交 流 や つ な が

り か ら 次 々 と ア イ デ ア が 生 ま れ 、 多 様 な に ぎ わ い が 創 出 さ れ る 様

をシナプスになぞらえているというところでございます。  

これまでのにぎわいづくりにつきましては、核となるエリアが定

ま ら ず 、 官 主 体 の イ ベ ン ト な ど 一 過 性 の も の が 多 か っ た こ と か ら 、

持 続 的 な に ぎ わ い づ く り や 町 民 の 意 識 共 有 に つ な が り 難 い 一 面 も

あったと捉えております。  

そのため、本町では、にぎわいゾーンを設定いたしまして、子供

か ら 大 人 ま で 幅 広 い 世 代 が 交 わ り 、 つ な が る 楽 し み を 体 感 す る 過

程 で ひ ら め く 、 多 く の ア イ デ ア を 起 点 と い た し ま し て 、 町 全 体 の

に ぎ わ い 、 活 性 化 に つ な げ た い と の 観 点 か ら 、 み は ま シ ナ プ ス プ

ロジェクトをスタートさせたという次第でございます。  

放課後児童クラブは、子供に遊びや生活の場を提供いたしまして、
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 子 供 の 健 全 育 成 を 図 る と い う こ と を 目 的 と し て お り ま す が 、 １ ０

月 に 立 ち 上 げ ま し た 公 設 塾 、 放 課 後 教 室 サ ン に つ き ま し て は 、 学

び の プ ロ グ ラ ム を 通 じ た 挑 戦 に よ っ て 、 新 た な 発 見 や 価 値 観 に 出

会 う 場 を た く さ ん つ く っ て い く と い う も の で ご ざ い ま し て 、 そ の

楽 し み の 積 み 重 ね が ま ち の に ぎ わ い を 生 み 出 す も の と 考 え て い る

ところでございます。  

町といたしましては、こうした取組により、生涯にわたる学びと

挑 戦 す る こ と が で き る 場 所 を 提 供 し て い く こ と で 、 美 浜 ら し い に

ぎわいづくりを創出していきたいと考えております。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   昨年１１月の意見交換会、これは最初の意見交換会でしたけども、

まちづくり推進課より、この話が始まったときには、私はまちが抱

えている基本的な課題についての議論をするための提案と考えて、

期待をしたわけでございます。  

しかしながら、回を重ねるにつれて、私にはその目的と手法、そ

し て な ぜ 今 シ ナ プ ス な の か と い う こ と が ほ と ん ど 理 解 で き な い プ

ロジェクトになってしまいました。  

今後、具体的な姿が見えてくるんだろうと思いますけれども、町

民 や 、 ま た 議 会 へ の 説 明 を 継 続 し て い た だ き ま し て 、 常 に 改 善 の

機 会 を 重 ね て 、 有 効 な 施 策 に な る こ と を 要 望 あ る い は 期 待 を い た

します。よろしくお願いをしたいというふうに思い ます。  

それでは、次に行きます。  

住民の意見を収集する意見箱の設置をと題して質問します。  

８月に議会運営委員会で、議会改革度２０２１で近畿地方９位に

ラ ン ク さ れ た 三 重 県 の い な べ 市 を 視 察 し ま し た 。 得 る も の は 多 々

あ り ま し た が 、 そ の 中 で 特 に ３ 点 申 し 上 げ ま す と 、 １ つ 目 は 、 決

算 時 に 重 要 な 事 業 の 評 価 、 審 査 が 行 政 サ イ ド と 議 会 、 住 民 サ イ ド

双 方 で 一 定 の 仕 組 み に の っ と り 、 オ ー プ ン に 行 わ れ て い る と い う

こ と で す 。 言 わ ば 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の Ｃ が し っ か り 行 わ れ 、 議 論 を 踏 ま

え て 、 今 後 の 課 題 、 改 善 項 目 が 浮 か び 上 が り 、 共 有 で き て い る と

感じました。  

２点目は、行政棟入り口と議会棟入り口及び傍聴席入り口に意見

箱 が 設 置 さ れ 、 行 政 議 会 双 方 に 対 す る 住 民 の 意 見 を 広 く 収 集 し て
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 い る と い う こ と で す 。 寄 せ ら れ た 意 見 に 対 し て は 真 摯 に 対 応 す る

必 要 が あ り ま す が 、 ま ず は 住 民 の 意 見 や 問 題 意 識 を 把 握 す る こ と

が重要だと感じました。  

３点目は、何回も改善を重ねたとお聞きしましたが、行政棟の窓

口 配 置 、 そ れ か ら そ の 窓 口 に た ど り 着 く 案 内 表 示 が 非 常 に 分 か り

や す く 、 住 民 目 線 、 住 民 の 便 宜 、 こ う い っ た こ と が 徹 底 さ れ て い

ると感じました。  

そこで、その中から今回の質問ですが、庁舎入り口等に意見箱を

設 置 し 、 広 く 意 見 を 収 集 す る 考 え は あ る の か ど う か に つ い て お 尋

ねいたします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきましてお答えいたします。  

町では、町民の皆さんから、行政に対しての御意見や御質問、御

提 案 な ど を い た だ く た め の 意 見 箱 と い た し ま し て 、 平 成 １ １ 年 に

治 太 や ん ボ ッ ク ス を 設 置 い た し ま し て 、 令 和 元 年 か ら は 美 し ・ ふ

る さ と ご 意 見 箱 と 名 称 変 更 し て 、 皆 様 か ら 御 意 見 を い た だ い て お

り 、 令 和 元 年 度 以 降 に お い て は ６ ０ 件 近 く の 御 意 見 が 寄 せ ら れ て

おります。  

意見箱の設置場所でございますが、役場庁舎内では町民プラザ、

生 涯 学 習 セ ン タ ー な び あ す で は 学 び の ス ト リ ー ト 、 東 部 診 療 所 で

は 玄 関 、 総 合 体 育 館 で は エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル 、 保 健 福 祉 セ ン タ ー

は あ と ぴ あ で は 、 は あ と ホ ー ル の 入 り 口 、 エ ネ ル ギ ー 環 境 教 育 体

験 館 き い ぱ す で は エ ン ト ラ ン ス の 町 内 ６ か 所 の 施 設 に 意 見 箱 の ほ

うを設置しているというところでございます。  

ま た 、 町 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら も 御 意 見 を い た だ け る よ う に 、 美

し ・ ふ る さ と ご 意 見 メ ー ル と い う 形 で 、 メ ー ル フ ォ ー ム の ほ う も

設けているというところでございます。  

このように、広く皆様から幅広い御意見等をお気軽に出していた

だ け る 仕 組 み を 設 け て お り ま し て 、 お 寄 せ い た だ い た 御 意 見 等 に

つ き ま し て は 、 必 ず 町 長 が 目 を 通 し 、 所 管 課 か ら 対 応 方 針 な ど を

直 接 お 伝 え す る と と も に 、 匿 名 の 場 合 に あ っ て も 、 町 民 の 声 と し

てしっかりと受け止め、施策に反映できるよう努めております。  

町といたしましても、貴重な御意見として、まちづくりに生かし
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 て い き た い と 考 え て お り ま す の で 、 広 く 御 意 見 等 を い た だ け る よ

う 、 意 見 箱 の 設 置 場 所 や メ ー ル フ ォ ー ム 等 に つ き ま し て も 、 改 め

て周知のほうに努めてまいりたいということで考えて おります。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ありがとうございます。  

そういった意見箱が各所に置かれているということ を聞いて勉強

不 足 で ご ざ い ま し た 。 こ れ を 広 く 住 民 の 方 に も 周 知 を し て い た だ

い て 、 意 見 を し っ か り 聞 く と い う 姿 勢 を 貫 い て い た だ き た い と い

うふうに思います。よろしくお願いいたします。  

それでは続きまして、継続的な町民アンケートを実施すべきでは

ないかと題して質問します。  

２０２０年、令和２年に緊急事態宣言が発出され、およそ３年後

の 今 年 ５ 月 ８ 日 に ５ 類 感 染 症 に 移 行 さ れ た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 で す が 、 こ の ３ 年 間 に 社 会 と 住 民 の あ り よ う や 意 識 に 大 き な

変化を及ぼしたと言われます。  

時を同じくして、美浜町においては、第５次美浜町総合振興計画

の 前 期 計 画 の 評 価 と 見 直 し が 始 ま り 、 コ ロ ナ の 緊 急 事 態 宣 言 １ 年

後 の 令 和 ３ 年 度 よ り 、 後 期 基 本 計 画 ５ 年 間 が ス タ ー ト し て い ま す 。  

したがって、この後期基本計画にはＳＤＧｓとい った視点が組み

入 れ ら れ た も の の 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に つ い て は

考慮することができませんでした。  

また、ここ数年は新幹線敦賀開業をチャンスとして、にぎわいづ

く り に 重 心 が 置 か れ 、 町 職 員 を は じ め 、 関 係 者 の 大 変 な 取 組 が 続

い て き た と 思 い ま す 。 そ う し た 背 景 も あ っ て 、 こ こ し ば ら く は 住

民ニーズを十分確認できていないという思いが私にはあります。  

そこで、ネット等、各市町のホームページ等々を見ますと、いろ

ん な 市 町 で 住 民 ア ン ケ ー ト が 継 続 的 に 行 わ れ 、 住 民 の 意 見 を 積 極

的に酌み取る施策が行われています。  

例えば、これは私がたまたま見たところでございますけれども、

長 野 県 中 野 市 や 北 海 道 中 標 津 の ア ン ケ ー ト 内 容 を 見 る と 、 町 へ の

愛 着 、 魅 力 、 移 住 定 住 、 行 政 サ ー ビ ス 、 生 涯 学 習 、 将 来 政 策 、 基

本 理 念 、 子 ど も ・ 子 育 て 等 々 に 関 す る 設 問 と 自 由 意 見 欄 が あ り 、

大 変 有 意 義 な 情 報 が 得 ら れ る と 思 い ま す 。 美 浜 町 に お い て も 、 コ
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 ロ ナ 禍 の 影 響 を 含 め て 、 町 民 の 意 識 は 大 き く 変 容 し て い る と 思 い

ます。  

町長と議員はともに町民に選ばれた２元代表制の中の住民代表で

あ り 、 施 策 の 遂 行 に は 常 に 住 民 の 意 向 が 意 識 、 反 映 さ れ る 必 要 が

あ り ま す 。 ま た 、 住 民 の 町 政 へ の 一 層 の 参 画 を 促 す 意 味 で も 、 可

及 的 速 や か に 継 続 的 な 町 民 ア ン ケ ー ト を 計 画 す べ き だ と 思 い ま す

が、お考えをお聞きします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答え

させていただきます。  

町では、これまでから総合振興計画を はじめ、様々なまちづくり

施 策 に 係 る 計 画 の 策 定 、 あ る い は 更 新 す る 段 階 で 町 民 ア ン ケ ー ト

や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 し 、 町 民 の 皆 様 の 意 向 を 計 画 に 反 映

させるよう努めているところでございます。  

また、こうしたアンケート等のほか、計画づくりや施策を進めて

い く 段 階 に お き ま し て 、 審 議 会 や 委 員 会 、 町 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、

地 域 あ い あ い ほ っ と ミ ー テ ィ ン グ な ど を 開 催 す る な ど 、 町 民 の 皆

様 の 声 や 意 見 等 を 受 け 止 め る 場 を 設 け 、 施 策 の ほ う に 反 映 で き る

よう取り組んでいるところでございます。  

引き続き、こうした意識を持ってまちづくりのほうに取り組んで

まいりたいということで考えております。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   申し上げていますのは、この地域敦賀開業という大きなチャンス

を迎えて取り組んでいる施策と、世の中の状況というのが随分乖離

してきているという意識を持っていらっしゃる方が、私の周りには

多くございます。今、これでいいのかというようなことをおっしゃ

る方もいらっしゃいます。  

そういった意味で、もう一度原点に返って住民の声を聞いてみる

必 要 が あ る と い う ふ う に 提 案 を す る の が 、 私 の 今 の 質 問 の 中 の 要

旨、あるいは思いでございます。  

ロシアのウクライナ侵攻、こういったことも始まりました。イス

ラ エ ル と ハ マ ス の 戦 争 等 も 勃 発 し 、 エ ネ ル ギ ー 安 全 保 障 や 食 料 安

全保障等が声高に言われます。  
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 一方、人口減少や高齢化が進み、地場産業の維持や交通手段を は

じ め 、 い ろ ん な 基 本 的 な 生 活 手 段 の 確 保 が 問 題 に な り つ つ あ り ま

す 。 い ず れ も 大 変 困 難 な 課 題 で す が 、 大 切 な こ と は 住 民 の 意 思 を

常に確認しながら進むということだと思 います。  

そうした意味で、広く町民の意思を聞きに行く、取りに行く 、そ

う い う ス タ ン ス で 進 め て い た だ き た い と い う 希 望 が ご ざ い ま す し 、

私 が お 聞 き し て い る 方 も 数 名 い ら っ し ゃ い ま す 。 そ う し た 意 味 で 、

ぜ ひ 町 民 ア ン ケ ー ト を 計 画 し て い た だ き た い と い う ふ う に 要 望 い

たします。  

以上で、私の質問を終わります。  

ありがとうございました。  

議   長  髙橋議員の一般質問を終わります。  

次に、７番、河本猛議員の一般質問を許します。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。  

今後の町が目指す教育について質問していきます。  

今定例会が教育長にとって初めての定例会になるので、教育長へ

の 質 問 が 集 中 す る と 思 い ま す け ど も 、 教 育 政 策 に つ い て 聞 い て い

きたいと思います。  

学校給食の無償化、少人数学級、生理用品の無償配布、学校にお

け る 医 療 的 ケ ア 児 や 難 聴 児 の サ ポ ー ト 、 手 話 言 語 条 例 の 制 定 な ど

について、これまで町長や教育長の見解を求めてきました。  

現在、急速に変化する社会情勢の中で、不登校の子供が増加傾向

に あ り ま す 。 近 年 で は フ リ ー ス ク ー ル も 増 え て は い ま す が 、 多 様

化 す る ニ ー ズ に 合 っ た 子 供 の 居 場 所 と い う の は 全 く 足 り て お り ま

せ ん 。 子 供 が 生 き て い く 可 能 性 の 幅 を 広 げ る こ と は 重 要 な 課 題 で

す。  

美浜町の現状を踏まえ、どのような対策、備えをすべきか、教育

長の考えを伺います。  

議   長  教育長。  

教 育 長  河本議員の御質問にお答えを申し上げます。  

町内小中学校におけます不登校の児童生徒につきましては、過去

５ 年 間 の 推 移 を 見 ま す と 、 小 学 校 、 中 学 校 合 わ せ て お お む ね １ ０
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 人前後となってございます。  

小学校児童に占める不登校児童の割合が全国的に増加傾向にある

中、 本 町 の不 登 校 児童 の 占 める 割 合 は１ .１％ と なっ て ござ い ま し

て 、 全 国 平 均 の ３ .２ ％ を 下 回 り 、 県 平 均 の １ .１ ％ と ほ ぼ 同 じ 割

合となってございます。  

ま た、 本 町 の 中学 校 生徒 に 占 め る不 登 校生 徒 の 割 合は ３ .９ ％ で

ござ い ま して 、 全 国平 均 の ６％ と 、 県平 均 、 これ は ４ .５％ で ご ざ

い ま す が 、 こ れ を 共 に 下 回 っ て お り ま し て 、 本 町 の 年 度 ご と の 認

知件数についても横ばい傾向にあるところでございます。  

不登校対策におきましては、最も大切なことは、これ は当たり前

の こ と な ん で す が 、 児 童 生 徒 が 長 期 に わ た っ て 学 校 を 欠 席 し な い

と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ の た め に は 、 い か に 未 然 防 止 対 策 を

講じていくのかが鍵だというふうにも考えてございます。  

学校では、児童生徒の心と体の小さな変化を見逃さず、不登校の

予 兆 が 見 ら れ た り 、 長 期 に わ た っ て 欠 席 し た 児 童 生 徒 に つ い て は 、

保 護 者 と 教 職 員 、 そ れ か ら ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー が 連 携 し て 支 援 を 行 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

また、教室へ入ることに抵抗感を持つ児童生徒のために、必要に

応 じ て 、 小 中 学 校 内 の 居 場 所 と し て 相 談 室 を 設 置 し て お り ま す 。

こ の 相 談 室 で は 、 養 護 教 諭 や 学 習 支 援 員 、 生 活 支 援 員 、 担 当 教 員

な ど が き め 細 か に 対 応 を 行 い ま し て 、 時 に は オ ン ラ イ ン 教 室 の 児

童 生 徒 と 同 じ よ う に 、 オ ン ラ イ ン で 教 室 の 児 童 生 徒 と 同 じ よ う に

授業を受けられるよう環境を整えているところでございます 。  

さらに本町独自の取組では、不登校の児童生徒の居場所といたし

ま し て 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 に 教 育 支 援 セ ン タ ー な な い ろ を 保 健 福 祉

セ ン タ ー は あ と ぴ あ 内 に 開 所 い た し て お り ま し て 、 不 安 な 心 を 持

つ 児 童 生 徒 に 寄 り 添 い 、 向 き 合 い な が ら 関 わ り 、 丁 寧 に 相 談 を 行

っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 こ の こ と で 学 校 復 帰 と 登 校 継 続 、

そ し て 進 学 の 成 果 と な っ て 表 れ て い る と い う ふ う に 考 え て い る と

ころでございます。  

本町といたしましては、今後も引き続き、学校と家庭、関係機関

と の 連 携 に 努 め ま し て 、 不 登 校 の 児 童 生 徒 や 保 護 者 が 孤 立 し な い

よ う 信 頼 関 係 を 築 き な が ら 、 気 軽 に 相 談 が で き る 体 制 を 強 化 し て
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 まいりたいというふうに考えてございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   全国平均で少ないからといって対策を怠ることなく、しっかりと

した整備が行われておりますし、対応もされておるということで、

やはり一人も取り残さない、長期に学校を休んでもしっかりと教育

が担保されるという体制をこれからも構築していっていただきたい

と思います。  

学校給食の無償化については、子供たちの食育や保護者の負担軽

減 、 給 食 費 の 滞 納 を め ぐ る 様 々 な 問 題 な ど を 踏 ま え ま し て 、 学 校

給 食 の 無 償 化 を 求 め て 、 各 議 員 が 一 般 質 問 な ど で 取 り 上 げ て き ま

した。  

教育長は学校給食の無償化について 、どのような考えを持ってい

るのか伺います。  

議   長  教育長。  

教 育 長  学校給食の無償化についてのお尋ねでございます。  

本町では、これまでから子育て世代や若者世代の定住・移住の促

進 に つ な が る 保 育 、 学 校 教 育 環 境 の 充 実 と 強 化 に 努 め る 中 で 、 今

年 度 か ら こ ど も 未 来 課 を 創 設 い た し ま し て 、 関 係 機 関 と 連 携 し な

が ら 、 子 供 の 成 長 ス テ ー ジ に 即 し た 、 き め 細 か で 包 括 的 な 子 育 て

支援施策の充実に取り組んでいるところでございます。  

具体的には、他市町に先駆けまして、保育園の再編に伴う園舎の

再 整 備 や 保 育 士 の 加 配 、 ま た 小 学 校 の 再 編 に 合 わ せ た 校 舎 の 耐 震

化 や 空 調 、 ト イ レ 設 備 等 の 改 修 を 行 う な ど 、 子 供 た ち が 快 適 に 過

ご せ る 環 境 の 整 備 に 努 め て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 さ ら に は 、

学 習 支 援 員 や Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 員 等 を 手 厚 く 配 置 す る な ど 、 子 供 た ち が

し っ か り 学 ぶ 環 境 に つ い て も 整 え る と と も に 、 生 活 が 困 窮 す る 世

帯 の 児 童 生 徒 へ の 生 活 保 護 や 就 学 援 助 等 も 行 っ て き た と こ ろ で ご

ざいます。  

お尋ねの学校給食の無償化につきましては、国が今年６月にまと

め ま し た こ ど も 未 来 戦 略 方 針 の 中 で 、 国 で 学 校 給 食 の 実 態 や 成 果 、

課 題 を 調 査 し 、 １ 年 以 内 に そ の 結 果 を 公 表 す る と し て い る と こ ろ

で ご ざ い ま し て 、 そ の 上 で 、 小 中 学 校 の 給 食 実 施 状 況 の 違 い や 構

成 面 等 も 含 め て 課 題 の 整 理 を 行 い 、 具 体 的 方 策 を 検 討 す る と い う
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 ふうに聞いてございます。  

本町といたしましては、こうした国の動向も見定めながら、家庭 、

地 域 、 行 政 が そ れ ぞ れ に 果 た す べ き 役 割 と 責 務 を 考 慮 い た し ま し

て 、 現 時 点 で は 給 食 費 を 無 償 化 す る の で は な く 、 子 育 て 世 代 へ の

家 計 負 担 を こ れ 以 上 増 や さ な い 努 力 を し な が ら 、 生 き た 教 材 で あ

る 学 校 給 食 を 活 用 し た 食 育 の 推 進 に 努 め ま し て 、 安 全 安 心 で お い

し い 学 校 給 食 を 提 供 し て い き た い と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。  

議   長  河本議員。  

  ７番   答弁を聞いていますと、これまで答弁とあまり変わらないように

思えます。  

やはり人事によって教育長が変わったときというのは非常に私た

ち も チ ャ ン ス だ と 思 っ て 、 ど う い う ふ う な 政 策 的 変 化 が 出 て く る

の か な と 期 待 し て い た ん で す け ど も 、 学 校 給 食 に つ い て は ま だ ま

だ 国 の 動 向 も 見 定 め な が ら 考 え て い く と い う こ と で 、 学 校 給 食 の

無 償 化 は 全 国 的 に 言 え ば 、 自 治 体 独 自 に 必 要 や と い う こ と で 進 め

ら れ て い る 自 治 体 も 、 先 駆 的 な 自 治 体 が あ る ん で 、 美 浜 町 に は で

き な い こ と は な い と 思 い ま す の で 、 そ の 辺 は し っ か り 考 え て 、 学

校 給 食 の 無 償 化 に つ い て 、 私 た ち 議 員 個 人 、 個 人 で 取 り 上 げ て き

ま し た け ど も 、 議 会 の ほ う か ら ど う 行 政 を 変 え て い く の か 、 こ う

い っ た こ と も 課 題 と し て 強 い 議 会 に な っ て い き た い な と 思 っ て お

ります。  

また、学校給食の問題、様々な観点から取り上げることもあると

思 い ま す け ど も 、 し っ か り と 考 え て 無 償 化 の ほ う に 進 ん で い っ て

いただきたいと思います。  

新しい学びを支える環境整備についてでございますけれども、全

て の 子 供 た ち の 学 び を 保 障 す る た め 、 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 造 の 実

現を前提とした環境整備というものが求められております。  

１人１台端末などＩＣＴの整備は行ってきましたが、 少人数によ

る き め 細 か な 指 導 体 制 や 小 学 校 高 学 年 か ら の 教 科 担 任 制 の 在 り 方

な ど の 検 討 を 進 め 、 新 時 代 の 学 び を 支 え る 指 導 体 制 と か 、 必 要 な

施 設 、 設 備 を 計 画 的 に 整 備 し て い く と い う こ と も 必 要 性 が あ る と

い う ふ う に 指 摘 さ れ と る ん で す け ど も 、 そ う い っ た 整 備 と い う の

はできているんでしょうか。  
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 その辺を伺いたいと思います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、この御質問に関しましては、私からお答えをさせていただ

きます。  

国の中央教育審議会では、令和３年１月に令和の日本型学校教育

の 構 築 を 目 指 し ま し た 全 て の 子 供 た ち の 可 能 性 を 引 き 出 す 、 個 別

最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び の 実 現 と い っ た も の が 答 申 を さ れ て お

り ま す 。 こ の 答 申 を 踏 ま え ま し て 、 文 部 科 学 省 で は 、 教 師 の 人 材

確 保 を 含 め 、 新 時 代 の 学 び を 支 え る 指 導 体 制 や 必 要 な 施 設 等 の 計

画的な整備を図るべきと示されております。  

本町における少人数によるきめ細やかな指導体制につきましては、

全 て の 小 学 校 の 全 学 年 に お き ま し て 、 国 、 県 が 定 め る 学 校 基 準 の

３５人を大きく下回っている状況でございます。  

また、中学校の全学年でも、国、県が定めます学校基準の３２人

を 下 回 っ て お り 、 こ れ ま で か ら 児 童 生 徒 の 学 力 向 上 や 個 々 に 応 じ

た き め 細 や か な 指 導 に 努 め る 中 で 、 他 市 町 と 比 べ て 充 実 し た 取 組

を行っているところでございます。  

また、小学校の高学年からの教科担任制につきましては、県では、

各 学 校 に お け る 教 員 の 基 礎 定 数 に 加 え て 、 教 員 を 配 置 す る 加 配 と

いったものを段階的に進めております。  

本町においては、各学校の要望を受けまして、今現在 、美浜東小

学 校 で の 音 楽 、 家 庭 の 専 門 教 科 で 今 年 度 か ら 配 置 さ れ て い る 状 況

に ご ざ い ま す 。 こ の 配 置 に よ り 、 学 校 か ら は 教 科 指 導 の 専 門 性 を

持 っ た 教 員 に よ る 指 導 の 充 実 や 、 学 年 担 任 か ら は 持 ち 時 間 の 時 間

数の軽減があったとの報告を受けております。  

本町としましては、教育環境の整備を図りながら、今後も引き続

き 学 校 で の 取 組 や 指 導 状 況 に つ き ま し て 、 課 題 と 成 果 の 検 証 を 行

い 、 県 と の 協 議 の 下 、 よ り よ い 指 導 体 制 を 目 指 し て ま い り た い と

考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   東小学校では先生の配置等ができているんだけども、まだ中央と

西小学校はできていないというところでよろしいですか。  

議   長  教育総務課長。  
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 教育総務課長  今現状、東小学校で２教科で導入しております。こちらも学校の

要望に基づいてという要望でございまして、また今後、ほかの学校

も出てくる可能性はございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   東だけではなく、あとの２校のほうも充実できるように努力して

いただきたいと思います。  

ＩＣＴの活用や対面指導と、遠隔オンライン教育とのハイブリッ

ド 化 に よ る 指 導 の 充 実 と い た し ま し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 日 常 的 な 活 用 に

よ る 事 業 改 善 、 全 国 的 な 学 力 調 査 の Ｃ Ｂ Ｔ 化 の 検 討 、 教 師 の 対 面

指 導 と 遠 隔 授 業 等 の 融 合 し た 事 業 づ く り 、 デ ジ タ ル 教 科 書 、 教 材

の 普 及 促 進 、 児 童 生 徒 の 特 性 に 応 じ た き め 細 か な 対 応 と し て 、 不

登 校 児 童 生 徒 、 障 害 の あ る 児 童 生 徒 、 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生

徒 を 支 援 し や す い 環 境 の 構 築 に 向 け 、 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム の

活 用 や 帳 票 の 共 有 化 な ど に よ り ま し て 、 個 別 の 支 援 計 画 等 の 作 成

及 び 電 子 化 を 推 進 す る こ と 、 Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 の 確 保 な ど に つ い て 多 く

の 課 題 が あ る わ け で す が 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る よ う な 環 境 の

整備というのはしっかりできているんでしょうか、伺います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  私からお答えをいたします。  

本町では、令和２年度に国が進めますＧＩＧＡスクール構想に基

づ き ま し て 、 児 童 生 徒 １ 人 １ 台 の タ ブ レ ッ ト 端 末 と 高 速 大 容 量 の

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 整 備 し 、 タ ブ レ ッ ト を 活 用 し た 授 業 を 各 教 科

で実践をしています。  

導入後につきましては、コロナ禍における自宅待機期間中の児童

生 徒 と の オ ン ラ イ ン 授 業 で の 活 用 、 そ し て タ ブ レ ッ ト を 持 ち 帰 っ

て の 宿 題 や 学 習 で の 活 用 、 さ ら に は ふ る さ と 美 浜 元 気 プ ロ ジ ェ ク

ト で の ３ 校 を つ な い だ 総 合 学 習 で も 積 極 的 に 活 用 を し て い る と こ

ろでございます。  

また、授業におきましては、教師と児童生徒間や児童生徒間同士

の 意 見 交 換 の 際 に タ ブ レ ッ ト の ア プ リ を 活 用 し て 、 作 成 し た 発 表

内 容 、 そ う い っ た も の を 大 型 モ ニ タ ー に 投 影 し な が ら 、 各 教 科 で

ハイブリットによる活用といったものを図っております。  

全国的な学力調査のＣＢＴ、いわゆるコンピューターで行うテス
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 ト 化 に つ き ま し て は 、 既 に 美 浜 中 学 校 で 英 語 の テ ス ト で あ り ま す

と か 、 生 徒 の 意 識 調 査 、 そ う い っ た も の を タ ブ レ ッ ト を 使 っ て 実

施 を し て お り ま す 。 ほ か の 教 科 で の 活 用 に つ き ま し て も 、 今 後 、

国 や 県 の 動 向 を 注 視 し な が ら 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え て お り

ます。  

児童生徒用のデジタル教科書につきましては、現在 、国が進める

デ ジ タ ル 教 科 書 実 証 実 験 に 本 町 と し ま し て 参 加 を し て お り ま し て 、

小 中 学 と も 算 数 、 数 学 、 英 語 を 導 入 し 、 今 後 、 本 格 的 に 導 入 さ れ

る前段として使用検証を行っております。  

また、ＩＣＴ人材の確保につきましては、教員のＩＣＴ能力を向

上 さ せ る た め 、 各 学 校 の 情 報 担 当 教 員 で 構 成 を し ま す 学 校 情 報 化

推 進 委 員 会 を 設 置 い た し ま し て 、 各 学 校 そ れ ぞ れ の 先 進 的 な 取 組

を 情 報 共 有 す る こ と で 、 教 員 全 体 の Ｉ Ｃ Ｔ 能 力 の 向 上 及 び 底 上 げ

を図っております。  

さらには、令和元年度に導入をいたしました統合型校務支援シス

テ ム に よ り 、 成 績 の 処 理 、 指 導 要 録 、 健 康 診 断 票 の 作 成 を は じ め

と す る 帳 票 の 電 子 化 で あ り ま す と か 共 通 化 、 そ う い っ た も の が ご

ざ い ま す し 、 令 和 ４ 年 度 に 追 加 運 用 を 始 め ま し た 学 校 と 家 庭 を つ

な ぐ 情 報 連 絡 ア プ リ に よ る 体 調 管 理 、 出 欠 報 告 、 学 校 か ら の お 知

らせ等で活用している状況でございます。  

加えて、本町では県内自治体よりも先駆けまして、教材研究や指

導 準 備 、 授 業 で の タ ブ レ ッ ト の 活 用 や 教 員 の サ ポ ー ト と し て 、 Ｉ

Ｃ Ｔ 支 援 員 を 配 置 し 、 デ ジ タ ル 教 材 を 生 か し た 授 業 づ く り を 実 践

してまいりました。  

このように、町ではＩＣＴ教育の環境を充実させながら、今後も

引 き 続 き 、 自 分 の 夢 や 希 望 に 向 か っ て 自 ら の 可 能 性 を 伸 ば し て い

く こ と が で き る 人 づ く り を 目 指 し た 学 校 教 育 と 学 校 運 営 の 推 進 に

努めてまいりたいと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   それから、増加する外国人児童生徒などへの教育の在り方につい

てなんですけど、外国人の子供たちが共生社会の一員として今後美

浜町を形成する存在であることを前提といたしまして、関連施策の

制度設計を行う必要があります。  
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 学校における日本語指導や体制構築、中学校、高等学校段階にお

け る 進 路 指 導 、 キ ャ リ ア 教 育 の 取 組 や 促 進 、 学 校 に お け る 異 文 化

理 解 や 多 文 化 共 生 の 考 え が 根 づ く よ う な 取 組 、 異 文 化 の 理 解 、 多

文 化 の 共 生 の 考 え 方 に 基 づ く 教 育 の さ ら な る 普 及 、 充 実 が 必 要 で

あ る こ と を 踏 ま え て 、 そ れ ら に 対 応 す る 準 備 と い う も の は で き て

いるのかどうか、伺います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、お答えをいたします。  

近年の社会経済のグローバル化でありますとか国の労働力不足、

そ う い っ た も の に 伴 い ま し て 、 福 井 県 内 に お き ま し て も 、 ブ ラ ジ

ル を は じ め 、 ア ジ ア 地 域 か ら の 技 能 実 習 生 や 日 本 人 の 配 偶 者 な ど 、

様 々 な 背 景 を 持 っ た 外 国 人 が 増 加 を し て お り 、 多 様 な 人 々 が 共 に

生きる社会への転換といったものが始まっております。  

このような状況の中で、日本と外国人がともに国籍や民族による

文 化 の 違 い や 多 様 な 価 値 を 認 め 合 う こ と が ま す ま す 重 要 に な っ て

お り 、 地 域 社 会 に お い て も 、 お 互 い に 尊 重 し 合 っ て 暮 ら し て い く

ための多文化共生の視点に立った取組が求められております。  

まず、受入れ側となる本町では、これまでから小中学校９年間の

一 貫 し た 英 語 教 育 を 通 し て 、 Ａ Ｌ Ｔ を 配 置 し た こ と で 、 子 供 た ち

が 生 き た ネ ー テ ィ ブ ス ピ ー カ ー の 英 語 に た く さ ん 触 れ て い る こ と

から、一定の準備は整っていると考えております。  

さらに、美浜中学校では、多様な文化への理解を深める学習機 会

の 充 実 を 図 る た め に 、 昭 和 ６ ３ 年 に 台 湾 石 門 郷 、 現 在 の 新 北 市 石

門 区 で ご ざ い ま す が 、 そ ち ら と の 姉 妹 都 市 提 携 を 踏 ま え 、 令 和 ２

年 度 か ら 始 ま り ま し た 台 湾 新 北 市 石 門 区 中 学 と の 交 流 に よ り 、 訪

問 地 に お け る 生 活 や 文 化 等 に つ い て 見 聞 を 広 め 、 交 流 活 動 を 通 し

て 異 文 化 理 解 を 深 め 、 多 文 化 共 生 に つ い て 意 識 醸 成 を 図 っ て い る

状況でございます。  

現在、本町につきましては、外国人の児童生徒はおりませんが、

受 け 入 れ る 際 に は 、 学 校 に お い て 児 童 生 徒 の 滞 在 期 間 や 日 本 語 習

得 状 況 、 生 活 へ の 適 応 状 況 な ど を 判 断 し な が ら 、 県 と も 連 携 を し

な が ら 、 日 本 語 の 指 導 を は じ め 、 適 切 な 個 別 指 導 実 施 を 行 っ て い

きたいと考えております。  



 

－48－ 

 議   長  河本議員。  

  ７番   答弁からすると、そういったところへの対応もしっかりできるん

じゃないかなというふうに思いますし、実際に、外国人の生徒など

が学校に入ってきたら十分な対応をしていただきたいと思います。  

児童生徒の多様化や教育ＤＸなど、近年の社会変化を踏まえた新

た な 学 校 教 育 が 求 め ら れ る 一 方 で 、 課 題 と な っ て い る の が 小 中 学

校 や 高 等 学 校 に お け る 教 員 不 足 で す 。 学 校 教 育 を 担 う 人 材 と し て 、

質 の 高 い 教 師 を 確 保 す る 必 要 が あ り ま す が 、 そ の た め に は 対 策 と

して、教職の魅力向上を図ることが非常に重要です。  

美浜町は質の高い教師を確保するための教職の魅力向上に向けた

環 境 の 在 り 方 な ど に 関 す る 調 査 を し っ か り と 行 う べ き だ と い う ふ

う に 考 え る わ け で あ り ま す け ど も 、 有 識 者 や 教 育 委 員 会 、 学 校 関

係 者 か ら 、 給 与 面 と か 公 務 員 法 制 、 労 働 法 制 面 の 在 り 方 、 学 校 に

お け る 働 き 方 改 革 に 係 る 取 組 や 状 況 、 学 校 ・ 教 師 の 役 割 な ど を し

っ か り 検 討 し て 、 魅 力 あ る 学 校 組 織 体 制 づ く り を 行 う べ き だ と 思

い ま す け ど も 、 そ の よ う な 取 組 は 実 現 で き て い る の か ど う か 、 お

伺いします。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  それでは、お答えをいたします。  

本町の教員は子供たちのためにという強い使命感と責任感を持っ

て 児 童 生 徒 に 関 わ る あ ら ゆ る 業 務 に 携 わ っ て お り ま し て 、 そ の た

め 勤 務 時 間 が 長 く 、 長 時 間 に 及 ぶ 傾 向 が ご ざ い ま す 。 こ の ま ま の

状 況 で は 、 こ れ ま で 培 っ て き た 高 い 教 育 力 を 維 持 、 発 展 し て い く

こ と が 困 難 と な り 、 さ ら に は 、 教 育 の 質 を 高 め て い く た め に も 膨

大 と な っ て し ま っ た 学 校 ・ 教 員 業 務 を 見 直 す こ と が 必 要 と な っ て

おります。  

この状況を踏まえて、教員の業務負担の軽減を目的に、子供と向

き 合 う 時 間 の 確 保 や 魅 力 あ る 学 校 組 織 体 制 を 進 め る た め 、 本 町 で

は 、 令 和 元 年 １ ２ 月 に 教 員 の 働 き 方 改 革 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査

を 、 県 で は 、 令 和 ４ 年 １ １ 月 に 教 職 の 魅 力 向 上 に 向 け た 環 境 等 に

関 す る 調 査 を 実 施 い た し て お り ま す 。 こ の 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て 、

学 校 に お け る 働 き 方 改 革 の 取 組 や 学 校 等 の 役 割 な ど を 検 証 し 、 教

職 の 魅 力 向 上 に 向 け た 環 境 の 実 現 の た め の 学 校 業 務 改 善 方 針 を ま
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 とめております。  

各学校におきましては、この学校を業務改善方針に基づいて、退

庁 時 間 や 長 期 休 業 期 間 に 学 校 閉 庁 日 の 設 定 、 部 活 動 活 動 日 の 上 限 、

各 種 行 事 の 見 直 し 、 職 場 の 環 境 改 善 、 時 間 外 の 保 護 者 対 応 の 負 担

軽 減 や １ 日 の 仕 事 の 時 間 配 分 を 見 直 し た り し ま し て 、 時 間 を 生 み

出すなどの工夫を実践しておるところでございます。  

また、本町としましても、アンケート回答が多く寄せられており

ま し た 支 援 員 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 部 活 動 指 導 員 等 の 専 門 ス

タ ッ フ の 配 置 、 校 務 支 援 シ ス テ ム 等 の Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 の 整 備 、 書 類 の

様 式 や 手 続 の 見 直 し 等 を 進 め 、 魅 力 あ る 学 校 組 織 の 体 制 づ く り に

取り組んでおります。  

今後につきましては、本町としましても、引き続き教員の長時間

勤 務 の 改 善 に 留 意 し つ つ 、 職 責 に ふ さ わ し い 教 員 の 処 遇 の 見 直 し

等 、 さ ら な る 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 や 学 校 運 営 体 制 の 充 実 に 努

めてまいりたいと考えております。  

そしてさらには、質の高い教員の確保に向けまして、嶺南地域の

次 代 を 担 う 教 員 養 成 を 目 的 と し ま し た 福 井 大 学 と 嶺 南 ８ 市 町 で 取

り 組 ん で お り ま す 嶺 南 教 育 プ ロ グ ラ ム の 推 進 、 そ し て 今 年 ９ 月 の

県 議 会 の 一 般 質 問 で 、 県 内 の 公 立 中 学 校 に 嶺 南 出 身 の 教 員 が 少 な

い 現 状 に つ い て 、 杉 本 知 事 か ら 嶺 南 勤 務 希 望 者 の 採 用 を 検 討 し て

い く と 言 っ た 考 え を 示 さ れ て お り ま す の で 、 県 や 福 井 大 学 と も 連

携をしながら取り組んでまいりたいと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   教育に関する課題は多岐に及びまして、専門的な知識を有する も

のも多く、大変やりがいのある分野だと思います。  

自治体間競争の中で定住人口を増やそうと考えると、他市町との

違いを明確にすべきは教育分野、非常に重要だと考えます。  

美浜町は教育環境、教育施策のどれもが、どの市町よりも充実し

て い る こ と が 定 住 人 口 を 増 や す 第 一 条 件 だ と 考 え て い る の で 、 こ

れから教育長の手腕を注視してまいりたいと思います。  

次に、水道水の濁りについて質問をしてい きます。  

１１月３日に久々子区において水道水の濁りがありまして、町行

政 に 区 民 か ら 苦 情 の 連 絡 が 行 っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 水 道 の 水
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 が濁った原因は何なんでしょうか、原因について 伺います。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  御質問につきましては、私のほうから御説明させていただきます。  

先日の久々子区等における水道水の濁りにつきましては、早瀬地

区 で 発 生 い た し ま し た 水 道 管 接 続 箇 所 の 破 断 に よ る 漏 水 が 原 因 だ

と考えております。  

詳しく申し上げますと、異形管接続部の破断箇所から水道水が一

気 に 流 出 し た た め 、 水 道 管 内 を 流 れ る 水 の 速 さ や 方 向 が 急 激 に 変

化 し た こ と か ら 、 水 道 管 内 面 に 長 年 蓄 積 さ れ た 鉄 分 を 含 ん だ 付 着

物 が 剥 が れ 落 ち る こ と で 、 赤 茶 色 に 濁 っ た 水 が 発 生 し た も の で ご

ざいます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   早瀬地区での水道管の破断が原因やったということなんですけど

も、それによって濁った水が出てきたわけですけど、その事象の発

生範囲ってどれぐらいの範囲で起きたのか伺います。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  事象の発生範囲でございますが、漏水発生地区である早瀬や 久々

子及び日向の一帯において濁りの事象が発生いたしました。  

幹線配水本管は、郷市から松原、久々子、早瀬、日向へとつなが

っ て お り 、 か つ 各 集 落 内 で 枝 管 と な る 配 水 管 が ル ー プ 化 さ れ て い

る こ と か ら 、 管 内 の 水 道 水 は 一 定 の 方 向 、 一 定 の 速 さ で 動 い て い

る わ け で は な い た め 、 配 水 管 で 漏 水 等 に よ り 一 気 に 水 道 水 が 流 出

し た こ と か ら 、 周 辺 部 に 濁 り の 影 響 が 広 が っ た も の と 考 え ら れ ま

す。  

議   長  河本議員。  

  ７番   こうやって濁りが発生したということは、飲料水での水質には問

題はあるんでしょうか。これはどうなんでしょうか。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  水道管の破損による断水、洗管作業や火災により消火栓を使用し

た場合、水道管内の水が流れる速さや方向が変化するため、水道管

に長年蓄積された鉄分が剥離して赤水となり、家庭の蛇口から出る

場合がございます。  

また、水の流れる圧力が急激に変化することにより、水に溶け込



 

－51－ 

 んだ空気が気泡となり、白く濁って見えることもございます。  

今回発生した赤水の成分は鉄分であり、鉄分そのものは人体には

ほ と ん ど 影 響 が な い も の と 考 え ら れ ま す が 、 漏 水 事 故 等 に よ り 赤

水 が 発 生 し た と き に は 、 利 用 者 へ の 周 知 を 図 る と と も に 、 排 泥 や

消 火 栓 を 利 用 し た 水 を 、 洗 管 作 業 等 を 行 う こ と に よ り 水 道 基 準 に

基づく水質の回復に努めてまいります。  

議   長  河本議員。  

  ７番   水道水が濁るということも数年に一度ぐらいのペースなんですが、

度々、水道水が濁る事象が発生しています。飲料水として水質に問

題はないとしても、濁りがあるものは飲めませんし、一旦濁りがな

くなってきたように見えてもよく見ると異物があることもあります。  

この安全な水の供給は自治体の責任ある役割ではないかと思うん

ですが、行政はどのように考えていますか。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  新美浜町水道ビジョンに掲げる一つ、いつでも安全でおいしい水、

強靱な水道、水道サービスの持続、自然と共存を実現すべく重要な

ライフラインである水道の維持、保全に日夜取り組んでいるところ

であります。  

しかしながら、不測の漏水や断水など、避けられない事態も発生

す る こ と か ら 、 計 画 的 に 施 設 の 更 新 、 強 靱 化 を 進 め る ほ か 、 事 象

が 発 生 し た 場 合 は 、 住 民 に 迅 速 に 情 報 共 有 す る と と も に 、 事 業 者

の 協 力 を 得 な が ら 、 早 急 に 復 旧 対 策 を 行 う よ う 体 制 を 整 え て い る

ところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   対策は考えておるということなんですけども、老朽管などの取 替

えとか、インフラの再整備というのが本当に必要なんじゃないかな

と思うわけですけども、今後の対策というのは、そういったことを

計画というのはしっかりされておるんでしょうか、どうなんでしょ

うか。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  まず、漏水対策といたしましては、各集落内の配水管を中心に老

朽管の更新を実施してきております。  

美浜町では、平成１０年度に現在の配水用ポリエチレン管、ハイ
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 パ ー ポ リ エ チ レ ン 管 と 言 い ま す が 、 こ の 採 用 を 県 内 で い ち 早 く 決

定 し て ご ざ い ま す 。 老 朽 管 の 更 新 と 併 せ ま し て 水 道 管 の 耐 震 化 を

実施しており、災害時に強い水道を目指してきました。  

ま た、 美 浜 町 の令 和 ５年 ３ 月 末 の耐 震 管の 割 合 が ５４ .２ ２％ と

な っ て お り 、 福 井 県 内 で も 耐 震 管 の 割 合 が 一 番 高 い 率 と な っ て ご

ざいます。  

今後も、各集落内の老朽管の更新を継続する一方で、総合振興計

画 に お け る 優 先 施 策 、 地 域 力 の 向 上 の 具 体 的 施 策 に も 掲 げ 、 さ ら

に 強 靱 な 水 道 の 推 進 に 当 た り 、 基 幹 水 道 管 路 に つ い て も 、 耐 震 化

計 画 を 策 定 し 、 優 先 順 位 を 上 げ て 重 要 な 箇 所 か ら 耐 震 化 し て い る

考えでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   度々、赤水とか出るような状況が続きますと、町民の方も行政に

対する不信が増しますので、しっかり対策を行って、そういった事

象が発生しないような整備をしっかり行っていただきたいと思いま

す。  

次に、美浜町レイクセンター電池推進遊覧船の運営状況について

伺います。  

美浜町レイクセンター電池推進遊覧船の業績予想については、運

営 開 始 前 の も の は 、 初 年 度 か ら ３ 年 間 は 数 百 万 円 の 赤 字 見 通 し で 、

４ 年 目 か ら 黒 字 化 し て 、 １ ０ 年 で 当 初 の ３ 年 間 の 赤 字 を 埋 め る こ

と が で き る よ う な 内 容 だ っ た と 思 う ん で す が 、 業 績 赤 字 の 予 想 額

はどうなっていたのか、伺いたい と思います。  

議   長  町長。  

町   長  レイクセンター電池推進遊覧船の運営状況についての御質問をい

ただいたところでございます。  

新幹線敦賀開業を、あまねくその効果を町内に取り組むためには、

今 ま で の 拠 点 観 光 で は 限 界 が あ る と い う ふ う に 町 は 考 え て お り ま

し て 、 周 遊 滞 在 型 観 光 エ リ ア の 形 成 を 見 据 え て 、 こ れ ま で 様 々 な

観光施策に取り組んできたところでございます。  

とりわけ、三方五湖でございますけども、これは若狭湾エリアを

代 表 を す る 国 内 で も 有 数 の 景 勝 地 で あ り ま す け ど も 、 こ の 魅 力 を

多 角 的 か つ 重 層 的 に 満 喫 で き る 仕 組 み が で き れ ば 、 多 く の お 客 さ
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 ん を 迎 え 入 れ る こ と が 可 能 と な る と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。  

その役割を天空から果たす施設がレインボーラインの天空テラス

で ご ざ い ま し て 、 今 回 か ら 新 た に 湖 面 、 あ る い は 湖 周 か ら 楽 し ん

で い た だ け る よ う に 、 レ イ ク セ ン タ ー 電 池 推 進 遊 覧 船 、 さ ら に ゴ

コ イ チ サ イ ク リ ン グ ル ー ト の 整 備 を 進 め て き た と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

これらの施設が相互に機能連携をすることで、 三方五湖を中心と

し ま す 周 遊 滞 在 型 の 観 光 エ リ ア が つ く ら れ る こ と に よ り ま し て 、

宿 泊 や 飲 食 な ど 、 観 光 の 消 費 が 増 大 し 、 地 域 の 経 済 は も と よ り 、

町 の 活 性 化 に つ な げ て い け る も の と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ

でございます。  

今回、事業者から厳しい経営状況の説明を受けられ、 不安に一部

感 じ て お ら れ る と 思 い ま す け ど も 、 ま だ ま だ 歩 み を 始 め た ば か り

でございます。  

我々は、運行実績を踏まえながら、これは 船からしか感じ取れな

い 五 湖 の 魅 力 や 遊 覧 ガ イ ド の す ば ら し さ 、 グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ

ー メ ー シ ョ ン 時 代 の 先 端 を 行 き ま す こ の 船 の 話 題 性 な ど 、 乗 船 者

の 評 価 、 こ れ は 総 じ て 高 く ご ざ い ま す 。 観 光 施 設 と し て の ポ テ ン

シャルの高さを実感しているところでございます。  

そのため、これまでの課題をしっかりと検証し、このポテンシャ

ル を 最 大 限 に 引 き 出 す こ と で 、 こ の エ リ ア の 周 遊 滞 在 型 観 光 の 、

こ れ は 中 核 施 設 の 一 つ と し て 役 割 を し っ か り 果 た せ る よ う 、 町 と

いたしましても鋭意取り組んでいく所存でございます。  

今回、業績赤字の予測等の御質問、さらには経営に 関わります御

質 問 等 を い た だ い て お り ま す が 、 詳 細 に つ き ま し て は 担 当 課 長 か

らお答えをさせていただきます。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  まず、業績赤字の予想額について伺うという御質問でございます

けれども、指定管理者、三方五湖ＤＭＯの指定管理申請段階におけ

る最新の収支計画では、令和４年度と５年度の２年間はマイナス収

支とし、令和６年度以降を黒字化する計画というふうになってござ

います。  

４月の開業以降、電池推進遊覧船に乗船された方の多くは、変化
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 に 富 ん だ 景 観 や 自 然 は も と よ り 、 音 が 静 か で 揺 れ も な く 、 ガ イ ド

の ア ナ ウ ン ス が す ば ら し い と い う よ う な 好 評 を い た だ い て お り ま

し て 、 常 に 魅 力 あ る 運 営 に 努 め て い る と 聞 い て お り ま す が 、 ま だ

そ の 魅 力 が 広 く 伝 わ っ て お ら ず 、 今 年 １ １ 月 末 時 点 の 遊 覧 船 の 乗

船者数は約８ ,０００人にとどまっているところでございます。  

三方五湖ＤＭＯでは、誘客対策の一環として、 レインボーライン

と 連 携 し た 観 光 宣 伝 を は じ め 、 年 稿 博 物 館 や 若 狭 三 方 縄 文 博 物 館

と 連 携 し た 割 引 企 画 や 、 ジ ャ ズ ラ イ ブ や 星 空 観 察 会 等 の イ ベ ン ト

の 開 催 、 さ ら に １ ０ 月 か ら は 、 旅 を し な が ら 集 め る 船 の プ ロ ジ ェ

ク ト に 参 加 し ま し て 、 御 船 印 の 販 売 を 始 め る な ど 、 様 々 な 取 組 も

行 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ う い っ た と こ ろ で 少 し ず つ 団

体客の受入れも増えている状況でございます。  

町におきましても、台湾におけるトップセールスをはじめ、首都

圏 や 長 野 、 軽 井 沢 等 の 北 陸 新 幹 線 沿 線 へ 出 向 い て の Ｐ Ｒ 、 ま た マ

ス コ ミ や 新 聞 広 告 、 Ｊ Ｒ 車 内 誌 に よ る 広 告 の 掲 載 、 さ ら に い ろ い

ろ な 機 会 を 捉 え て 積 極 的 に Ｐ Ｒ を し ま し て 、 こ れ ま で に 国 や 県 、

市 町 関 係 者 、 経 済 関 係 者 な ど 、 多 く の 方 々 に 御 乗 船 を い た だ く 取

組 も 進 め て お り 、 Ｇ Ｘ 時 代 に ふ さ わ し い 船 の 意 義 や す ば ら し さ を

伝えております。  

乗船いただいた方からは、船の性能はもとより、先進的な。  

      船の性能はもとより、先進的な再生可能エネルギーの活用等につ

いても高い評価をいただいておるところでございます。  

業績赤字につきましては、開業後１年が経過しておらず、現段階

で 収 支 の 見 通 し を 立 て る こ と は 困 難 で あ る た め 、 明 言 で き ま せ ん

け ど も 、 い ず れ に し ま し て も 、 こ の 船 が 持 つ 観 光 資 源 と し て の 潜

在 力 が 非 常 に 高 い こ と か ら 、 知 っ て い た だ く た め の 強 力 な 情 報 発

信 や 魅 力 を さ ら に 磨 き 上 げ 、 引 き 続 き 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ や 若 狭 美 浜

観 光 協 会 と 連 携 し 、 国 内 外 を 問 わ ず 、 多 く の 観 光 客 に 御 利 用 い た

だけるよう努めてまいりたいというふうに思っております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   質問は通告してあるとおりなんです。  

当初、計画を出されているはずなんです、事業者からね。その資

料 も 私 た ち は い た だ い て い ま す け ど 、 業 績 赤 字 の 予 想 額 は ど う な
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 っていたかというのを聞いているんで、数字を上げてください。  

分かるでしょ。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  今ほど申し上げましたとおり、１年間、８か月 が経過したところ

で、１年間の全体の業績赤字というのは、予想額については、今の

段階では申し上げることはできません。  

議   長  河本議員。  

  ７番   業績予想上げているじゃん。  

議会に業績予想も当初出して承認も得ているんだから、その資料

に 基 づ い た 数 字 を 上 げ て く れ れ ば い い の に 、 公 開 で き な い で す か 。

公 開 で き な い な ら 公 開 で き な い と 言 っ て く だ さ い 。 業 績 予 想 で す

よ。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  私がいただいた御質問に対しては 、今年度の業績赤字の予想額に

ついて伺うというようなことで私は受け止めておりますので、今の

質問に対する御回答というのは、こういう形で答弁をさせていただ

くことでお願いします。  

議   長  河本議員。  

  ７番   おかしい。だって通告には、レイクセンターの業績予想について、

運営開始のものは初年度から３年間は数百万円の赤字見通しだった

という資料があるんで、それのちゃんと整合性を取るために数字を

聞いているわけですよ。そういう通告をしているんだから、それに

対してちゃんと答えてください。答えられないんだったら答えられ

ないと言ってください。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  先ほども申し上げましたけども、今の段階で 私が質問に対して受

け止めた答えと河本議員さんの求められているものがちょっと違う

ところもございまして、今の答えでしか回答する答えを持っており

ませんので、申し訳ございませんけども、今の段階での業績赤字の

予想額については今の段階では申し上げられないということでよろ

しくお願いいたします。  

議   長  河本議員。  

  ７番   では、業績予想についてなんですけど、当初事業者から出された
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 予想について、３年間は数百万円の赤字だったということは間違い

ないですか、どうですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  町のほうで承知しております最新の収支計画につきましてですけ

ども。  

  ７番   最新じゃなくていい。  

観光誘客課長  先ほど申し上げましたけど、令和４年度と５年度の２年間はマイ

ナス収支と、これは指定管理の申請のときにいただいた収支計画で

ございます。  

そして、６年度以降を黒字化する方針ということで計画はいただ

いておるところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   ２隻目の電池推進遊覧船が入ったということで、９月の議会の視

察でレイクセンターに伺いましたけども、事業者から業績予想につ

いて、初年度から数千万円の赤字予想になったと、変更になったと

いうことが言われました。  

１０年で赤字幅を埋めることも何か現状困難であるかのよ うなこ

と が 議 会 に 伝 え ら れ た わ け で す け ど も 、 行 政 と 指 定 管 理 の 事 業 者

と の 間 で し っ か り 確 認 は 取 れ て い る ん で し ょ う か 、 そ の あ た り は

どうなんでしょうか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  町と指定管理者である三方五湖ＤＭＯの間で、定期的に２週間に

１回、月２回ぐらい、電池推進遊覧船の運行計画をはじめ、各種イ

ベントの計画、営業活動、入り込みの状況等について意見交換を行

っております。  

また、これまで三方五湖ＤＭＯからの指導提供を受けまして、収

入 と 支 出 状 況 の 内 容 を 確 認 し ま し て 、 再 三 に わ た っ て 、 誘 客 対 策

の 強 化 は も と よ り 、 経 費 削 減 等 の 改 善 点 を 指 摘 す る な ど 、 経 営 の

改善と合理化を求めているところでございます。  

さらに精査をする必要があると考えておりますけども、 このよう

な取組を続けていきたいというふうに考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   当初、レイクセンターを運営する前の業績予想というのは、向こ
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 う３年間で数百万、５００万円程度だったんですよ。それが９月に

行ったらもう２ ,０００万円とか３ ,０００万円の赤字になる、非常

に苦しいような状況だということを説明されたので、その辺の１桁

違うんですよ、赤字の桁が。  

その辺はちゃんと行政として把握されとるか ということなんです

が、把握されていますか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  その点につきましては、三方五湖ＤＭＯからも指導提供を受けま

して、状況は把握しております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   ６月の一般質問のとき、観光誘客課長は、まだまだ電池 推進遊覧

船は伸び代があるというふうに答弁していましたが、９月の視察段

階では、指定管理の事業者が撤退までほのめかすほどの事態に私は

危機感を感じました。  

秋には、２隻目の電気推進遊覧船も運航し始めましたが、乗船客

の 状 況 は 伸 び て い て 、 収 益 は 改 善 の 方 向 に 向 い て い る の か ど う か 、

伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの質問でございますけども 、乗船客の伸びでありますと

か収益の改善についてということでございますけども、世界的な半

導体不足の影響によりまして、２隻目の納船が遅延しておりました。

そのＧＲＥＢＥが今年の１０月から運航を開始しまして、これまで

やむなくお断りをしていました団体への予約も対応可能となりまし

た。  

レイクセンターで行っておりますアンケート調査では、電池推進

船 は 揺 れ も な く 、 静 か で 乗 り 心 地 が よ い と 、 ガ イ ド の 説 明 が 分 か

り や す い 、 楽 し い 時 間 を 過 ご せ た と い う よ う な 好 評 を い た だ い て

お り ま し て 、 開 業 か ら ９ 月 ま で の ６ か 月 間 で ６ ０ ０ 人 ほ ど で あ っ

た予 約 が、 １ ０月 と１ １ 月の ２ か月 間で 約 １ ,６０ ０ 人 とな る ほど 、

たくさんの団体予約もいただいているところでございます。  

今後も、利用者の声に耳を傾けながら、今回の補正予算にも計上

し て お り ま す が 、 広 報 や 用 途 の 拡 大 な ど 、 新 た な 魅 力 を 創 出 し 、

三 方 五 湖 を は じ め と す る 湖 面 の 魅 力 ア ッ プ を 図 り 、 観 光 誘 客 の 促
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 進を図ってまいりたいと思います。  

議   長  河本議員。  

  ７番   ２隻の電池推進遊覧船を維持しようとすれば、それだけ運営経費

とか負担も重いと思います。  

現時点で、それをペイできる集客と収益が見込める状況にはなっ

てきたんでしょうか、その辺はどうでしょうか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問に回答させていただきます。  

電池推進遊覧船の２隻の維持には、主な経費として人件費や電気

代 が あ り ま す が 、 遊 覧 船 事 業 の 収 益 向 上 に は 、 日 々 の 乗 船 率 を 上

げ る 必 要 が あ る と 考 え て お り ま す 。 そ の た め 、 広 く 船 の 魅 力 を 伝

え る と と も に 、 こ れ ま で の 実 績 を 踏 ま え 、 平 日 の 乗 船 客 増 を 軸 に

し た 教 育 旅 行 や イ ン バ ウ ン ド 観 光 客 の 営 業 な ど 、 タ ー ゲ ッ ト を 絞

った誘客活動に取り組んでいるところでございます。  

電池推進遊覧船に乗船された方は、水鳥の飛来や魚が跳ねる様子、

ボ ー ト 競 技 の 風 景 な ど に 興 味 を 示 す 方 が 多 く 、 電 池 船 で あ る か ら

こ そ 水 鳥 が 逃 げ な い 、 間 近 で 観 察 が で き る な ど 、 そ の 光 景 を 見 る

だ け で も 価 値 が あ る 、 非 日 常 に 触 れ る こ と を 楽 し む 方 が 見 受 け ら

れます。  

三方五湖には、今年も１１月頃から多くの水鳥が飛来しておりま

す 。 １ 月 か ら ３ 月 に か け ま し て は 、 お 客 様 の 来 訪 が 少 な く な る 見

通 し で は ご ざ い ま す け ど も 、 水 鳥 を 船 か ら 眺 め る バ ー ド ウ オ ッ チ

ン グ な ど 、 視 点 を 変 え た 魅 力 あ る 事 業 展 開 に も 力 を 入 れ て ま い り

たいというふうに考えております。  

こうした取組を重ねることで、経営の安定につなげていけるよう、

事業者と協議を進めているところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   先ほどから聞いていることと全然違うことをおっしゃるんですけ

ど、集客と収益が改善して収益が見込める状況になっているのかと

聞いているんで、なっているのか、なっていないのか答えてくれれ

ばいいんですけど、そのあたりはいかがですか。  

議   長  観光誘客課長。  

もう単刀直入にね、お答えいただければいいと思います。  
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 観光誘客課長  現在の状況では、収益に対しての 収支は経費が多くて、バランス

的には悪い状態にあるというふうに考えてございますけども、これ

らをいろいろ協議、これからさらなる協議をいたしまして、経営改

善に向けて取り組んでいただくということで、町も頑張っていきま

すし、ＤＭＯへも頑張っていただきたいというふうに考えておりま

す。  

議   長  河本議員。  

  ７番   指定管理の契約というのが、運営は指定管理料で行うのではなく

て、事業の収益で賄う契約になっておりましたけども、現状のまま

で、これ事業者で事業を継続していけるような状況なんでしょうか、

どうなんですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  指定管理者であるＤＭＯには、町との協定に基づきまして、収益

の向上とともに経営計画の見直しを行っていただき、最善の努力で

適正な経営に努めていただく必要があるというふうに考えておりま

す。  

町としても、来る北陸新幹線敦賀開業の効果が最大限 に得られる

よ う に 、 湖 面 遊 覧 の 魅 力 を さ ら に 引 き 出 し て 磨 き 上 げ る と と も に 、

国 内 外 に そ の 魅 力 を 広 く 発 信 す る こ と で 、 多 く の 観 光 客 に 足 を 運

ん で い た だ い て 、 持 続 可 能 な 事 業 運 営 に つ な が る よ う 、 連 携 し て

取り組んでいきたいというふうに考えております。  

そうすることで遊覧船の利用が進み、町内への周遊、また地元へ

の 宿 泊 、 そ う い っ た 波 及 効 果 を 生 み 出 し 、 地 域 の 活 性 化 に つ な げ

ていけるものと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   不安になる一方なんですけど、今後 、美浜町のレイクセンター電

池推進遊覧船の赤字を町民の血税から負担するようなことが発生す

るのかどうか、こういったことが一番気になるんですけども、その

辺はいかがですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問ですけども、電池推進遊覧船は、ガイドさんを

はじめ、社員の皆様の懸命の努力により、乗船者からは総じて高い

評価をいただいているところでございます。誘客への潜在力は非常
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 に高いというふうに考えてございます。その魅力をしっかりと伝え

るとともに、さらに磨き上げることで、収支の改善に最善の努力を

尽くすことに、三方五湖ＤＭＯとともに専念してまいりたいという

ふうに考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   本定例会でも、三方五湖の湖面などさらなる魅力アップ事業、情

報発信事業の補正予算が計上されていますが、これってどのような

ことをされるんですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  一例を申し上げますと、例えば船に乗っていただくお客さんに対

して、カフェで売っているホットドッグ等を販売するような営業努

力でカフェの売上げも伸ばすということもあったりしますし、あと

レインボーラインと協働した、これは誘客活動なんですけども、そ

ういう営業活動を行うこと、またレイクセンター単体でもそういう

営業活動を行いなさいよというような形での指導も行っております。  

そのほか支出の削減、大変大きい課題であると思いますので、そ

の辺もきつく指導をしているとこ ろでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   きつく指導しているということは、今回の補正予算で三方五湖の

湖面などの魅力アップ事業とか情報発信事業をやられるんで、どん

なことするのかなと思っていたんですけど、ちょっと内容を意見交

換会のときにも伺ったんですけども、中でもキャラクターグッズの

作成とかいうのも中にあったんですけど、このキャラクターグッズ

ってよほどうまくいかないと思っていたほどの効果って生み出せな

いですよ。大体が製作費や在庫を抱えるだけで無駄な経費を使うこ

とになってしまうので、本当に慎重に計画したほうがいいと思いま

す。  

今後も、魅力アップや情報発信などの予算や行政のてこ入れとい

う よ う な こ と が レ イ ク セ ン タ ー 電 池 推 進 遊 覧 船 を 中 心 に 、 こ れ 必

要 に な っ て く る ん で し ょ う か 、 そ れ は ど う な ん で し ょ う か 、 考 え

を伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  最後のほうがちょっと聞き取りにくかったんですけども、 電池推
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 進遊覧船。  

  ７番   中心に必要になってくるんですか。  

観光誘客課長  ありがとうございます。  

今まで船につきましては、ＧＲＥＢＥ、ＣＯＯＴというような名

前 で 宣 伝 を つ け て お り ま し た け ど も 、 一 応 、 パ ン フ レ ッ ト 等 に は

Ｇ Ｒ Ｅ Ｂ Ｅ と Ｃ Ｏ Ｏ Ｔ の キ ャ ラ ク タ ー デ ザ イ ン も 掲 示 し て 、 も う

つ け て あ る ん で す け ど も 、 小 さ い お 子 様 た ち が お い で い た だ く た

め に は 、 例 え ば 、 等 身 大 と は 言 い ま せ ん け ど も 、 大 き い ぬ い ぐ る

み と か で 、 こ う い う も の が キ ャ ラ ク タ ー に な っ て い る ん だ よ と か 、

そ う い う よ う な 形 で の 広 げ 方 も 必 要 か な と 考 え て お り ま す の で 、

そういう形の事業等をして取り組みたいと思います。  

議   長  河本議員。  

  ７番   事業自体は非常に大変な運営をされているんだろうなというふう

には思っているわけですけども、これまでレイクセンターの運営は

指定管理料で賄うのではなくて、事業の収益で賄うという部分を議

会は認めてきたと思います。それが運営の赤字補填が必要になった

り、今後、指定管理料が必要になったりすれば、一体議会の承認は

何だったのかということにもなりますし、町民の期待を裏切る結果

にもなります。  

レイクセンターの運営については議会も注視していますし、町民

も厳しい目で見ているということを忘れないでいただきたい。  

こういうことを申し上げまして、私の一般質問を終わります。  

議   長  以上で河本議員の一般質問を終わります。  

これより休憩いたします。  

引き続き、一般質問は午後１時から開会いたしますので、よろし

くお願いいたします。  

御苦労さまでございました。  

（休憩宣言  午前１１：５２）  

（再開宣言  午後  １：００）  

議   長  再開いたします。  

休憩前に引き続き、一般質問を行います。  

次に、６番、梅津隆久議員の一般質問を許します。  

梅津議員。  
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   ６番   議長のお許しをいただきましたので、通告に従い、一般質問をさ

せていただきます。  

今回、１件だけなんですけども、小中学校生での児童生徒のいじ

め問題についてということで質問させていただきます。  

先月、文部科学省が公表しました問題行動不登校調査結果による

と 、 ２ ０ ２ ２ 年 度 、 全 国 小 中 高 特 別 支 援 校 に お い て 認 知 さ れ た い

じめ は ６ ８万 １ ,９ ４８ 件 と 過去 最 多 に上 っ た と報 道 さ れて お り ま

す 。 こ の よ う に 、 こ の 内 容 に つ い て は 子 供 の 身 体 や 財 産 に 深 刻 な

被 害 が 生 じ た り 、 不 登 校 に な っ た り す る 重 大 事 態 が 最 多 の ９ ２ ３

件 と な っ て お り ま す 。 前 年 度 と 比 較 す る と ３ 割 も 増 え た と い う 報

告がされておりました。  

そこで、福井県内で認知されましたいじめは前年度比４８件減少

した が 、 １ ,３７ ２ 件で 、 重 大事 態 は ３校 確 認 され て お り、 小 学 校

９６７件、中学校３０５件となっていると言われております。  

県教育委員会は、認知件数が減少したものの、いじめは潜在化し

て い る 可 能 性 も あ り 、 校 内 で は 注 意 深 く 児 童 生 徒 に 寄 り 添 っ て 対

応したいと言っておりました。  

また、文部科学省の報告では、２０１３年にいじめ防止対策推進

法 が 施 行 さ れ た が 、 そ れ 以 降 、 文 部 科 学 省 が 学 校 や 教 育 委 員 会 に

積 極 的 な 認 知 を 働 き か け た こ と に よ り 、 い じ め の 件 数 は 毎 年 度 最

多 を 更 新 し た も の の 、 コ ロ ナ 禍 で 休 校 も あ り 、 減 少 し た も の の 、

２０２１年度から再び増加傾向にあると言われております。  

懸念されるのは、重大事故に至るまで学校などが把握できず見逃

し て い た 事 案 が ３ ５ ７ 件 に も な っ て い る と 言 わ れ て お り ま す 。 ３

５ ７ 件 の 中 に は 、 学 校 側 が い じ め に 該 当 し 得 る 情 報 が あ っ た と 答

え た も の が １ ５ １ 件 あ り 、 解 決 の 機 会 を 見 逃 し た 可 能 性 が あ る と

言 わ れ 、 さ ら に 、 い じ め は 解 消 し た と 判 断 し て い た と の 見 解 も ６

０ 件 あ り 、 教 育 現 場 は 人 手 不 足 や 過 剰 労 働 な ど か ら 、 教 員 の 目 配

り が 行 き 届 か な い と 評 価 さ れ て お り ま す 。 そ の た め に も 、 実 態 把

握 や 詳 細 な 検 証 を す べ く 早 急 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配 置 の 充

実 や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 設 置 促 進 を 検 討 し て い る と 言

われております。  

また、小学校不登校１０年連続増で約３０万人に迫るとも言われ
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 て お り 、 教 員 の 多 忙 化 も 不 登 校 増 加 に 関 係 し て い る と 推 定 さ れ て

お り ま す 。 学 校 で は 、 子 供 た ち の 事 情 を 聞 き 出 し 、 対 処 す る 時 間

が持てなくなっていると分析しております。  

学校現場の業務や授業を増やす方向で進めた文部科学省の施策が

学 校 を 窮 屈 に し た 面 が あ り 、 児 童 生 徒 に も 教 員 に も 余 裕 が 必 要 と

現場の声があると言われております。  

以上の報道事案に基づき、我が町内小中学校の実態について、質

問いたします。  

まず、今日、加藤新教育長の所信を聞いてから と思っておりまし

た け ど も 、 も う 午 前 中 に い ろ い ろ と 答 弁 し て い た だ き ま し た の で 、

髙 橋 議 員 も 言 っ て い ま し た 。 そ れ と 、 河 本 議 員 も 質 問 さ れ て お り

ま し た ん で 、 加 藤 教 育 長 へ の 質 問 は 省 略 さ せ て い た だ き ま し て 質

問に入りたいと思います。  

まず１つ目でございますが、第５次美浜町総合振興計画後期基本

計 画 の 中 で 、 教 育 基 本 目 標 に 掲 げ て い る 学 校 教 育 の 充 実 の 中 で 、

児 童 生 徒 の 心 身 の 健 全 育 成 を 主 要 施 策 に 掲 げ 、 し っ か り 運 営 さ れ

て お り ま す が 、 町 内 小 学 校 ３ 校 、 中 学 校 １ 校 で 最 近 い じ め 問 題 の

実績があるのかをお伺いいたします。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  私のほうから、いじめ問題に係る実績についてお答えさせていた

だきます。  

町内の小中学校からは、毎月いじめの状況等に関する調査として

報告を受けております。  

今年度は、冷やかしや悪口等で３件発生をしておりますが、それ

ら に つ い て は 既 に 解 決 さ れ て い る と 、 学 校 か ら 報 告 を 受 け て お り

ます。  

全国的にもいじめの件数が増加傾向にある中、本町で報告件数が

減 少 し て い る 要 因 の 一 つ と し ま し て 、 各 教 員 の こ れ ま で か ら の 取

組 を は じ め 、 特 に 本 町 が 長 年 に わ た っ て 幼 児 の 段 階 か ら 注 力 を し

て お り ま す 人 権 教 育 の 取 組 に よ る 成 果 と い う ふ う に 考 え て お り ま

す。  

具体的には、本町では昭和４４年に保育園を含む学校教育におけ

る 同 和 教 育 を 推 進 し て い く た め の 美 浜 町 同 和 教 育 研 究 会 と い っ た
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 も の が 発 足 を し 、 そ の 後 、 平 成 ９ 年 に 人 権 教 育 研 究 会 へ と 名 称 を

変 更 し 、 現 在 に 至 る 中 で 、 保 育 園 部 会 、 学 年 部 会 、 養 護 教 諭 部 会 、

生 活 指 導 部 会 を 設 け ま し て 、 そ れ ぞ れ に 発 達 段 階 に 応 じ た 研 究 と

実践に取り組んできております。  

また、福祉教員を小中学校に配置しまして、人権教育の視点を持

ちながら、いじめ等の未然防止の教育活動を展開しております。  

さらに、各小中学校におきましては、いじめ防止基本方 針といっ

た も の を 策 定 い た し ま し て 、 人 権 教 育 を 通 じ て 、 い じ め の 未 然 防

止 の た め に 、 思 い や り や 互 い に 認 め 合 い 学 び 合 う 心 な ど 、 一 人 一

人 の 成 長 と 仲 間 と 支 え 合 う こ と の で き る 集 団 の 育 成 を 目 指 し て お

ります。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   午前中の回答の中で、教育委員会のほうから中学生は何か７件ぐ

らいありますねという報告があったような気がしたんですけども、

今のこの３件というのは小学校でしょうか、中学校ですか。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  今ほどお答えさせていただきましたのは、いじめに係る実績とい

うところでございまして、午前中の一般質問でございましたのは、

不登校に係る人数がおおむね１０人前後で推移をしておるという状

況でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今のところ、いじめ問題は３件あったけども解決し、今は既にク

リアしていると。小中学校もないということでよろしいでしょうか。  

次の質問に入りますけども、いじめに対する過去の話になろうか

と 思 い ま す け ど も 、 い ろ い ろ 要 因 分 析 と 対 策 に つ い て 、 教 育 委 員

会なりに実践すべき事項を検討したと思い ます。  

その中で今、教育委員会のほうで説明がありましたように、教育

の 取 組 や 人 権 教 育 の 充 実 、 そ れ か ら 思 い や り 学 習 で す か ね 、 そ れ

か ら 発 達 段 階 に 応 じ て い ろ い ろ と 教 育 し て い っ と る と い う こ と で 、

今 の と こ ろ な い ん で す け ど も 、 過 去 に あ っ た 件 に つ い て の 対 策 が

今述べられた回答ということで理解すればよろしいでしょうか。  

いろいろ要因を解析した結果、人権教育の充実を図らなければい

けないのとか、いろいろあると思います。  
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 その辺の何か、今までの要因に対する対策結果をお教え願いたい

と思います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、２点目の御質問ということで、お答えをさせていただきた

いと思います。  

町内の小中学校では、教職員が児童生徒の表情、そしてしぐさ、

そ う い っ た と こ ろ を き め 細 か く 観 察 を し ま し て 、 僅 か な 変 化 を 見

逃 さ な い よ う 、 い じ め の 早 期 発 見 と 対 応 に 努 め 、 児 童 生 徒 が 安 心

して学校生活が送れるよう指導をしておる状況でございます。  

また、各学校では、定期的なアンケート調査でありますとか、教

育 相 談 の 実 施 等 に よ り 、 児 童 生 徒 が い じ め を 訴 え や す い 体 制 を 整

え 、 い じ め に 係 る 情 報 が あ っ た 際 に は 、 教 職 員 個 人 で 判 断 を せ ず 、

直 ち に 各 学 校 内 の 教 員 全 員 で 構 成 を い た し ま す い じ め 対 策 委 員 会

と い っ た も の が ご ざ い ま し て 、 そ ち ら の ほ う へ 報 告 を し 、 チ ー ム

による対応を行っておる状況でございます。  

今後も各学校における校内研修でありますとか職員会議で、いじ

め の 対 応 や 特 質 、 原 因 、 背 景 、 具 体 的 な 指 導 上 の 留 意 点 な ど に つ

い て 、 全 教 員 へ の 共 通 理 解 に 努 め て い き た い と い う ふ う に 考 え て

おります。  

また、児童生徒に対しましては、全校集会や学級活動等で日常的

に い じ め の 問 題 に 触 れ 、 い じ め は 人 と し て 絶 対 に 許 さ れ な い 行 い

だ と い う こ と を 引 き 続 き 徹 底 し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て

おります。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   教育委員会の対応はよく理解できました。ただ、これが午前中の

ひきこもりとか不登校にもつながっていく可能性も大だと思います

ので、今後とも、いじめに対する今の対策を実行し、一人も出さな

いという方向で教育行政を進めていただきたいと思います。  

次に、美浜中の教員と私ちょっとお話をしたんですけ ども、美浜

中 の 教 員 の い じ め に 対 す る 取 組 を お 聞 き し た と こ ろ 、 教 職 員 は 、

今 教 育 委 員 会 も お っ し ゃ っ て い ま し た よ う に 、 積 極 的 に い じ め を

見 つ け に 行 く と い う ス タ ン ス を 取 っ て い ま す と い う 先 生 の 回 答 で

ご ざ い ま し た 。 い じ め は あ る も の と し て 注 視 し て い ま す と い う 話
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 もしておりました。  

また、いじめ対応サポート班というんですかね、何かいじめ対策

委 員 会 、 こ れ は 今 の 教 育 委 員 会 の 報 告 に あ り ま し た け ど も 、 委 員

会 が 毎 朝 生 徒 指 導 の 先 生 が 主 と な り 、 ８ 人 程 度 で ミ ー テ ィ ン グ を

や っ て 情 報 交 換 し て お り ま す と 。 そ れ か ら 相 談 室 も 設 け て い る が 、

ネット上の問題は発見しにくいとおっしゃっておりました。  

今、このネットで、スマホでいろいろと友達同士が夜遅くまで何

か や り 取 り し 、 ま た そ の 返 答 を し な か っ た ら 私 を い じ め と る ん じ

ゃ な い か と か 、 い ろ ん な 問 題 が 今 、 出 て き て い る と い う こ と で 、

ネ ッ ト 上 の い じ め 問 題 が な か な か 発 見 し に く い と い う ふ う な 、 先

生のお話でございました。  

それからあと、これは不登校なんですけども、これがいじめで不

登 校 に な っ た か 要 因 分 析 は で き て お り ま せ ん け ど も 、 不 登 校 が 二 、

三 日 間 続 く と 先 生 方 が 家 庭 訪 問 の 対 応 を ４ 年 前 か ら 実 施 し て お り

ま す と い う こ と で ご ざ い ま し た 。 と い う こ と で 、 こ れ は 美 浜 中 学

校 の 話 で ご ざ い ま す け ど も 、 非 常 に 学 校 と し て は 手 厚 い 対 策 が 取

ら れ て お り ま す と い う 先 生 の 回 答 で ご ざ い ま す し 、 今 後 、 や は り

こ の い じ め を 再 発 さ せ な い 、 そ れ か ら 不 登 校 を 発 生 さ せ な い と い

う こ と で 、 今 の カ ウ ン セ ラ ー 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 人 プ ラ ス 拡

充を図っていただきたいとの声がありました。  

今のところ、カウンセラーとソーシャルワーカーで何とか対応は

取 れ て い ま す け ど も 、 今 の 人 数 で 対 応 は 取 れ て お り ま す け れ ど も 、

や は り い じ め 防 止 対 策 を 進 め る 上 で は 、 教 職 員 の 負 担 も か な り あ

る と 。 教 職 員 の 負 担 を 減 ら す べ く 、 こ の 要 望 に 対 す る 行 政 と し て

の見解をお伺いいたします。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、私からお答えいたします。  

学校におきましては、いじめの未然防止や早期発見、早期解決を

図 る た め に 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 そ し て ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル

ワ ー カ ー 等 を 含 め 、 校 長 を 中 心 と し た チ ー ム 全 体 で 対 応 に 当 た っ

ているところでございます。  

スクールカウンセラーにつきましては、小中学校４校に対し、１

人 を 配 置 し 、 各 学 校 を 巡 回 し な が ら 児 童 生 徒 の 不 安 や 悩 み ご と の
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 相 談 に 応 じ た り 、 教 職 員 や 保 護 者 に 対 す る 助 言 、 そ う い っ た と こ

ろを行っております。  

また、スクールソーシャルワーカーにつきましては、学校だけで

は 支 援 が 難 し い 、 児 童 生 徒 の 家 庭 を 含 め た 問 題 に 対 し ま し て 、 家

庭 訪 問 で あ り ま す と か 、 面 談 、 福 祉 医 療 な ど の 関 係 機 関 と の 連 携

調 整 を 行 い 、 保 護 者 等 に 寄 り 添 い な が ら 問 題 解 決 を 図 っ て お り ま

す。  

スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの活動と

し ま し て は 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 に き め 細 や か な 相 談 を 行 い な が ら 、

特 に い じ め の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 に 向 け て 様 々 な こ と に 取 り 組 ん

でおるところでございます。  

今日の学校教育の現場では、いじめや不登校等、様々な家庭環境

に 応 じ た 保 護 者 へ の 対 応 な ど 、 複 雑 化 、 多 様 化 す る 諸 課 題 へ の 対

応 が 求 め ら れ て お り 、 教 職 員 の 負 担 が 増 加 す る 傾 向 に あ り ま す 。

こ の た め 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー

へ の 期 待 は 大 き い も の が ご ざ い ま し て 、 い じ め の 事 案 対 処 や サ ポ

ー ト 活 動 等 を 充 実 さ せ る た め に は 、 配 置 拡 充 が 望 ま れ て い る と い

うところでございます。  

町としましては、学校の要望に善処しながら、まず全県下の課題

で ご ざ い ま す ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ

ー の さ ら な る 人 材 の 確 保 、 そ し て 、 あ わ せ て 配 置 の 拡 充 を 県 に 対

し て し っ か り ま た 要 望 し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て お り ま

す。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   それでは繰り返しになりますけども、今の各学校に各１名ずつ配

置されているということですか。その辺をお聞きしたいと思います。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  ４校に対して１名ですので、お一人の方が４校全体を回っていら

っしゃるという現状でございます。  

スクールスクールカウンセラー並びにスクールソーシャルワーカ

ー同様でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   そうですか。  
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 私が聞いたのは、その４校で１名ずつというのは何か 手薄になり

が ち だ と い う こ と で 、 や は り 増 員 を お 願 い し た い と い う 希 望 を 持

っ て お り ま し た ん で 、 こ の 辺 を ま た ひ と つ 何 と か 、 県 と の 調 整 に

なろうかと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。  

このいじめを我々の大人社会では、パワハラとか、そんな感じで

受 け 止 め て 、 あ る 程 度 お 互 い が 、 子 供 同 士 の 受 け 止 め 方 に よ っ て 、

い じ め に な っ た り 、 こ ん な の い じ め じ ゃ な い ん じ ゃ な い の と い う

ふ う な こ と で な か な か 判 断 が つ か な い と い う の も 、 先 生 方 の 考 え

方 み た い で す ね 。 と い う こ と で 、 学 校 と し て は 、 い じ め は 絶 対 あ

る も ん や と 。 そ れ を い か に 防 い で い く か と い う と こ ろ を 、 こ れ か

ら 先 生 方 と と も に 連 携 し な が ら 進 め て い く と い う 回 答 で ご ざ い ま

したので、ゆっくりと注視していきたいと思います。  

教育委員会のほうも、できるだけそのソーシャルワーカーとカウ

ンセラーの増員の検討していただきたいと思います。  

以上で私の質問は終わらせていただきます。  

ありがとうございました。  

議   長  以上で梅津議員の一般質問は終わります。  

次に、２番、兼田和雄議員の一般質問を許します。  

兼田議員。  

  ２番   議長のお許しを得ましたので、質問をさせていただきます。  

よろしくお願いいたします。  

高齢化社会が叫ばれて久しいわけですが、今、介護離職という問

題が起きています。  

政府は、１１月２０日に、企業に対し、家族を介護する必要があ

る 従 業 員 に 対 し 、 介 護 休 業 な ど 、 仕 事 と の 両 立 支 援 制 度 を 周 知 す

る よ う 、 全 て の 企 業 に 義 務 づ け る 方 針 を 示 し ま し た 。 こ れ は す な

わ ち 、 介 護 の 問 題 が い か に こ れ か ら の 日 本 の 重 要 な 問 題 に な る か

を 示 し て い ま す 。 団 塊 の 世 代 が ７ ５ 歳 の 後 期 高 齢 者 と な っ て 、 親

の 世 代 の 介 護 を し な け れ ば な ら な い 、 こ の 問 題 に 直 面 し て い る か

らです。  

今、４０代から５０代の世代が親の介護のために離職しておりま

す 。 介 護 を 理 由 に 仕 事 を や め る 人 間 が 、 年 間 １ ０ 万 人 を 超 え る 現

状です。  
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 支援制度を知らないまま離職する人がいるため、周知して、介護

離 職 を 防 ぐ 狙 い が あ る の で す が 、 ２ ０ ２ ２ 年 国 民 生 活 基 礎 調 査 に

よ り ま す と 、 ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 が い る 世 帯 は ２ ,７ ４ ７ 万 ４ ,０

００ 世 帯 。全 世 帯 の５ ０ .６ ％ を占 め てい ま す 。こ の ２ ０年 間 で ７

０％近く増加しているわけです。  

２０２４年の通常国会、育児介護休業法の改正案として提出を目

指 し て い る と い う こ と で す 。 そ れ ほ ど 、 現 在 の 日 本 社 会 は 、 介 護

に よ り み す み す 働 き 手 を 失 う 状 況 に さ ら さ れ て い る わ け で す 。 こ

れは、今の日本の負の断面であります。  

まだ十分働けるのに、介護のために職を離れ、あるいは短期間か

短 時 間 の 非 正 規 労 働 を 強 い ら れ て い ま す 。 親 の 世 話 を 子 が 見 る と

い う の は 日 本 的 な 美 徳 で は あ り ま す が 、 生 活 面 で は 苦 し い 状 況 に

置 か れ る こ と に な り ま す 。 こ の 美 浜 町 に と っ て も 重 要 な 問 題 で す 。  

特に、高齢化が進み、子供が町外や県外に出ている世帯のみなら

ず、同居している世帯でも介護は大きな負担となっています。  

美浜町に今、幾つかの介護事業所がありますが、これらの事業所

の 運 営 に 関 し て 、 行 政 と し て も 連 携 し て 関 わ っ て い か な け れ ば な

ら な い と 思 い ま す が 、 介 護 の 現 場 を 通 し た 美 浜 町 の 福 祉 行 政 と 地

域支援の仕組みを伺います。  

まず、現状、美浜町の介護事業所の利用者数はどれぐらいになる

の で し ょ う 。 そ れ に 従 事 す る 職 員 数 は 足 り て い る の で し ょ う か 。

あ と 、 事 業 所 へ の 行 政 の 支 援 は ど う な っ て い る の で し ょ う か 、 お

伺いいたします。  

議   長  町長。  

町   長  ただいまの介護事業所への美浜町の行政の支援等についての御質

問をいただいたところでございます。  

まず、本町の高齢化率でございますけども、約３８％ございまし

て 、 国 や 県 の 状 況 と 比 べ 、 大 き く 進 ん で お り ま す 。 ま た 、 増 加 傾

向 が 続 く 見 通 し で ご ざ い ま す の で 、 本 町 で は 、 げ ん げ ん 運 動 や 地

域 あ い あ い ポ イ ン ト 事 業 な ど 、 健 康 づ く り や 健 康 寿 命 の 延 伸 に 向

けました施策をこれまで強力に進めてきたところでございます。  

また、将来にわたります介護ニーズに応える受皿の確保が重要と

考 え て お り ま し て 、 所 要 の 施 策 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で ご ざ い
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 ま す が 、 昨 今 の 全 国 的 な 介 護 人 材 不 足 や 物 価 高 騰 に よ り ま す 介 護

事業所サービスの低下等を憂慮しているところでございます。  

現在、国は、介護人材の確保に向けました介護報酬の見直しなど、

検 討 さ れ て い る と の こ と で ご ざ い ま す け ど も 、 本 町 で は 、 昨 年 度 、

介 護 人 材 を 確 保 す る た め 、 持 続 的 な 就 業 に 向 け ま し た 奨 励 金 制 度 、

こ れ を 創 設 し た と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 ま た 物 価 高 騰 対 策 と し ま

し て 、 介 護 事 業 所 の 光 熱 費 や 燃 料 費 の 一 部 を 支 援 し た と こ ろ で ご

ざいます。  

本年度につきましても、物価高騰対策といたしまして、光熱費に

係 る 一 定 の 支 援 を 行 っ て い る ほ か 、 食 材 費 等 に 係 る 支 援 も 現 在 検

討しているところでございます。  

このほか、働きやすい職場環境づくりに向けまして、介護従事者

の 負 担 軽 減 に つ な が り ま す 介 護 ロ ボ ッ ト の 導 入 支 援 に も 取 り 組 ん

で き て お り ま し て 、 こ れ か ら も 介 護 現 場 の 実 情 や 関 係 者 の 声 を し

っ か り 踏 ま え ま し て 、 適 切 な 支 援 な ど 、 介 護 施 策 を 進 め て い く 所

存でございます。  

なお、人員等の数等のお尋ねをいただいたわけでございますけど

も、担当課長のほうからお答えさせていただきたいと思います。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  人員等については、私のほうから回答させていただきます。  

現在、町の介護認定者数につきましては、６００名余りの方が介

護認定を受けておられます。  

その中で介護サービス、例えば通所事業でありますとか、訪問等

で 御 利 用 な さ れ て い る 方 が い ら っ し ゃ い ま す の で 、 そ の 詳 細 の 数

値 に つ い て は 、 申 し 訳 あ り ま せ ん 、 今 ち ょ っ と そ れ ぞ れ の 数 字 に

つ い て は 、 今 御 回 答 は 申 し 訳 な い 、 で き な い ん で す け れ ど も 、 認

定 者 数 に つ い て は ６ ０ ０ 名 い ら っ し ゃ る と い う よ う な こ と で 、 御

回答とさせていただきたいと思います。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   具体的な数が分からないということですけれども、この辺はやっ

ぱり町としては、そういう要介護、要支援、その辺の人数はしっか

り把握しておかなきゃいけない問 題だと思います。  

あと、それに従事する事業所の職員数とか介護士さんとかその辺
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 の数字も分かっているわけでしょうか。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  介護人材の人数でございますが、ちょっと今御回答するのは入所

施設等の職員の人数になりますが、湖岳の郷さん、やはず苑さんに

ついての職員は、合計で３７名となっております。  

その他の訪問等の施設の人数については申し訳ございません、ち

ょ っ と 現 在 回 答 は 数 字 を 持 ち 合 わ せ て お り ま せ ん の で 、 失 礼 い た

します。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   今詳しい数字が分からないということで、それは分かりました。  

やっぱり先ほど町長のほうからおっしゃられましたように、介護

の人材不足というのが大きな問題になっております。  

介護士の方が少なければ、要支援から介護度の高い要介護の方ま

で い ら っ し ゃ る 中 で 事 業 所 を 運 営 す る と い う の は 大 変 だ と 思 い ま

す け れ ど も 、 人 が 足 り な け れ ば 緊 急 時 の 対 応 が そ の ま ま 人 命 に 関

わ る わ け で す 。 で す か ら 、 美 浜 町 と し て は 、 介 護 職 員 の 増 員 等 に

つ い て 、 先 ほ ど も 少 し 触 れ ら れ ま し た け れ ど も 、 も う 少 し 具 体 的

に行政の支援体制というのをお聞かせください。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  それでは、介護施設の職員の増員についてということで私のほう

から回答させていただきます。  

早いスピードで高齢化が進んでおります町においては、介護人材

の 確 保 で あ っ た り 、 定 着 支 援 は 喫 緊 の 課 題 で ご ざ い ま す 。 県 や 町

内 の 介 護 保 険 事 業 者 と の 連 携 に よ り 、 様 々 な 人 材 確 保 対 策 に 取 り

組んでいるところであります。  

県におきましては、介護職員の負担軽減として、高齢者が介護施

設 に お け る 補 助 的 業 務 な ど の 短 時 間 就 労 に 従 事 す る ち ょ こ っ と 就

労 や 海 外 か ら の 介 護 技 能 実 習 生 の 受 入 れ 、 多 様 な 働 き 方 の 導 入 を

支 援 す る モ デ ル 事 業 所 を 募 集 し 、 介 護 業 界 の 魅 力 向 上 を 図 る な ど 、

多様な取組により、人材確保に努めています。  

町内の介護事業所におきましても、この県の事業を活用し、海外

からの介護技能実習生の受入れを行っております。  

また、町独自の事業といたしまして、令和４年度から新たに町内
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 の 介 護 事 業 所 に 雇 用 さ れ 、 雇 用 後 ６ か 月 を 経 過 し た 方 に 奨 励 金 を

交 付 す る 介 護 人 材 確 保 奨 励 金 制 度 を 設 け て お り 、 介 護 職 員 の 確 保

及 び 定 着 を 図 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ れ ま で に 、 ４ 名 の

方 が こ の 制 度 を 活 用 し 、 交 付 を 受 け 、 現 在 も 継 続 し て 就 労 さ れ て

おられます。  

今後は、これまでの取組に加えて、介護職の魅力を正しく認識し

就 業 し て い た だ け る よ う 、 学 生 や そ の 保 護 者 等 へ の Ｐ Ｒ 活 動 も 重

要であると考えております。  

引き続き、様々なアプローチにより介護職への理解促進と介護の

イ メ ー ジ 転 換 を 図 り 、 介 護 人 材 育 成 対 策 に 取 り 組 ん で ま い り た い

と思っております。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   外国人の方もいらっしゃるということで、その辺の数字とかは分

からないわけですよね。  

県とか町独自の支援、奨励金を出して介護人材を増やしていただ

くということは非常に重要なことだと思います。  

体の不自由な要介護者にとって、すぐに動くことは至難のわざで

ご ざ い ま す 。 例 え ば 、 災 害 時 に 緊 急 避 難 す る の も 介 助 の 助 け が 必

要であります。  

火事や地震の避難計画は十分にされていると思いますが、大きな

災 害 、 人 手 が 足 り な い 場 合 は 、 地 域 全 体 に 及 ぶ 災 害 が 起 こ っ た 場

合 、 ど う 対 応 す る の か 、 狭 い 路 地 や 住 宅 密 集 地 抜 け な き ゃ い け な

い 場 合 も ご ざ い ま す 。 地 域 の 住 民 に 頼 る こ と も 大 事 で あ り ま す が 、

大 き な 災 害 の 場 合 は 、 地 域 の 人 た ち も 、 ま ず 助 け る こ と が で き な

い 状 況 も あ る と 思 わ れ ま す 。 平 常 時 で は で き る 避 難 も 、 そ の よ う

な と き は 、 そ の 地 域 だ け で な く 、 行 政 の 緻 密 な 計 画 が 必 要 で は な

いかと思います。  

避難所の運営とか、災害ボランティアの受入れ等、どのように計

画されているのかお伺いいたします。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  ただいまの回答に先立ちまして、外国人の介護の人数について御

回答させていただきます。  

まず、今現在、外国の方、湖岳の郷さんに９名、それからやはず
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 苑さんのほうに６名就職されているとお伺いをしております。  

次に、今の御質問に対してですが、避難計画ということで、火災

と か 台 風 、 地 震 、 洪 水 な ど 、 災 害 は も う い つ ど こ で 起 き て も 不 思

議 で は な い 状 況 で 、 介 護 施 設 に お い て も 災 害 対 策 に つ い て は 大 変

重 要 な こ と と 受 け 止 め て お り ま す 。 そ の た め 、 厚 労 省 の ほ う で は 、

施 設 管 理 者 に 対 し て 、 非 常 災 害 対 策 計 画 の 作 成 や 年 ２ 回 の 避 難 訓

練を義務づけております。  

施設によっては、自立歩行が困難な方や認知症を患っておられる

方 等 も い ら っ し ゃ る た め 、 様 々 な 状 況 に ス ム ー ズ に 対 応 で き る 体

制を整えておくことが大切となっております。  

また、宿泊を伴うような介護施設にお いては、訓練２回のうち１

回 は 夜 間 を 想 定 し た 消 火 や 通 報 訓 練 も 実 施 す る こ と と さ れ て お り 、

職 員 の 数 が 少 な い 夜 勤 の 時 間 帯 の 万 が 一 に も 備 え る よ う に 求 め ら

れております。  

これらに対して、町内各施設においても、それぞれの施設の計画

に 沿 っ て 、 年 ２ 回 の 避 難 訓 練 を 実 施 し て お り 、 職 員 の 体 制 、 緊 急

連 絡 体 制 、 避 難 の 方 法 の 実 効 性 に つ い て 、 町 と し て も 聞 き 取 り 確

認を行い、適宜、指導、助言をしておるところでございます。  

今後も計画の実効性をより高めるために、訓練で得られた教訓を

共 有 す る と と も に 、 訓 練 の 結 果 を 計 画 の 見 直 し に つ な げ ら れ る よ

う、町としても協力してまいりたいと思います。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   外国人が湖岳の郷、やはず苑合わせて１５名いらっしゃるわけで

すよね。今後、増やすというか、そういう計画はあるんでしょうか。  

就労のためにいろいろ条件が必要だと思うんですけれども、例え

ば 介 護 士 の 資 格 を 持 っ て い る か ど う か 、 あ る い は そ う い う 資 格 を

取 る た め の 援 助 が あ る か ど う か 、 そ の 辺 っ て 分 か り ま す で し ょ う

か。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  まず、介護に従事するための在留資格等もありますので、その辺

の資格であったり、あるいは技能実習であったりというような、行

って、そこで仕事をしていただくための準備というか、過程は経て

いかないといけないとは思います。ただ、それに対して、町のほう
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 で就労されてからの長期継続の奨学金というのを御準備しています

が。  

  ２番   それは先ほどの奨励金というやつですね。  

健康福祉課長  はい、そうです。  

あと、湖岳の郷さん、やはず苑さんほか、そういう施設のそれぞ

れ の 御 事 情 も お あ り か と 思 い ま す の で 、 そ こ は ち ょ っ と ま た 、 そ

れぞれの施設と状況を把握してまいりたいと思っております。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   ありがとうございます。  

急な質問で申し訳ございません。  

あと、その後の避難所等に関してなんですけれども、実際、具体

的 な 避 難 所 の 運 営 方 法 、 あ る い は 感 染 症 対 策 、 あ る い は 災 害 ボ ラ

ン テ ィ ア が 集 ま っ た と き の 対 応 、 そ の 辺 も 当 然 や ら れ て い る と い

うことでよろしいですか。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  今ほど御質問をいただきました社会福祉施設の避難のことについ

て、お答えさせていただきます。  

社会福祉施設の管理者は、社会福祉施設における職員、それから

通 入 所 者 の 安 全 確 保 を 図 る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ る と い う こ と

に な っ て ご ざ い ま す 。 そ う い っ た 中 で 、 災 害 時 に は 、 職 員 だ け で

は 対 応 が 困 難 な 場 合 、 避 難 等 で 、 そ う い う こ と は 当 然 ご ざ い ま す 。  

そういった場合につきましては、自主防災組織等を中心とした地

域 住 民 の 皆 様 の 協 力 、 ま た 町 の 支 援 を 得 ら れ る よ う 体 制 を 推 進 す

る と い う こ と に 地 域 防 災 計 画 の ほ う で な っ て ご ざ い ま す の で 、 そ

う い っ た 取 組 を 推 進 さ せ て い た だ き た い と い う ふ う に 思 っ て お り

ます。  

以上でございます。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   私、先ほども申しましたように大きな災害が起こった場合は、そ

ういう地域の助けも借りられない場合があるということで、その辺

は想定されているのかと心配になったんですけれども、よろしいで

す。  

今の答弁を聞きまして、やっぱり介護士さんというのは非常にと
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 い う か 、 介 護 の 現 場 に 働 い て い る 方 、 非 常 に 皆 さ ん 献 身 的 に 働 い

て い ら っ し ゃ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ こ で 現 在 ２ 名 の 方 が 社

会 福 祉 協 議 会 の ほ う か ら 役 場 に 出 向 さ れ て い ま す よ ね 。 こ の 現 場

の 声 を 行 政 に つ な げ る と い う 試 み と い う の は 、 こ れ は 非 常 に 評 価

さ れ る と 思 い ま す 。 現 場 と 行 政 を 密 接 に つ な ぐ 重 要 な 輪 に な っ て

いるんではないかと思うんです。  

それで、町長にお伺いいたします。  

逆に役場のほうから直接、社会福祉協議会や介護事業所の組織に

出 向 し て 、 現 場 に 出 向 い て 、 介 護 の 実 態 と か 町 民 の 声 を 直 に 聞 く

と い う よ う な こ と は 、 行 政 を 進 め る 上 で 非 常 に 役 立 つ の で は な い

かと思うんですが、いかがなものでしょうか。  

議   長  町長。  

町   長  行政が直接現場に出向いて声を聞くことの重要性についてお尋ね

をいただいたんですけど、これはおっしゃるとおり、それは現場、

現場、一人一人に応じてそのニーズが違うわけでございますし、課

題も違うわけでございます。  

そういった視点で、極力そういった形で取組ができるように進め

て い る わ け で ご ざ い ま す け ど も 、 詳 細 の 取 組 等 に つ き ま し て は 、

関係課長からお答えをさせていただきたいと思います。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  それでは、詳細につきまして私のほうから回答させていただきま

す。  

介護事業所の日常的な業務の円滑な実施を支援するために、町が

事 務 局 と な り ま し て 、 介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 者 連 絡 会 、 介 護 支 援

専 門 員 連 絡 会 等 を 定 期 的 に 開 催 し 、 事 業 者 相 互 の 情 報 交 換 等 を 行

い、問題を把握し、介護サービスの質の向上に努めております。  

また、地域包括支援センターの社会福祉士や保健師等の職員が介

護 事 業 所 に 出 向 い て 、 利 用 者 の 疑 問 や 不 満 、 不 安 を 受 け 付 け 、 問

題 の 改 善 や 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 に つ な げ る 取 組 も 行 っ て お り

ま す 。 加 え て 、 事 業 所 ご と に 設 置 さ れ る 運 営 推 進 会 議 に お い て は 、

介 護 業 務 担 当 職 員 も 出 席 し 、 助 言 や 指 導 を 行 う こ と で 、 サ ー ビ ス

の質を確保しております。  

しかしながら、課題となっております慢性的な人材不足であった



 

－76－ 

 り 、 離 職 率 を 減 ら す と い う よ う な こ と に 対 し て は 、 現 状 、 決 定 打

となるような方策が見いだせないこともまた実情でございます。  

人材確保に関する課題に対応するためには、介護事業所から現場

の 実 態 等 、 情 報 を 収 集 し 、 必 要 な 支 援 を 把 握 す る と い う こ と が 重

要と考えております。  

今後についても、町職員が現場の実態を知り、様々な意見を吸い

上 げ て 検 討 し て い く こ と で 、 人 材 不 足 の 改 善 を 図 っ て ま い り た い

と考えております。  

以上でございます。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   確かに協議会や運営会議で話を聞くということも重要ではありま

すが、ただ私が言っているのは、実際現場に立って、その現場で町

民の方の生の声を聞く、そういう要介護者、要支援者の声を生で聞

くということが大事なんではないかということを今申し上げている

んですけれども、役場の職員の方も人材が非常に少なくてやってい

らっしゃいますよね。  

だから、まあ美浜町の財政は非常に健全でございますので、そこ

で や っ ぱ り 職 員 数 を 増 や す な り 、 そ う い う 対 応 を 取 っ て い た だ い

て 、 そ う や っ て 現 場 の 直 接 出 向 く よ う な 、 そ う い う 対 応 と か を 考

えていただければと感じております 。  

今後の日本の社会で、介護の問題というのは非常に重要になって

く る と こ ろ で あ り ま す ん で 、 そ こ は も う 行 政 の 努 力 が そ の ま ま 表

れるところだと思っております。  

それでは、次の質問に入らせていただきます。  

小中学校の学校図書館についてお伺いいたします。  

学校の図書室を使いやすくするため、２０１５年、学校図書館法

で 規 定 さ れ た 学 校 司 書 と い う も の が あ り ま す が 、 小 中 高 校 へ の 配

置 が 努 力 義 務 の た め 、 こ の 学 校 司 書 が い る の は 全 体 の ６ 割 に と ど

まっているという新聞報道が少し前にありました。  

子供たちへの読書環境に格差が生まれているという ことで、学校

司 書 と は 、 学 校 の 図 書 館 を 専 門 的 に 担 当 す る 職 員 と 位 置 づ け ら れ

て い ま す 。 図 書 の 貸 出 し や 整 理 を 行 っ た り 、 授 業 で 使 う 資 料 を 提

出 し た り 、 事 業 に も 参 加 す る と い っ た こ と を や る 職 員 で あ り ま す 。  
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 教員で図書館の専門知識を持つ司書教諭が学級担任などで図書館

業 務 に 割 け る 時 間 が 限 ら れ て い る の で 、 教 員 を サ ポ ー ト す る 専 従

の 司 書 が 必 要 と の こ と で 、 ２ ０ １ ５ 年 に 規 定 さ れ た 資 格 で あ り ま

す 。 司 書 教 諭 と 違 っ て 教 員 免 許 が 必 要 で は な く 、 司 書 資 格 で も 働

ける利点があります。  

ただ、現状では１人で何校も担当していたり、非正規の雇用も多

いと聞きます。  

この美浜町で学校司書の実態はどうなっているのかをお聞きいた

します。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  私から、美浜町内の学校での学校司書の実態についてお答えをい

たします。  

学校司書につきましては、子供のほうに関する専門的な知識を有

し 、 授 業 に 必 要 な 資 料 の 準 備 で あ り ま す と か 、 授 業 関 連 し た 本 の

紹 介 の ほ か 、 町 立 図 書 館 を 活 用 し た 授 業 の 支 援 、 そ う い っ た と こ

ろも行っている現状でございます。  

本町では、現在、学校司書を小中学校４校に１名配置をいたしま

し て 、 小 学 校 区 ご と に 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の お は な し 風

の 会 、 わ く わ く の 会 、 め め た ん ご の 会 、 そ う い っ た と こ ろ の 支 援

を 受 け な が ら 、 読 書 が 学 校 生 活 の 一 部 と し て 定 着 す る よ う 、 ま た 、

児 童 生 徒 が 読 書 に 興 味 や 関 心 を 持 っ て も ら え る よ う 、 活 動 を し て

おります。  

また、各学校の図書室では、学校用図書システムを導入いたしま

し て 、 蔵 書 の 情 報 を デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 授 業 等 で 必 要 な 図 書 が 図

書 室 に あ る か ど う か を 検 索 し 、 な い 図 書 に つ い て は 、 学 校 司 書 が

町 立 図 書 館 か ら 借 り 受 け 、 児 童 生 徒 に 提 供 し て い る 状 況 で ご ざ い

ます 。 加 えて 、 蔵 書に つ き まし て も 、４ 校 合 計で 約 ３ 万４ ,６０ ０

冊 を 有 し て お り ま し て 、 児 童 生 徒 １ 人 当 た り の 図 書 予 算 は 、 他 の

嶺南市町と比べても高い水準となっております。  

学校司書は人格形成に大きな影響を与える読書に、児童生徒が親

し む た め の 重 要 な 役 割 を 有 し て お る と ご ざ い ま す の で 、 町 と し ま

し て も 、 今 後 と も 蔵 書 の 充 実 、 さ ら に は 読 書 活 動 の 促 進 に 努 め て

まいりたいと考えております。  
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 議   長  兼田議員。  

  ２番   文科省の調査によりますと、週１日、短時間でも学校司書が来れ

ば配置校としてカウントされているようで、先ほど申しました全国

６割台の配置校も、学校司書の拡充に直結しているとは限らないと

いうことであります。  

２０２２年、全国学校図書館協議会の調査では、雇用形態が臨時

ある い は 嘱託 職 員 など が 働 いて い る のが ８ ５ .２ ％、 週 ２日 か ら ４

日 、 １ 日 ４ 時 間 程 度 の 本 の 整 理 を 行 う 有 償 ボ ラ ン テ ィ ア に 多 く を

頼っているというのが現状であります。  

全国の７５５の市区町村の回答では、正規職員のみが１０自治体、

正 規 と 臨 時 嘱 託 が 勤 め て い る の が ３ ５ 自 治 体 、 民 間 委 託 が ５ ２ 自

治 体 、 公 共 図 書 館 職 員 が 兼 務 す る の が ２ ３ 自 治 体 で す 。 ほ か が 全

て臨時嘱託の方に頼っているわけです。  

政府は、２０１２年から学校司書の配置に必要な予算地方方交付

税交付金として、各自治体に配付しています。  

２０２２年からは、学校図書館図書整備等５か年計画の一環で、

小中 学 校 １ .３校 に １人 学 校 司書 を 配 置す る た めに 、 毎 年２ ４ ３ 億

円 の 財 政 措 置 を し て お り ま す 。 そ こ で 、 各 自 治 体 の 図 書 購 入 費 の

決算額が予定の６割程度しかないという話も聞きます。  

美浜町では、このような交付金をどのように活用しているか をお

聞きいたします。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  では、お答えをいたします。  

本町では、この財政措置を踏まえまして、学校司書の配置であり

ま す と か 、 学 校 図 書 の 購 入 費 、 さ ら に は 複 数 の 新 聞 配 備 、 そ う い

ったところで活用させていただいております。  

まず、学校司書の配置につきましては、文部科学省の学校図書館

図 書 整 備 ５ か 年 計 画 に 沿 っ て 、 普 通 交 付 税 に よ り 地 方 財 政 措 置 が

な さ れ て お り ま す の で 、 令 和 元 年 度 か ら 小 中 学 校 ４ 校 に 対 し １ 名

を配置しておる状況でございます。  

また、本町の令和４年度の学校図書購入費の普通交付税 算定基準

財 政 需 要 額 に つ き ま し て は 、 小 中 学 校 合 わ せ て １ ４ ０ 万 円 に 対 し 、

本町 の 学 校図 書 購 入費 の 実 績は 、 小 中学 校 合 わせ て １ ８２ 万 ４ ,０
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 ００ 円 で ござ い ま して 、 全 国平 均 が 小学 校 で ４０ 万 ７ ,００ ０ 円 、

中学 校 で ６３ 万 １ ,００ ０ 円 を大 き く 上回 っ て おる と い う状 況 で ご

ざいます。  

また、令和４年度における複数の新聞配備の状況でございますが、

小学 校 で 平均 ２ .３ 紙、 中 学 校で は ４ 紙を 配 備 して お り 、い ず れ も

全 国 平 均 、 小 学 校 で は １ .５ 紙 で ご ざ い ま す し 、 中 学 校 で は １ .８

紙 を 大 き く 上 回 っ て お る と い う よ う な 状 況 で ご ざ い ま す 。 加 え て 、

美 浜 中 学 校 で は 、 令 和 ４ 年 度 と ５ 年 度 の ２ か 年 間 、 Ｎ Ｉ Ｅ 、 い わ

ゆ る 教 育 に 新 聞 を と い う 取 組 で ご ざ い ま す が 、 実 践 指 定 校 と し て

認 定 を さ れ ま し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 利 活 用 教 育 で の 新 聞 を 活 用 し 、 地 域 愛

学習に大きく役立てていくところでございます。  

町といたしましても、今後も引き続き、児童生徒が様々な本と出

会 い 、 読 書 の 楽 し さ を 味 わ え る よ う に 、 学 校 司 書 の 配 置 の 拡 充 、

さ ら に は 、 学 校 図 書 の 管 理 運 営 や 蔵 書 の 整 理 更 新 に つ い て 取 り 組

んでまいりたいと考えております。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   今お聞きしたら、学校司書２名にも経費が回っているということ

ですけれども、本来、この政府の目標といいますか、国としては、

小 中 １ .３ 校 に １ 人 の 司 書 の 配 置 を 目 指 し て い る わ け で し て 、 現 在

４校に１人という割合ですよね。その辺をもっと拡充していかなけ

ればいけないんじゃないかとは思います。  

それと、あと図書費は、それなりに使っていただいていますけれ

ど も 、 今 後 も っ と 地 域 を 盛 り 上 げ る 子 供 の 教 育 の た め に 使 っ て い

ただければと思っております。  

全国的にも書店の数が減っています。地域によっては、読書環境

の 空 白 地 帯 が 発 生 し て 、 生 ま れ 育 つ 場 所 で 本 と の 触 れ 合 い を 享 受

で き る 読 書 環 境 に 差 が あ る 、 そ れ を 地 域 ガ チ ャ と 呼 ば れ て お り ま

す 。 カ プ セ ル に 入 っ た お も ち ゃ が 何 が 出 て く る の か 分 か ら な い と

い う こ と に 例 え た も の で す け れ ど も 、 人 間 は 自 分 の 知 っ て い る こ

と で し か 物 事 を 判 断 で き ま せ ん 。 間 違 っ た 情 報 が 入 っ て 、 間 違 っ

た 知 識 を 植 え 付 け ら れ る こ と も あ り ま す 。 対 話 型 人 工 知 能 、 い わ

ゆ る Ａ Ｉ で す が 、 こ の チ ャ ッ ト Ｇ Ｐ Ｔ が 発 達 す る と 、 間 違 っ た 情

報が正しい情報として流れる場合があります。  
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 そこで重要になるのが、自分で考え、判断する能力、情報活用能

力 で す 。 こ れ を 育 て る の が 、 読 書 の 重 要 性 で す 。 さ ら に そ こ で 重

要 に な る の が 、 子 供 た ち に 読 書 に な じ む き っ か け を 与 え る 公 共 図

書館。  

県が２０２０年から行っている図書館の魅力を発信するジュニア

司 書 の 養 成 講 座 と い う も の が あ る よ う で す 。 今 年 の 例 で す と 、 嶺

南 で は 県 立 若 狭 図 書 学 習 セ ン タ ー や お お い 町 大 飯 図 書 館 で 開 か れ

ております。  

美浜町のなびとしょでは開く予定はあるのでしょうか。  

そしてあわせて、なびあすが美浜町のにぎわい拠点を目指してい

る 以 上 、 な び と し ょ に も 人 と お 金 を つ ぎ 込 み 、 活 性 化 の 拠 点 と す

べ き で あ り ま し て 、 ま ず 、 子 供 た ち が な び あ す に 集 ま る 試 み を す

べ き だ と 思 う の で す が 、 来 年 に 向 け た な び と し ょ の 取 組 を お 尋 ね

いたします。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  それでは、私のほうから回答をさせていただきます。  

ジュニア司書養成講座につきましては、令和４年度に夏休みの期

間 を 利 用 し て 、 ８ 月 ２ ４ 日 か ら ２ ７ 日 の ４ 日 間 に 、 な び あ す 学 び

の森なびとしょ島事業の一環として実施をいたしました。  

福井県立図書館の委託を受け、若狭町立図書館と連携をし、小学

４ 年 か ら ６ 年 生 を 対 象 に 募 集 を し 、 ４ 名 が 全 カ リ キ ュ ラ ム を 受 講

後、認定書を授与いたしました。  

今後とも、ジュニア司書養成講座につきましては、定期的に開催

していきたいと考えております。  

また、なび図書の今後の取組といたしましては、今年度よりスタ

ー ト し ま し た 移 動 図 書 館 事 業 を さ ら に 活 性 化 さ せ 、 町 内 全 て の 人

が 歩 い て 行 け る と こ ろ で 図 書 や 情 報 に 触 れ る 機 会 を 得 ら れ る よ う

計画中です。  

にぎわい拠点活性化のためのなびとしょの取組といたしましては、

今 年 度 、 み ん な の わ く わ く 本 棚 を 設 置 し 、 美 浜 つ な が る フ ェ ス タ

の 際 に は 、 な び あ す の 芝 生 で 大 型 絵 本 、 大 型 紙 芝 居 の 読 み 聞 か せ

を 実 施 し し ま し た と こ ろ 、 多 く の 親 子 連 れ の 方 に 楽 し ん で い た だ

く こ と が で き ま し た 。 今 後 も 、 に ぎ わ い 拠 点 と し て 工 夫 を 凝 ら し 、
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 なびとしょのさらなる充実と活用強化を図ってまいります。  

さらには、視覚障害のある方や活字による読書が困難な人が、サ

ピ エ 図 書 館 の 導 入 に よ り 、 点 字 図 書 や 録 音 図 書 の デ ー タ を 活 用 で

きるよう利用促進に努めます。  

また、毎年実施しておりますイベントとしては、秋の読書週間に

お け る 講 演 会 や こ ど も 読 書 週 間 に 実 施 す る こ ど も 図 書 館 ま つ り な

ど 、 な び あ す イ ベ ン ト と 連 携 を し 、 よ り 多 く の 方 に 読 書 に 関 心 を

持っていただけるよう取り組んでまいります。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   ありがとうございます。  

美浜町の子供たちを育てるためにも、今後、なびとしょの活用を

していただくよう、よろしくお願いいたします。  

それでは、もう一つの質問に移らせていただきます。  

若狭国吉城資料館及び徳賞寺の観光コンテンツとしての重要性に

ついて質問いたします。  

来年には新幹線がやってくる、あと１００日ほどです。  

そして、現在でも、コロナ明けで観光客が目立って増えています。  

国吉城歴史資料館にも団体客が増え、泊まりがけで若狭地方のお

城 巡 り を さ れ て い る 方 も 増 え て お り ま す 。 確 実 に 城 ブ ー ム が 来 て

い ま す 。 こ れ は も う 、 も は や ブ ー ム と は 言 わ ず 、 観 光 の 大 事 な 目

的となっています。  

１１月４日に福井市で行われたふくい城巡りフェスでは、嶺南の

城 の ブ ー ス が 立 ち 並 ん で お り ま す 。 各 自 治 体 も 本 腰 を 入 れ て い る

こ と が 分 か り ま し た 。 お 城 グ ッ ズ を 買 う た め に た く さ ん の 人 が 来

て 、 福 井 県 内 だ け で は な く 、 遠 く か ら わ ざ わ ざ 買 い に 来 る 方 も い

らっしゃいました。  

そんな城ブームの中でも、美浜町の国吉城な先駆的な取組をして

おります。  

逆に、問題も幾つかございます。駐車場とトイレの問題です。  

トイレに関しては議会でも取り上げられていますが、切実な問題

です。  

それでは、上下水道の問題から伺います。  

若狭国吉城資料館と徳賞寺は、公共下水道区域から外れています。
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 か つ て の 佐 柿 区 集 落 排 水 区 域 を そ の ま ま 現 在 の 公 共 下 水 道 区 域 と

している関係上、外れてしまっているわけです。  

徳賞寺では、観光バスで来たお客さんに精進料理でもてなしてお

り ま す が 、 細 い パ イ プ の 上 水 道 で 賄 っ て い る あ り さ ま で す 。 下 水

もそうです。  

国吉城資料館では、夏になると合併浄化槽で処理しているせいか、

悪 臭 に 悩 ま さ れ て い ま す 。 常 に 窓 を 開 け 、 換 気 を し な い と 周 囲 に

臭 い が こ も っ て し ま う ほ ど で あ り ま す 。 こ れ で い い の で し ょ う か 。  

観光地として、上下水道の設備は最低限のインフラだと思います。

こ の 体 裁 さ え 備 え て い な い よ う に 思 え る こ の 社 会 基 盤 の 不 備 と い

うのは、これでいいのでしょうか。  

美浜町の計画はどうなっているのでしょう。町が責任を持って処

理しなければならない問題だと思います。お答え願います。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  御質問につきまして、私のほうから御説明させていただきます。  

まず、佐柿地区につきましては、令和２年１０月より農業集落排

水 区 域 か ら 公 共 下 水 道 区 域 へ 編 入 し て お り ま す が 、 そ の 際 、 農 業

集 落 排 水 に 接 続 さ れ て い な い 区 域 に つ い て は 、 公 共 下 水 道 区 域 に

編入しておりません。  

また、編入時、若狭国吉城歴史資料館と徳賞寺につきましては、

農 業 集 落 排 水 に 接 続 さ れ て い な か っ た た め 、 現 在 は 公 共 下 水 道 区

域外となっております。  

徳賞寺について、佐柿地区の農業集落排水を整備する事業期間で

あ っ た 平 成 元 年 か ら 平 成 ５ 年 当 時 は 、 徳 賞 寺 に は ど な た も 多 分 住

ん で お ら ず 、 ま た 、 一 戸 の た め 汚 水 管 整 備 は 補 助 対 象 に な ら な か

っ た こ と か ら 、 接 続 す る に も 距 離 が あ り 、 地 元 負 担 の 増 加 に も つ

ながるため整備されなかったのではないかと考えております。  

公共下水道区域外の施設から接続の要望があった場合には、区域

外 流 入 と し て 、 原 因 者 負 担 に て 公 共 下 水 道 の 規 模 に 基 づ き 、 工 事

を 行 っ て い た だ き 、 本 管 等 は 町 に 受 贈 さ れ る と 、 町 が 管 理 し て い

くことになります。  

５年に１回程度、下水道事業計画の見直しを行う際に、区域外流

入 と し た 区 域 を 公 共 下 水 道 区 域 に 編 入 す る こ と は 可 能 で す が 、 受
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 益 者 負 担 等 の 問 題 も 存 在 し ま す の で 、 費 用 対 効 果 等 も 考 え 、 今 後

検討していきたいと考えます。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   その当時誰も住んでなかったからそのままにしたということです

よね。  

それで、これは今おっしゃった答弁を聞きますと、利用者負担に

な る と い う こ と な ん で す が 、 た だ 私 が 言 っ て い る の は 、 こ の 観 光

地 と し て 、 こ れ か ら 美 浜 町 の 観 光 を 引 っ 張 っ て い か な き ゃ い け な

い 地 域 で 利 用 者 負 担 と い う の は ち ょ っ と お か し い ん で は な い か と 、

そ こ を 聞 い て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ は ど う な ん で す か ね 、 町

の 行 政 と し て 、 そ の 辺 の 判 断 で で き る も の な の で し ょ う か 、 お 伺

いいたします。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  先ほども少し説明いたしましたが、令和２年１０月より農業集落

排水から公共下水道区域になってございます。そのときには、そう

いう公共下水道につなぐという話はなかったんではないかなと思っ

ております。  

議員さんおっしゃられるように若狭国吉城資料館と 徳賞寺の観光

コンテンツとしては、重要度は非常に高いとは思っております。  

ただ、距離があること、また受益者負担等の問題が存在すること、

あ と 費 用 対 効 果 が ど う な の か と い う 問 題 が あ る の で 、 す ぐ に 答 え

を 出 せ る 内 容 で は な い こ と か ら 、 検 討 し た い と 考 え る と い う こ と

でございます。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   検討したいということ、この辺はどうなんですかね、町長にお伺

いしてもいいんですかね。  

やはり美浜町のそういう徳賞寺、国吉城資料館、観光地として引

っ 張 っ て い か な き ゃ い け な い 地 域 で あ り ま す か ら 、 そ こ は 行 政 と

し て は 、 町 の 負 担 と し て 、 費 用 、 お 金 を 使 っ て い た だ く と い う こ

とはどうなんでしょう。  

議   長  町長。  

町   長  いろいろ御提案をいただいておりますけども、これは、いろんな

施設がございます。それは観光施設だという位置づけの中で、ルー
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 ル化をしっかりされているわけではございません。  

公共施設については、そういうルール化がなされる中で、公共事

業 的 に そ う い う 事 業 は 展 開 を し て ご ざ い ま す け ど も 、 今 、 御 質 問

に あ る よ う な お 寺 に 対 し て は こ う い う も の だ か ら ど う す る と い う

こ と は ル ー ル 化 さ れ て い る わ け で は ご ざ い ま せ ん の で 、 今 こ の 場

で 公 共 事 業 で 接 続 を す る と か と い う 話 は 明 言 で き る 段 階 で は な い

ということは御理解をいただきたいなと思います。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   分かりました。  

また検討していただけるということで、私は理解しております。  

それで、駐車場の問題に移りますけれども、現在、観光で来る大

型 バ ス が ２ ７ 号 線 の 佐 柿 の 信 号 を 少 し 入 っ た と こ ろ に と め て お り

ま す 。 １ 台 分 が ち ょ う ど す っ ぽ り 入 る よ う な 駐 車 ス ペ ー ス で す 。

そ こ か ら 上 に は 道 が 狭 く て 入 れ な い わ け で し て 、 今 後 の 城 ブ ー ム

と か 徳 賞 寺 の 観 光 客 数 を 考 え た と き に 、 大 型 バ ス が 数 台 と め ら れ

る よ う な 駐 車 場 が 必 要 に な っ て く る と 思 う ん で す 。 ス ペ ー ス も そ

の近くにあります。  

ただ、トイレの問題がありまして、今までというか、今は資料館

ま で 上 が ら な い と 使 え る ト イ レ が あ り ま せ ん で し た 。 年 配 の 方 が

バスから降りて、かなり歩かなくてはならないという。  

かつての佐柿のし尿処理場がすぐそばにあ ります。大型バスのと

め て い る と こ ろ か ら 、 そ こ に ト イ レ を 造 る 考 え は な い ん で し ょ う

か 。 こ の 大 型 バ ス の 駐 車 場 と ト イ レ の 問 題 と い う の は 、 こ れ は セ

ットになって考えなければいけない問題だと思うんです。  

美浜町の観光を考えたときには、これは重要な問題となるんです

けれども、美浜町の考えはいかがでしょうか。  

議   長  教育総務課長。  

教育総務課長  私から、今ほどの御質問に対してお答えをいたします。  

近年の歴史ブームやお城ブーム、そういったものがございまして、

若 狭 国 吉 城 歴 史 資 料 館 を 訪 れ る 観 光 客 の お 客 様 は 年 々 増 加 を し 、

年間１万人ペースに達している状況でございます。  

現在、観光客の皆さんに御利用いただいております駐車場といい

ま す の は 、 資 料 館 の 駐 車 場 は 、 こ ち ら が 約 １ ０ 台 分 ご ざ い ま す 。
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 そ れ と あ わ せ て 令 和 ３ 年 度 に 徳 賞 寺 と 地 元 佐 柿 区 の 協 力 に よ り 供

用 開 始 い た し ま し た 駐 車 場 、 こ ち ら が 約 ２ ５ 台 分 ご ざ い ま す 。 そ

れ と あ わ せ て 民 間 の 敷 地 を 借 り 上 げ て お り ま す 駐 車 場 、 そ ち ら が

約 ５ ０ 台 あ り ま し て 、 余 裕 を 持 っ て 今 の と こ ろ 対 応 で き て い る と

いうところでございます。  

２０人程度の団体客が乗車される中型バスにつきましても、道中

の 桜 並 木 で ご ざ い ま す が 、 こ ち ら の 枝 葉 が 剪 定 さ れ た こ と で 共 用

駐 車 場 ま で 今 上 が れ る よ う に な っ た と い う と こ ろ で ご ざ い ま し て 、

ま た 一 方 、 ３ ０ 人 を 超 え る 大 型 バ ス に つ き ま し て は 、 佐 柿 区 内 の

道 幅 が ど う し て も 狭 い と い う と こ ろ か ら 、 今 、 兼 田 議 員 も ご ざ い

ま し た が 、 国 道 ２ ７ 号 の 佐 柿 口 信 号 か ら 入 る 立 町 川 沿 い に 、 ３ 台

ほ ど 縦 列 駐 車 で き る ス ペ ー ス を 利 用 い た だ い て お る と い う と こ ろ

で ご ざ い ま し て 、 現 状 と し ま す と 、 佐 柿 区 を 訪 れ る 観 光 客 の 多 く

は 乗 用 車 で あ り ま す と か 、 中 型 バ ス の 利 用 が 大 半 を 占 め て い る 状

況でございます。  

次に、観光客の皆さんに利用いただくトイレにつきましては、資

料 館 内 の ト イ レ を 、 こ ち ら 常 時 開 放 い た し て お り ま す 。 閉 館 後 も

休 館 日 に つ い て も 、 館 内 の ト イ レ だ け を 開 放 し て 利 用 い た だ け る

ような工夫をしておる状況でございます。  

今後の観光化への対応につきましては、佐柿地区及び一般社団法

人 佐 柿 国 吉 １ ０ ０ 年 プ ラ ン 推 進 委 員 会 と も 協 議 を 重 ね 、 取 り ま と

め ま し た 佐 柿 区 の 歴 史 的 景 観 を 生 か し た ま ち づ く り と 活 用 の 方 針

により進めていきたいと考えております。  

また、観光客の皆さんに御利用いただく休憩所や公衆トイレ 、大

型 バ ス 駐 車 場 の 整 備 に つ い て も 佐 柿 区 内 に も ご ざ い ま す 空 き 家 で

あ り ま す と か 空 き 地 、 そ う い っ た と こ ろ の 活 用 も 見 据 え な が ら 、

建 物 の 所 有 者 や 地 権 者 の 理 解 と 協 力 を い た だ い て 、 整 備 に つ い て

協議を続けていきたいと考えております。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   何か、トイレの問題がするっと抜けているような気もしたんです

けれども、し尿処理場のところにトイレを設置するということは可

能なんでしょうか、お伺いいたします。  

議   長  上下水道課長。  
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 上下水道課長  佐柿の集落排水処理施設については、今、跡地利用として農業倉

庫みたいな形でそういうものを置けるという許可を取ってございま

す。  

一度、また先方にそういう打診をいたしまして、確認したいと思

い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 可 能 か ど う か ち ょ っ と 聞 い

て み な い と 、 打 診 し な い と 分 か ら な い と い う 状 態 な ん で 、 す み ま

せんけどよろしくお願いします。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   これは契約とか、そういうところでは問題なくて、行政のほうで

確認して利用できれば造れるということでよろしいんですね。  

議   長  上下水道課長。  

上下水道課長  上下水道課としては、そこの集落処理施設がトイレとして利用し

てもいいのかどうかという確認を取るという、初めてお聞きした内

容なので、そういう形でお願いしたいんですけど、よろしくお願い

します。  

議   長  兼田議員。  

  ２番   そういう場所がございますし、今後、今オーバーツーリズムとい

う問題がありまして、許容量を超えた観光客が押しかけて、地元住

民の生活が困難になってくる。だから、この国吉城とかに関しても、

例えば観光客が訪れて、美浜町民が何か生活が困るということも将

来的にはあると思いますので、そのためには今からしっかりと環境

を整えて、対策を練っていかねばいけないと感じております。  

何か、答弁はちょっと私的には不満だったんですけれども、一応

これで私の質問は終わらせていただきます。  

ありがとうございました。  

議   長  以上で兼田議員の一般質問を終わります。  

これで本日の一般質問は終わります。  

明日５日は、午後１時３０分から議員報酬など議会改革特別委員

会が開会されますので、よろしくお願いいたします。  

これにて本日は散会いたします。  

御苦労さまでした。  

（散会宣言  午後  ２：１３）  
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 議   長  本日は全員出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  た だ い ま よ り 令 和 ５ 年 第 ６ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し ま

す。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

まず、議事に入ります前に、一昨日、４日の河本猛議員の一般質

問 に 対 す る 答 弁 に つ い て 、 理 事 者 よ り 訂 正 し た い 旨 の 申 出 が あ り

ましたので、これを許可いたします。  

教育長。  

教 育 長  おはようございます。  

一昨日、４日の河本猛議員の一般質問の中で、不登校児童生徒の

美 浜 町 の 現 状 を 踏 ま え 、 ど の よ う な 対 策 、 備 え を す べ き か に つ い

て の 教 育 長 の 考 え を お 尋 ね い た だ い た 際 に 、 私 か ら 全 国 の 小 学 校

児 童 に 占 め る 不 登 校 児 童 の 割 合 に つ き ま し て 、 全 国 平 均 を ３ ．

２ ％ と い う ふ う に 申 し 上 げ ま し た が 、 正 し く は １ ． ７ ％ で ご ざ い

ました。  

おわび申し上げ、答弁の修正をさせていただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。  

議   長  それでは、議事に入ります。  

本日の議事日程はお手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１、会議録署名議員についてでありますが、会議規則１２

５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

４番  上道正二君  

１３番  藤本悟君  

の両君を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

先に、発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数な

ど 、 規 定 に 反 す る 質 問 は 慎 ん で い た だ き ま す よ う に お 願 い を い た

します。  
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 それでは、順次発言を許します。  

４番、上道正二議員の一般質問を許します。  

上道議員。  

  ４番   おはようございます。議長の許可を得ましたので、一般質問をさ

せていただきます。  

私、サラリーマン時代、定年退職を終えまして、チョイソコの前

身 で あ り ま す コ ミ バ ス に 運 転 士 と し て 務 め さ せ て い た だ き ま し た 。  

そこで運転士として電話の取次ぎや予約便の取次ぎに従事 させて

い た だ き ま し た 。 そ の と き に 安 全 に つ い て 危 惧 い た し ま し た の で 、

そ れ に つ い て 質 問 さ せ て い た だ き ま す 。 で は 通 告 に 従 っ て 質 問 さ

せていただきます。  

コミュニティーバスについて。  

１、コミュニティーバスは、チョイソコは地域交通の要であり、

免 許 返 納 な ど を 行 っ た 高 齢 者 に と っ て は 、 買 物 や 病 院 の 足 と し て

必 要 不 可 欠 な も の で あ る 。 高 齢 化 し て い る 美 浜 町 に と っ て コ ミ ュ

ニ テ ィ ー バ ス の 充 実 強 化 は 、 福 祉 施 策 の 充 実 と も 言 え る 。 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー バ ス の 充 実 強 化 を 福 祉 施 策 と す る 考 え に つ い て 行 政 の 考

えをお伺いいたします。  

住民環境課長  ただいまの御質問に対して、私からお答えをさせていただきます。  

人口減少や少子高齢化、核家族化の進展に伴い、公共交通の利用

者 は 年 々 減 少 し て お り ま す が 、 反 対 に 高 齢 者 や 子 供 な ど 、 移 動 手

段 を 持 た な い 方 に と っ て 、 公 共 交 通 の 重 要 性 は ま す ま す 高 ま っ て

おります。  

こうした背景の下、地域にふさわしい公共交通を作り上げていく

た め の 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 、 町 民 や 利 用 者 、 運 行 事 業 者 、

行 政 な ど 地 域 の 関 係 者 が 議 論 を 重 ね 本 年 ２ 月 に 美 浜 町 地 域 公 共 交

通 計 画 を 策 定 し 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 交 通 手 段 の

確保を目指しております。  

また、美浜町地域福祉計画においても高齢化や障害のある人など

の 多 様 な 移 動 手 段 を 確 保 し 、 誰 も が 暮 ら し や す い 地 域 づ く り を 目

指しております。  

このように町民の足となる公共交通は、交通と福祉の所管課がそ

れ ぞ れ 把 握 し て い る 情 報 を 共 有 し 、 連 携 を 図 り な が ら 人 に 優 し い
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 公 共 交 通 を 目 指 し て い く こ と が 重 要 で あ り 、 福 祉 施 策 の 一 つ と 考

えております。  

本年６月から実証運行をしているチョイソコみはまは、交通不便

を 解 消 し 自 宅 前 で も 乗 降 で き る よ う に す る な ど 、 地 域 の 実 情 に 見

合 っ た 方 法 を 取 り 入 れ て お り 、 特 に 高 齢 者 や バ ス 停 ま で の 距 離 の

あ る 方 、 足 の 不 自 由 な 方 な ど か ら 、 便 利 に な っ た 、 外 出 の 機 会 が

増えたなどの声をいただいております。  

今後も関係課が連携をしまして、町民や利用者の声に耳を傾け、

運 転 に 不 安 を 感 じ る 高 齢 者 が 、 自 家 用 車 に 頼 る こ と な く 住 み 慣 れ

た地域で安心して生活できる環境づくりを進めてまいります。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

それでは次、現在、コミュニティーバスの運賃が３００円から２

０ ０ 円 に な っ て い る と 思 い ま す 。 チ ョ イ ソ コ の 運 用 条 件 を 見 る と 、

以前より利用者数が伸びているというお答えがありました。  

実態をどのように見ているのか、行政の考えをお伺い いたします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  チョイソコみはまの利用者数につきましては、６月の運行開始以

降、５か月間で約４，７００人となっております。  

この５か月間の利用者数を昨年の同時期で比較をいたしますと、

約３割増となっており、順調に利用者数が 増えております。  

これは、乗降場所を自宅としたことや、公共施設やスポンサーと

な っ て い る 医 療 機 関 な ど に 停 留 所 を 設 置 し た こ と 。 決 ま っ た 時 間

や 路 線 が な く 、 自 分 の 希 望 に 合 わ せ た 予 約 が で き る こ と 。 ま た 、

運 賃 も ２ ０ ０ 円 と 引 き 下 げ る な ど 、 利 便 性 の 向 上 に よ り 利 用 者 の

増加につながったものというふうに考えております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

次、コミュニティーバスの充実、強化を福祉施策と考えるなら、

町 民 の 利 便 性 を も っ と 高 め て 多 く の 人 に 利 用 し て も ら う べ き だ と

思 い ま す 。 料 金 を さ ら に 値 下 げ し て 、 １ ０ ０ 円 で 乗 れ る よ う に す

れ ば 町 民 の 経 済 的 な 負 担 軽 減 に も な り 、 利 用 者 数 も 伸 び 、 町 民 サ

ー ビ ス の 充 実 を 図 る こ と に つ な が る と 考 え ま す が 、 行 政 の 考 え を
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 お伺いいたします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  利便性やサービスの向上が図られると、一般的には経費が 増える

ことから、利用料は高くなるものと思われます。  

基本的に町の提供する公共サービスの多くは、広く町民の皆様か

ら い た だ い た 税 金 に よ っ て 賄 わ れ て お り ま す が 、 こ の チ ョ イ ソ コ

みはまにつきましても同様であります。  

受益と負担の観点や公共交通の継続的な運 営面からも、一定の料

金 を い た だ き 、 利 用 す る 方 と 利 用 し な い 方 と の 間 に 不 公 平 が 生 じ

ないよう配慮する必要もございます。  

料金につきましては、地域公共交通会議において町民や運行事業

者 、 行 政 な ど 地 域 の 関 係 者 で 協 議 し 決 定 し た も の で 、 県 内 ほ か の

市 町 と 比 較 し て も 低 い 料 金 設 定 と な っ て お り 、 利 用 者 の ア ン ケ ー

ト で は 、 料 金 が 安 く て あ り が た い と の 御 意 見 も 多 く い た だ い て お

ります。  

町としましては、当面この料金で運営することとしておりますが、

引 き 続 き 町 民 の 御 意 見 や 利 用 状 況 、 他 市 町 の 状 況 な ど も 勘 案 し な

が ら 必 要 に 応 じ て 、 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 協 議 し て ま い り た

いというふうに考えております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

私、福井県のホームページを閲覧しておりましたら、 大体市町で

２００円から３００円。  

越前町、また、南越前町だと思いますが、１００円でたしか乗れ

た と 思 い ま す 。 そ の 辺 の と こ ろ を ま た 考 慮 し て 考 え て い た だ き た

いと思います。  

次に移ります。  

運賃無料の対象者について、対象の幅を広げられたらどうか。  

考えをお伺いします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  現在の運賃で無料または免除となっている対象者は、小学生以下

の子供が無料、身体障害者及びその介助者１名等が免除となってお

ります。  
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 無料の対象者につきましては、以前のコミュニティーバスでは、

小 学 生 の 子 供 は １ ０ ０ 円 と な っ て お り ま し た が 、 こ の チ ョ イ ソ コ

みはまでは無料としております。  

また、６５歳以上で自主的に有効期限内の運転免許証を返納した

町 民 は 、 免 許 証 の 有 効 期 限 ま で 利 用 で き る チ ョ イ ソ コ み は ま の 無

料定期券を交付しております。  

引き続き無料等の対象者の拡大につきましては、町民の御意見や

利 用 者 の 状 況 、 他 市 町 の 状 況 な ど も 勘 案 し な が ら 、 必 要 に 応 じ て

地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 協 議 し て ま い り た い と い う ふ う に 考 え

ております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

では、次に移ります。  

現在と言いますが、コミュバスの時代に３系統あったバスが２台

の バ ス に な り 、 日 向 線 と 新 庄 線 に 予 約 が あ り 、 丹 生 線 の 予 約 を 断

られたという事象が発生しています。  

行政はこのような事象が発生していることを認識されているのか

お伺いいたします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  チョイソコみはまのシステムでは、ＡＩが最適な乗合わせと経路

を計算し複数人を効率的に目的地まで乗り合い送迎する仕組みとな

っておりますが、最初に予約した方を優先して運行しており、その

後、同じ体時間帯に予約した方は、行き先等が合えば乗り合いとな

り、合わないときは、まずは、希望時間の前後３０分以内の時間で

御案内するなど、幾つかの御提案をさせていただいております。  

しかし、それでも御希望に合わない場合は予約不成立となり、運

行 当 初 の ６ 月 は ２ ０ 件 あ り ま し た が 、 翌 月 以 降 は 徐 々 に 減 少 し て

き て お り 、 １ ０ 月 は ７ 件 で 予 約 数 に 対 す る 割 合 は 約 ０ ． ８ ％ と な

っております。  

今後も極力、不成立が発生しないよう、早めの予約を お勧めする

など、予約方法等の周知に努めてまいります。  

議   長  上道議員。  

  ４番   数字でお示しいただき大変ありがとうござい ます。  
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 なお欠落者が出ないように、行政のほうで指導をよろしくお願い

いたします。  

では、次に移ります。  

現在２台のバスで運行していますが、 丹生線の予約は断られる事

象 が 発 生 す る の で 、 ３ 台 に 戻 す お 考 え は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

お伺いいたします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  今までのコミュニティーバスにつきましては、３路線をそれぞれ

の時刻表に合わせて運行していたことから３台の車両で運行をして

おりました。  

一方、チョイソコみはまはデマンド運行となっておりまして、決

ま っ た 時 間 や 決 ま っ た 経 路 が な い た め 、 車 両 ２ 台 で 町 内 全 域 を 運

行しております。  

利用方法は、電話は２週間前から、インターネットは１週間前か

ら 受 付 可 能 で 、 当 日 も 利 用 の ３ ０ 分 前 ま で 受 付 可 能 で す が 、 予 約

不 成 立 の 方 の う ち 、 当 日 予 約 さ れ る 方 の 割 合 が 多 い 状 況 に あ る こ

と か ら 、 こ う し た こ と を 周 知 す る こ と で 予 約 不 成 立 の 割 合 は 、 ６

月当初に比べ徐々に減ってきている状況にございます。  

また、このチョイソコみはまは、公共交通手段の一つであり、こ

れ 以 外 に も 町 内 に は タ ク シ ー や 路 線 バ ス な ど 、 そ れ ぞ れ の 役 割 の

下 、 運 行 し て お り ま す の で 、 急 な 場 合 は タ ク シ ー を 利 用 す る な ど 、

使い分けをしていただければと考えております。  

また、乗り合い率につきましては、６月から１０月の平均で１．

４ １ 人 と な っ て お り 、 運 行 時 に １ 人 の 送 迎 に な る こ と が 多 い こ と

か ら 、 現 時 点 で は 車 両 ２ 台 で お お む ね 順 調 に 運 行 し て い る も の と

考えております。  

今後、台数につきましては、予約不成立の件数や乗り合い率など

の 状 況 を 注 視 し な が ら 、 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 議 論 し て ま い

りたいと考えております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

町民に周知されまして、欠落者のでないようにお願いいたします。  

では次、参りまして、安全に対して御質問をいたします。  
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 現在使用しているバスは、４輪駆動なのかどうかをお伺いいたし

ま す が 、 私 運 転 時 代 、 雪 道 に 非 常 に 苦 労 し た こ と を 覚 え て お り ま

す。  

どうかお答え願います。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  現在、チョイソコみはまで使用している車両につきましては、２

台のうち１台が４輪駆動でございます。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

早急に２台とも４輪駆動にされることをお願いいたし ます。  

次に参ります。  

現在使用しているバスにステップがついているのかどうかお伺い

いたします。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  現在、チョイソコみはまで使用している車両につきましては、２

台のうち１台にステップがついております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   これも、早急に２台ともステップをつけるように考慮いただきた

いと思います。  

次に参ります。  

高齢者のことや町民の安全性、利便性を考えると、ステップがつ

い て い な い 車 両 に つ い て は ス テ ッ プ を つ け る べ き だ と 考 え ま す が 、

どうしてつけないのか、回答を求めます。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  車両につきましては、町の所有ではなく各運行事業者の所有とな

っているため、修繕等におきましては事業者の負担となっておりま

すが、御意見を受けまして、事業者にはステップをつけていただく

よう引き続き要望をしてまいります。  

現在、ステップの対応につきましては、高齢者や体が不自由な方

な ど に 対 し 、 運 転 手 が ス テ ッ プ 台 を 置 い て 対 応 し て い る と こ ろ で

ございます。  

また、各車両には手すりも設置されておりますが、特に 乗降時の

安 全 確 保 に つ い て 十 分 に 注 意 し て い た だ く よ う お 願 い を し て お り
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 ます。  

今後も、引き続き利用者に対し思いやりのある親切な対応を心が

けるよう指導してまいります。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

安くても、利便性があっても、事故を起こしては何にもなりませ

ん 。 ぜ ひ 四 輪 駆 動 、 ス テ ッ プ を つ け る な ど 、 安 全 対 策 を お 願 い し

たいと思います。  

以上をもちまして、コミュニティーバスの質問を終わりま す。  

次、役場の状況についてお伺いいたします 。  

私、町民から、非常に役場の町民の人数について問われます。そ

れについて質問させていただきます。  

役場の退職者、休職者の数が増えていると、町民から心配の声を

お 聞 き し ま す 。 仕 事 や 職 場 環 境 に 悩 み 、 心 を 病 ん で し ま う 職 員 が

多 く い る の で は な い か と 危 惧 す る が 、 職 員 が 抱 え る 悩 み な ど の 相

談 窓 口 や ケ ア は ど の よ う に 取 り 組 ん で お る の か お 伺 い い た し ま す 。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  役 場 の 勤 務 状 況 に つ い て の 御 質 問 で ご ざ い ま す の で 、 私 の ほ う

から回答をさせていただきます。  

メンタルヘルス対策につきましては、美浜町人材育成基本方針に

基 づ き 、 ま た 、 厚 生 労 働 省 の 指 針 で 重 要 視 さ れ て い る ４ つ の ケ ア

を踏まえ、包括的かつ継続的、計画的に取り組んでおります。  

４つのケアの１つ目はセルフケアで、自分自身でストレスに気づ

き 、 適 切 に 対 処 す る た め の ス ト レ ス チ ェ ッ ク を 実 施 し 、 ま た 、 セ

ルフケアができるよう研修を実施しております。  

２つ目はライフケアで、管理職や上司が部下の変化を早急に察知

し 、 ま た 、 部 下 が 悩 み を 相 談 し や す い よ う な 環 境 を 整 え る ほ か 、

休職した職員の職場復帰支援などに努めております。  

３つ目の事業場内産業保健スタッフなどによる ケアにつきまして

は 、 職 員 で 構 成 す る 衛 生 委 員 会 や 総 務 課 の 健 康 管 理 担 当 職 員 に よ

り 、 職 員 の セ ル フ ケ ア や 管 理 職 に よ る ラ イ フ ケ ア が 適 切 に 行 わ れ

るよう支援をしております。  

また、衛生委員会において、令和４年度に復職支援プログラムを
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 作成し、今年度から運用を開始しており ます。  

４つ目の事業場外資源によるケアとしまして、職場以外の専門家

か ら の 支 援 が あ り ま す が 、 本 町 で は 、 外 部 の 医 師 に 産 業 医 を 委 託

し、専門的立場からの支援、助言、指導をいただいております。  

相談窓口としましては、産業医による健康相談を月１回開催して

お り ま す が 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 の さ ら な る 予 防 、 早 期 発 見 、 早

期 治 療 に つ な げ る た め 、 今 年 度 か ら 、 産 業 医 と の 連 携 の 下 、 保 健

師による相談も実施しております。  

また、相談は、職員からの希望によるものだけでなく、 不調を来

す 前 か ら の 相 談 の 勧 奨 な ど 、 所 属 長 と 連 携 し 、 職 員 の メ ン タ ル ヘ

ル ス 対 策 に は 危 機 感 を 持 っ て 取 り 組 ん で い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

私、嶺南４市町の役場、役所を訪ねまして、職員数、途中退職者、

休 職 者 の 数 を お 聞 き し て ま い り ま し た 。 以 後 、 こ れ に つ い て お 伺

いいたします。  

過去１０年ぐらいの途中退職者数はどのようになっているのか 、

お伺いたいいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  早 期 退 職 者 は 個 人 的 な 事 情 な ど 様 々 で 、 年 に よ っ て 変 動 が あ り

ますが、年平均５名程度となっております 。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ４市町の平均は２．７５人ですね。  

美浜町は多いと思われませんか。お伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  多 い 、 少 な い に つ き ま し て は 比 較 対 象 の 問 題 に な る か な と は 思

いますけれども、美浜町におかれましても、１０年平均を今申し上

げましたところで、先ほどの嶺南地域の平均というのは、半年度に

限った統計ではございませんでしょうか。  

そういった点を踏まえますと、現在、５名程度というのは、多い、

少 な い と い う 話 に な る と 、 な か な か 比 較 が し に く い と こ ろ か な と

いうふうに考えております。  

議   長  上道議員。  
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   ４番   美浜町の職員は何名でしょうか。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  美浜町の職員数につきましては１７４名 でございます。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ４市町の平均は、小浜市が入っておりますので２２０．２５人で

すね。  

１７４名のうちの５名って、これ、どう思われますでしょうか。

これは町民の方にまた委ねておきます。  

では、次に参ります。  

退職理由は様々だと思いますが、社会的にも人材不足が問題にな

り 、 人 材 の 確 保 が 難 し く な っ て い る 中 で 、 役 場 の 人 材 不 足 は 住 民

サービスにも直結する大きな問題であります。  

数年かけて、各課で行政担当者として育ってきた人材が辞めてい

く の は 行 政 組 織 に と っ て も マ イ ナ ス だ ろ う と 思 い ま す 。 町 民 に と

ってもマイナスであります。  

行政は、途中退職者の問題をしっかりと直視して対策を行ってい

るのかどうかをお伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  早 期 退 職 に つ き ま し て は 、 本 町 に 限 ら ず 、 厚 生 労 働 省 の 令 和 ４

年度雇用動向調査結果によりましても、全国的にも離職者が入職者

を上回っており、特に２０代の若者で転職・入職が多くなっており

ます。  

また、総務省の労働力調査では、自分の都合のよい時間に働きた

い と の 理 由 で 非 正 規 職 員 に な っ た 人 が 増 加 す る な ど 、 柔 軟 な 働 き

方を重視する人が増加しているという結果も出ております。  

本町におきましても、将来にわたり必要な行政サービスを提供す

る た め に は 、 地 域 行 政 を 担 う 職 員 と し て ふ さ わ し い 資 質 を 持 っ た

人 材 の 育 成 ・ 確 保 は ま す ま す 重 要 で あ る と 認 識 し て お り 、 職 員 の

仕 事 へ の モ チ ベ ー シ ョ ン の 維 持 向 上 や 働 き や す い 職 場 づ く り 、 選

考 採 用 の 工 夫 な ど 、 早 期 離 職 の 防 止 と 人 材 育 成 ・ 人 材 確 保 対 策 に

危機感を持って取り組んでいるところでございます。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  
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 では、次に参ります。  

休職者の状況はどのようになっているのか、仕事・職場環境によ

る も の や 、 産 休 な ど に 分 類 し 、 課 題 に つ い て 対 応 で き て い る か お

伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  休 職 の 状 況 に つ き ま し て は 、 育 児 休 業 に よ る も の や 病 気 等 の 事

由により休職している職員がおりますが、休職事由の把握はできて

おるところでございます。  

休職者に対しては、月に１回程度連絡を取り、職員の状況の確認

と把握に努めております。  

特に、メンタルヘルスの不調による長期休職の場合は、復職支援

プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、 所 属 長 を は じ め 産 業 医 、 主 治 医 、 家 族 等 関

係 者 と 連 携 を 図 り な が ら 、 療 養 中 の ケ ア は も と よ り 、 復 職 の 支 援 、

復 職 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ と 再 発 防 止 に 対 応 し て い る と こ ろ で ご ざ

います。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

今、休職ですが、４市町の休職者は１．７５人です。これは産休

を 除 い た 数 で す け れ ど も 、 美 浜 町 は 数 字 で は 表 せ ま せ ん か 。 お 伺

いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  美 浜 町 の 現 在 の メ ン タ ル の 病 気 に よ る 休 職 者 は ２ 名 で ご ざ い ま

す。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

では、次に参ります。  

有休や夏季休暇などの状況はしっかり取得 できているのかお伺い

いたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  職 員 休 暇 の 付 与 日 数 は 、 年 次 有 給 休 暇 が 年 間 ２ ０ 日 間 、 夏 季 特

別休暇が３日間です。  

昨年度の休暇の取得状況につきましては、年休が８日間、夏季特

別 休 暇 が ２ ． ５ 日 と な っ て お り 、 休 暇 を 取 得 し や す い 職 場 の 雰 囲
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 気 、 環 境 づ く り な ど 、 年 休 取 得 促 進 の 取 組 な ど に よ り 、 取 得 日 数

は年々増加しているところでございます 。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

では、次に参ります。  

イベントなど休日出勤が多く、仕事を抱え過ぎている職員はいな

い の か 。 サ ー ビ ス 残 業 や 長 時 間 労 働 を 抑 制 す る の に ど の よ う な 取

組を行っているのかお伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  職 員 が イ ベ ン ト な ど の 休 日 出 勤 を し た 場 合 に つ き ま し て は 、 計

画的に振替休暇を取得させ、しっかり休息できるよう体制づくりに

努めております。  

町では、職員の体と心を健康に保ち、増進することこそ人材育成

の 基 本 と 考 え て お り 、 職 員 一 人 一 人 が 意 欲 を 持 っ て 働 く た め に 、

長 時 間 労 働 の 抑 制 や 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 促 進 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立 、

支 援 の 取 組 と い っ た ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 取 れ た 働 き 方 は 、

子 育 て 世 代 は も ち ろ ん の こ と 、 全 て の 職 員 に 共 通 し て 非 常 に 重 要

なことで、組織を挙げて積極的に推進しております。  

時間外勤務の縮減と適正化に向けては 、管理監督職員が常に部下

職 員 の 仕 事 の 状 況 を 把 握 し 、 適 時 適 切 に 応 援 体 制 を 整 え る よ う 努

め る と と も に 、 時 間 外 勤 務 の 命 令 、 申 請 ル ー ル の 徹 底 を 図 る な ど 、

組織的に取り組んでおります。  

特に、昨年度は、毎週水曜日に全庁一斉退庁 デー、ノー残業デー

を 設 置 ・ 強 化 し 、 午 後 ６ 時 ま で の 退 庁 、 消 灯 を 徹 底 す る と と も に 、

管 理 監 督 職 員 は 、 特 別 な 場 合 を 除 き 、 午 後 １ ０ 時 以 降 や 時 間 外 勤

務 命 令 の 月 の 上 限 を 超 え る 命 令 は し な い な ど 、 時 間 外 勤 務 縮 減 の

取 組 を 強 化 し た こ と に よ り 、 昨 年 度 の 残 業 時 間 は 減 少 傾 向 に あ り

ます。  

また、この１０月からは、時間外勤務の抑制 とワーク・ライフ・

バ ラ ン ス の 推 進 を 図 る た め 、 時 差 出 勤 勤 務 制 度 を 創 設 、 試 行 運 用

す る と と も に 、 職 員 の 意 識 醸 成 と 効 率 的 な 事 務 事 業 の 遂 行 を 図 る

ため、職員研修も併せて実施しているところでございます。  

議   長  上道議員。  
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   ４番   ありがとうございました。  

次に参ります。  

美浜町の職員は美浜町を支える人材でありますから、よい職場環

境で、健康的に職務を遂行してもらいたいと願っております。  

職員の、勤務実態調査の結果を踏まえた美浜町役場の働き方改革

を 進 め て も ら い た い の で す が 、 現 状 、 働 き 方 改 革 は ど の よ う に 進

んでいるのかお伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  本 町 で は 、 美 浜 町 人 材 育 成 基 本 方 針 に 基 づ き 職 員 の 人 材 育 成 に

取り組んでおりますが、働き方については、特に職員の能力を生か

す上で重要であることから、人材育成基本方針にも明確に位置づけ

されているところでございます。  

ワーク・ライフ・バランスの取れた働き方の実現に向け、過重労

働 の 抑 制 や 時 間 外 勤 務 の 縮 減 と 休 暇 取 得 の 促 進 、 健 康 づ く り に 対

する意識の強化、メンタルヘルス対策等に取り組んでおります。  

これまでから、仕事と子育てを両立できるよう育児休暇などを取

得 し や す い 環 境 づ く り に も 努 め て き ま し た が 、 近 年 は 、 育 児 短 時

間 勤 務 や 部 分 休 業 、 男 性 の 育 児 休 業 な ど 、 多 様 な 働 き 方 を す る 職

員も増えております。  

そのほかにも、取組の一例としまして、業務効率化のためのＲＰ

Ａ の 導 入 や 時 差 出 勤 制 度 、 テ レ ワ ー ク の 試 行 運 用 、 休 暇 の 取 得 促

進 を 全 庁 共 通 目 標 に 掲 げ 取 り 組 む な ど 、 推 進 す る 上 で は 、 役 場 全

体 の 働 き 方 を 分 析 し 、 ま た 、 職 員 の ニ ー ズ を 踏 ま え な が ら 進 め て

いるところであります。  

引き続き職員の意見に耳を傾け、問題点を把握し、検証するとと

も に 、 行 政 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 や 情 報 の 収 集 に 努 め 、 適 時 対 応

してまいりたいと考えているところでございます。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

では、次の質問に入らせていただきます。  

これも町民からたくさんの御意見をいただいております。  

ＪＡマーケットの跡について。  

町の高齢者は急激に増加していますが、ところが、高齢者が気軽
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 に 買 物 に 行 け る 店 は 町 に は ご ざ い ま せ ん 。 Ｊ Ａ マ ー ケ ッ ト が 閉 店

に な っ た と き に 、 た く さ ん の 高 齢 者 か ら 不 便 に な っ た と 聞 い て お

ります。  

町としてマーケットに代わる企画を提案する考えはございません

でしょうか、お伺いいたします。  

議   長  産業政策課長。  

産業政策課長  それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。  

ＪＡに確認したところ、マーケットではかなり前から赤字となり、

経 営 が 厳 し い 状 況 が 続 い て お り 、 経 営 改 善 に 努 め て き た も の の 、

経 営 が 困 難 と の 判 断 に よ り 閉 店 に 至 っ た と い う ふ う に 聞 い て お り

ます。  

現在、マーケット近辺では、２つのドラッグストアが日常の買物

が で き る 店 舗 と し て 多 く の 町 民 が 利 用 さ れ て い る と い う ふ う に 考

えております。  

こうした実情もあり、マーケットの閉店により不便になったとの

声 も 聞 き ま す が 、 こ の 施 設 、 マ ー ケ ッ ト 施 設 の 商 業 施 設 等 と し て

の 利 活 用 に つ き ま し て は 民 間 の 経 営 判 断 に 委 ね る べ き と 考 え て お

ります。  

なお、高齢者の買物の利便性を図るべく、民間事業 所では移動店

舗 や 買 物 バ ス を 実 施 し て い る ほ か 、 社 会 福 祉 協 議 会 で は ボ ラ ン テ

ィアによる買物支援も実施されているところでございます。  

町といたしましては、チョイソコの利用等、公共交通の充実を図

る こ と で 、 高 齢 者 の 買 物 な ど 、 交 通 手 段 の 確 保 に 努 め て い き た い

というふうに考えております。  

議   長  上道議員。  

  ４番   ありがとうございます。  

社会福祉協議会さんに買物をお願いすると、たしか町内でしか買

物 し て い た だ け な い で す ね 。 今 ま で 農 協 で 買 物 を し て い て 、 そ の

お 金 を 預 け る 際 に も 、 農 協 の ポ イ ン ト カ ー ド を 預 け れ ば 口 座 か ら

引 き 落 と し て い た だ け る と い う シ ス テ ム だ っ た と 思 う ん で す け ど

も 、 そ れ が な く な っ た と い う こ と で 、 非 常 に 不 便 を 感 じ て お り ま

す。  

ぜひ産業政策課さんで先頭を切って希望を募っていただきたいと
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 思います。  

以上で私の質問を終わらせていただきます。ありがとうござい ま

した。  

議   長  以上で上道議員の一般質問を終わります。  

次に、９番、川畑忠之議員の一般質問を許します。  

川畑議員。  

  ９番   先日、行政ＤＸの推進をするために、役場職員による行政ＤＸの

研修会がありました。内容があまりにもよかったので議員にも声が

かかり、２回目の研修会が行われました。  

そのとき、議会としては、細かい内容を聞きたいので、議員だけ

の 資 料 を 、 意 見 交 換 を す る 研 修 会 を 開 き た い と い う こ と で 、 先 月

の 定 例 会 が 始 ま っ た 昼 か ら 、 ２ ７ 日 に 講 師 を 招 い て 研 修 会 を 開 き

ました。  

その内容で、２つの問題点でいい回答をもらったので、少し聞い

て い た だ き た い と 思 い ま す 。 町 長 や ら 副 町 長 、 三 役 は ぜ ひ と も 聞

いてほしい。  

１つ目は、議会ＤＸの推進としてペーパーレス化に挑み、このタ

ブ レ ッ ト を 導 入 し ま し た 。 ２ 年 が た ち ま す が 、 い ま だ に 紙 と タ ブ

レ ッ ト を 併 用 し て い る わ け で あ り ま す が 、 い つ に な っ た ら 紙 を な

く し て タ ブ レ ッ ト だ け に で き る の か 、 最 終 、 終 着 点 は ど こ な の か

と い う こ と を そ の 講 師 に 聞 き ま し た ら 、 紙 は な く さ な く て も い い

のではないかということの結果をもらいました。そうなのかと。  

完全にペーパーレス化にしても、どうしても紙が要ることがある

の で 、 紙 が あ っ て も 不 思 議 で は な い の で 、 そ れ よ り 紙 の 費 用 を ど

う す る か の 議 論 の ほ う が 大 事 で は な い か と い う こ と を 言 わ れ ま し

たので、なるほどなということが確認できました。  

政務調査費で出せれば解決するのではないかと言っていますけど、

我 々 に は 政 務 調 査 費 は あ り ま せ ん の で 、 そ れ は ま た 別 と し て 、 今

後 、 議 論 し て い き た い と 思 い ま す が 、 ２ つ 目 が 、 こ の タ ブ レ ッ ト

の 使 い 方 で 、 行 政 の タ ブ レ ッ ト と 一 緒 に な っ て い る の で 、 セ キ ュ

リ テ ィ 対 策 の た め に ロ ッ ク キ ー が か か っ て い て 思 う よ う に 使 え て

い な い の で 、 こ の ま ま で い い の か と ち ょ っ と お 聞 き し ま し た ら 、

行 政 タ ブ レ ッ ト の セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 と を 別 に し て 、 議 会 の タ ブ
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 レ ッ ト の 使 用 頻 度 を 上 げ る こ と が 大 事 で 、 そ う す る こ と で 議 会 活

動 が 広 が っ て い く の で は な い か と 言 わ れ ま し た の で 、 行 政 だ け の

使用にしては、議会は議会だけの使用にするべきだと。  

宝の持ち腐れではないかと言われるようなことはしないほうがい

い と 言 わ れ ま し た の で 、 現 在 の Ｗ ｉ － Ｆ ｉ を 行 政 の Ｗ ｉ － Ｆ ｉ だ

け に し て 、 議 会 は フ リ ー Ｗ ｉ － Ｆ ｉ に し た り と か 、 タ ブ レ ッ ト 端

末 は セ ル ラ ー モ デ ル 使 用 な の で 、 無 制 限 使 用 に す る と か っ て い う

方 法 を 考 え な が ら 、 考 え る 時 期 に 来 て い る と い う こ と を 御 承 知 お

願いしたいという要望でございます。  

それでは、私の一般質問に入ります。  

今年初めに、総合振興計画に伴う各計画書が出されています。  

１つ目に、新規計画の美浜町にぎわい創出事業計画、２つ目に、

見直 し の 美浜 町 地 域福 祉 計 画（ 第 ３ 次）、 ３つ 目 に、 見 直し の 第 ４

次 美 浜 町 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 に つ い て で す が 、 そ れ ぞ れ お 聞 き

していきたいと思いますのでよろしくお願いします。  

まず、美浜町のにぎわい創出事業計画について質問いたします。  

今年の３月に策定された美浜町にぎわい創出事業計画とは、美浜

町 が ま ち の 中 心 部 で あ る 美 浜 駅 周 辺 の に ぎ わ い を 創 出 す る た め に

策定した事業計画であります。  

令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間として、３つ

の テ ー マ を 掲 げ て 、 に ぎ わ い 創 出 に 取 り 組 む こ と を 目 標 と し て い

ま す 。 こ の 美 浜 町 に ぎ わ い 創 出 事 業 計 画 の 愛 称 は 、 美 浜 町 シ ナ プ

ス計画と呼ばれています。  

この計画は、道の駅若狭美浜はまびよりを核として、ＪＲ美浜駅

か ら 美 浜 町 生 涯 学 習 セ ン タ ー な び あ す ま で の エ リ ア を に ぎ わ い ゾ

ー ン と 定 め 、 そ こ に 学 び と 挑 戦 、 優 し い 回 遊 空 間 、 共 創 の ３ つ の

テ ー マ に 基 づ く 施 策 を 実 施 す る こ と で 、 に ぎ わ い の 創 出 を 目 指 す

ものであります。  

シナプスとは、脳を構成する神経細胞のニュートロンと、次につ

な が る ニ ュ ー ト ロ ン と の 間 の 神 経 接 合 部 の こ と で 、 情 報 伝 達 の 役

割 を 担 っ て い ま す 。 シ ナ プ ス 計 画 の 名 称 は 、 こ の シ ナ プ ス の 働 き

を イ メ ー ジ し 、 様 々 な 人 々 が 交 わ り 、 つ な が り 、 新 た な ア イ デ ア

が 生 ま れ る こ と で 、 美 浜 町 の に ぎ わ い が 創 出 さ れ る こ と を 願 っ て
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 つけられました。  

この計画の策定に当たっては、町民や応援人口、企業等、様々な

立 場 の 方 々 か ら 意 見 を 募 集 し 、 町 民 参 加 型 の 計 画 策 定 プ ロ セ ス を

進めてきました。  

まちは、今年の１０月２８日から１１月１２日の間で、美浜町を

つ な ぐ 地 域 最 大 の 新 お 祭 り イ ベ ン ト と し て 、 美 浜 つ な が る フ ェ ス

タを開催しました。  

第１弾として、なびあすアートフェタ２０２３文化交流祭の開催

と 、 コ ラ ボ イ ベ ン ト と し て 、 み は ま シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト と 、 北

陸 新 幹 線 敦 賀 開 業 記 念 イ ベ ン ト を 開 催 し 、 第 ２ 弾 は 、 は ま な び フ

ェ ス タ ２ ０ ２ ３ の 開 催 と 、 コ ラ ボ イ ベ ン ト と し て 、 な び ゲ ー ラ ン

ドを開催しました。  

道の駅若狭美浜はまびよりの会場と、美浜町生涯学習センターな

び あ す 会 場 を 結 ん だ に ぎ わ い ゾ ー ン と 言 わ れ て い る 区 間 で の 開 催

であります。  

これまでにない大規模のイベント開催でありましたが、計画して

実行に移したその結果はどのような評価なのか、伺います。  

議   長  町長。  

町   長  冒頭、ＤＸの推進につきまして、２点ほど御提案をいただいたと

ころでございます。非常に重要な観点かと思います。  

これからの推進に当たりまして参考にさせていただきたいなとい

うふうに思ってございます。  

さて、美浜つながるフェスタにつきまして、その詳細についての

御 質 問 い た だ い た わ け で ご ざ い ま す け ど も 、 御 紹 介 い た だ き ま し

た と お り 、 美 浜 町 で は 、 美 浜 駅 か ら な び あ す ま で の 一 帯 を に ぎ わ

い ゾ ー ン と 位 置 づ け ま し て 、 誰 も が 楽 し く 集 い 、 交 流 が 進 む 活 性

化 の 拠 点 、 こ れ を 目 指 し て お り ま し て 、 美 浜 駅 や 駅 前 広 場 の 整 備 、

道の駅、観光農園等の施設を整備してきたところでございます。  

こうした施設の機能を生かしながら、相互連携によります回遊性

に 富 ん だ 利 活 用 が 進 め ば 、 新 た な に ぎ わ い の 創 出 に つ な が る も の

と、このように考えているところでございます。  

その役割を担う取組といたしまして、今回、町民主体の発想、企

画 に よ り ま す 、 美 浜 つ な が る フ ェ ス タ を 実 施 し た と こ ろ で ご ざ い
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 ま し て 、 こ の フ ェ ス タ に よ り ま し て 、 新 た な 人 の 流 れ や に ぎ わ い

が 生 ま れ た こ と か ら 、 目 的 達 成 に つ な が る 成 果 や 課 題 な ど が 得 ら

れたというふうに考えているところでございます。  

そうした意味で、このフェスタの実施は大きな意義があったと考

え て お り ま し て 、 引 き 続 き こ の エ リ ア で 展 開 し て お り ま す シ ナ プ

ス プ ロ ジ ェ ク ト と と も に 、 学 び や 人 づ く り を 主 眼 と い た し ま す に

ぎ わ い の 創 出 に 努 め て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。  

成果の詳細につきましては、担当課長からお答えをさせていただ

きます。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、美浜つながるフェスタの評価につきまして、お答えさ

せていただきます。  

なびあすと道の駅はまびよりをつなぐにぎわいゾーンを中心に、

人 や も の 、 魅 力 な ど を 縦 横 無 尽 に 掛 け 合 わ せ る こ と で 、 ま ち な か

の 回 遊 性 を 高 め 、 多 く の 人 が 集 い 、 交 流 が 広 が り 、 人 と 人 、 地 域

と 地 域 が つ な が る こ と で 、 さ ら な る ま ち の に ぎ わ い を 創 出 す る 原

動 力 と な る よ う 、 ４ つ の イ ベ ン ト が 連 携 し ま し て 、 美 浜 つ な が る

フェスタを開催いたしました。  

当日は、各イベント会場での催しをはじめ、各会場をつなぐよう

に 配 置 い た し ま し た キ ッ チ ン カ ー や 、 Ｂ － １ グ ラ ン プ リ 優 勝 団 体

の 出 展 、 ス タ ン プ ラ リ ー の 実 施 、 子 供 た ち に よ る 駄 菓 子 屋 の 出 店

な ど が 好 評 を 博 し 、 多 く の 家 族 連 れ や 買 い 物 客 の 回 遊 に つ な が り 、

イ ベ ン ト 同 士 の 相 乗 効 果 も あ り ま し て 、 期 間 中 に は 町 内 外 か ら 約

１万５，０００人の来場者でにぎわったところでございます。  

特に、子供たちによります駄菓子屋につきましては、小学生のふ

る さ と 元 気 フ ォ ー ラ ム で 提 案 の あ っ た 内 容 で ご ざ い ま し て 、 子 供

た ち が 主 体 と な り 、 店 内 の 飾 り つ け や 接 客 販 売 、 呼 び 込 み な ど に

も 取 り 組 み 、 大 盛 況 と な っ た わ け で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 、 ま ち

づ く り に 向 き 合 う 子 供 た ち の 意 識 の 醸 成 に つ な が っ た も の と 考 え

ております。  

これらのイベントは、地域住民によるワークショップや、町内の

若 者 世 代 を 中 心 と い た し ま す 実 行 委 員 会 が 主 体 と な り ま し て 行 わ

れ た も の で ご ざ い ま し て 、 活 力 あ る 協 働 の ま ち づ く り や 、 若 者 、
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 子 育 て 世 代 に 魅 力 あ る 住 環 境 づ く り に つ な が り 、 ま ち が 抱 え る 人

口減少対策や地域力向上等につながったものと考えております。  

今後、おのおののイベントの相乗効果によりまして、にぎわいゾ

ー ン 全 体 に 人 の 流 れ が あ ま ね く 広 が る 工 夫 、 ま た 、 持 続 的 な に ぎ

わ い 創 出 に つ な が る 仕 組 み づ く り な ど 、 様 々 な 課 題 も あ る と 考 え

て お り ま す の で 、 関 係 者 の 意 見 を 踏 ま え ま し て 、 よ り 機 動 力 の あ

るイベントとなるように努めてまいりたいと考えております。  

今後も、にぎわいゾーンを構成する道の駅などの施設の機能や、

回 遊 性 を 生 か し ま し て 、 官 民 協 働 に よ る 新 た な に ぎ わ い 創 出 の ほ

うに努めていきたいと思います。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   町長の答弁では、今までにないフェスタイベントを開催した中で、

大変集客があり大成功だったということを言われたので、私も感じ

ておりますけど、私も１人の町民として会場に足を向けまして、体

験させてもらいましたが、大変にぎわいのある空間だと思っており

ます。  

なびゲーランドに行ったときに、ちょうど最終日やったんですけ

ど 、 雨 が 降 っ と り ま し て 、 ど っ か 入 れ る と こ ろ を 探 し ま し た け ど 、

大 変 苦 労 し た 思 い が あ る ん で す け ど 、 い つ も な ら 、 こ の 出 店 か ら

買 っ た も の を 食 べ る テ ー ブ ル と 椅 子 が あ り 、 ゆ っ く り 食 べ な が ら

次 の 選 択 が で き る と い う 会 場 が あ っ た よ う に 思 う ん で す け ど 、 今

回 、 長 椅 子 し か な く て 、 食 べ づ ら か っ た と い う か 、 椅 子 に 座 り な

が ら も の を 持 っ て 食 べ る っ て い う の は 、 私 だ け 食 べ づ ら か っ た ん

か な あ と い う 気 は す る ん で 、 キ ッ チ ン カ ー の と こ ろ に も テ ー ブ ル

と 椅 子 っ て い う の は あ ま り な か っ た よ う に 思 う ん で す け ど 、 今 後

ど の よ う に 検 証 し て い く の か 楽 し み な の で 、 い ろ い ろ と お 願 い し

たいと思います。  

今回、各会場でつなぐキッチンカーの出店、スタンプラリーの実

施 、 子 供 た ち に よ る 駄 菓 子 屋 の 出 店 な ど で 、 期 間 中 に は 、 町 内 外

か ら 今 言 い ま し た １ 万 ５ ， ０ ０ ０ 人 の 来 場 者 が あ っ た と 、 に ぎ わ

ってあったという回答がありました。  

なかなかこんなに集まりませんよね、普通１万５，０００人なん

て。大変成功したと私も感じております。  
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 特に、子供たちが活躍する場が多くあったと思います。これは教

育 長 も そ う 感 じ て も ら え な あ か ん と 思 い ま す け ど 、 子 供 た ち は 大

変いい経験ができたと感じられます。  

常に学校教育のことを考えている関係者が、子供たちが社会教育

の 場 に 出 て い く 手 助 け を す る こ と で 、 こ れ ほ ど の 楽 し い 体 験 を す

る こ と が で き た の は 、 す ば ら し い 取 組 だ と 強 く 感 じ て お り ま す の

で、今後も期待しています。  

そして、町民によるワークショップや、若者世代を中心とする実

行 委 員 会 が 主 体 と な っ て 行 わ れ た こ と が 、 魅 力 あ る 美 浜 町 を ア ピ

ー ル で き た の で は な い か と 思 い ま す し 、 現 在 、 ９ ， ０ ０ ０ 人 を 割

っ た 人 口 の ま ち に な り ま し た が 、 こ の こ と が 起 爆 剤 と な り 、 ま ち

が抱える人口減少対策につながることを信じております。  

にぎわいゾーンを中心にしたこの事業を、今後も評価して、毎年

よ り よ く し て 、 定 着 す る よ う に 進 め て い き た い と 思 い ま す 。 来 年

もやりますよね。  

次の質問に行きます。  

２番目のはまなびフェスタでのなびあすカフェ閉店室の利用につ

い て で す が 、 ９ 月 の 定 例 議 会 で 、 な び あ す カ フ ェ の 閉 店 を 聞 き ま

した。  

今回の美浜つながるフェスタ、はまなびフェスタのイベント中に

は、この施設は来場者用の休憩施設として利用されました。  

利用効果はどのように検証しているのか伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

現在、なびカフェは、図書館に来館した学生の飲食スペースや公

演 時 の お 客 様 の 休 憩 場 所 と し て 、 ま た 、 会 議 や ミ ー テ ィ ン グ の 場

所としても利活用しております。  

美浜つながるフェスタの際にも、キッチンカーや飲食ブースが連

日 多 数 設 置 さ れ ま し た が 、 室 内 の 自 由 な 飲 食 ス ペ ー ス が な び カ フ

ェ 以 外 に は な か っ た た め 、 た く さ ん の 方 に 御 利 用 い た だ く こ と が

で き ま し た 。 ま た 、 飲 食 ス ペ ー ス と し て 開 放 し た こ と で 、 み は ま

シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト や 、 は ま な び フ ェ ス タ の 来 場 者 が な び あ す

ア ー ト フ ェ ス タ ２ ０ ２ ３ 文 化 交 流 祭 や 、 な び ゲ ー ラ ン ド に も 御 参
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 加 い た だ く こ と が で き 、 つ な が る フ ェ ス タ の パ イ プ 的 役 割 を 担 え

たと考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   キッチンカーや飲食ブースが連日多数設置され、大変 ににぎわっ

たため、うまく利用できたということはよく分かりました。よかっ

たと思います。  

今後は、室内に自由な飲食スペースがない、なびあすではうまく

い か な い と 思 う ん で す が ね 、 ど の よ う に 町 民 が 利 用 し て い く か を

考 え て も ら っ て 、 や っ て い っ て も ら い た い と い う 気 持 ち で ご ざ い

ます。よろしくお願いします。  

次の質問に移ります。  

３番目のなびあすカフェ閉店後の利用についてですが、公演やイ

ベ ン ト 時 の 弁 当 や パ ン の 販 売 、 カ ッ プ 式 自 動 販 売 機 を 設 置 し て 、

な び あ す 利 用 者 の 利 便 性 向 上 に 努 め る と の 考 え で す が 、 そ も そ も

障 害 者 と 健 常 者 が 日 常 的 に 触 れ 合 い な が ら ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と し

て 利 用 し て い た 場 所 を 、 指 定 管 理 者 の は こ べ の 家 が 営 業 で き な く

な っ た 理 由 で 、 約 １ ０ 年 間 営 業 し て き た カ フ ェ を 簡 単 に 取 り や め

てもいいものなのか伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  御承知のとおり、現在、公演、イベント時のお弁当やパンの販売、

カップ式自動販売機を設置するなど、利用者の利便向上に努めなが

ら、お客様のニーズに対応できるよう、いろいろな活用方法につい

て検討しているところであります。  

カフェだけでなく、飲食物を扱ったサービスを提供するためには、

そ の 施 設 に 食 品 衛 生 責 任 者 を 置 く 必 要 が あ り 、 現 在 、 生 涯 学 習 推

進 課 職 員 ２ 名 が そ の 資 格 を 取 得 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 食 品 衛

生 責 任 者 が い る こ と で 、 常 温 保 存 で 日 持 ち す る 缶 、 瓶 、 ペ ッ ト ボ

ト ル の 販 売 や 、 加 工 食 品 、 焼 き 菓 子 な ど の 販 売 を す る こ と が で き

ま す 。 ま た 、 保 健 所 に 届 出 を す れ ば 、 お 弁 当 や パ ン の 販 売 も 可 能

となります。  

今後は、生涯学習の一環として、若者を応援するチャレンジショ

ッ プ も 視 野 に 入 れ な が ら 、 な び カ フ ェ で で き る こ と の 可 能 性 を 模

索し、お客様のニーズに対応できるよう努めてまいります。  
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 議   長  川畑議員。  

  ９番   生涯学習課の職員が、もう何もかもやったら大変やと思いますね。

日常の仕事もできなくなるかもしれんので。そういうことは、専門

家にお願いしたほうがいいとは思うんですけど。  

追加で話を、もう聞かないとこうと思っていましたけど、これだ

け は ち ょ っ と お 聞 き し た い の は 、 も し 、 前 任 者 の は こ べ の 家 が も

う 一 回 や り ま す よ と い う ふ う な こ と を 言 っ て き た ら ど う す る の か 、

そこだけちょっと教えてください。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  はこべの家がまた再開できるという場合におきましては、指定管

理の申請をしていただき、経営可能と判断すれば可能となります。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   なかなか自分からできないってことを言ってきたはこべの家です

ので、なかなかできないとは思いますけど、そういうチャンスがあ

れば、また、どしどし上げてもらいたいと思いますので、よろしく

お願いします。  

次の質問に行きます。  

４番目の役場庁舎隣接の伊牟移神社周辺に歩道を設け、カフェの

再開はできないか。  

なびあすや図書館から歩いて役場に出向いたり、そこからはあと

ぴ あ の 子 育 て 支 援 セ ン タ ー に 移 動 で き る 方 法 は 、 ど う し て も 車 で

移 動 し て し ま う ほ ど 距 離 が あ り 、 特 に 子 供 連 れ や お 年 寄 り に は き

つく感じる経路であります。  

この区域は、町がにぎわいゾーンの一角とするのかなら、なびあ

す や 役 場 庁 舎 、 は あ と ぴ あ 区 域 は 、 駅 か ら 来 た 人 に も 行 っ て ほ し

い 経 路 で あ り ま す 。 そ う な る と 、 役 場 庁 舎 周 り の 利 便 性 を 考 え て

しまいます。  

役場庁舎がこの場所に建設されたのは、隣接する伊牟移神社があ

る こ と も 理 由 に あ り ま す 。 役 場 庁 舎 は 、 平 成 ４ 年 の １ ２ 月 に 落 成

し 、 今 年 で ３ １ 年 が 経 過 し た た め 、 老 朽 化 が 激 し く 、 現 在 改 修 工

事 が 実 施 さ れ て い ま す 。 こ の ３ １ 年 間 に 、 伊 牟 移 神 社 の 整 備 が さ

れ た か と い う と 、 記 憶 に な い ほ ど そ の ま ま の 状 態 で ３ １ 年 が 経 過

しています。  
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 役場庁舎の改修工事が現在進行中であるのに、神社はそのままで

い い の か 。 神 社 周 辺 も 老 朽 化 が あ る と 思 い ま す が 、 役 場 庁 舎 の 景

観 を よ く し よ う と 思 う と 、 一 心 同 体 の 神 社 を き れ い に し な く て も

い い の か 。 神 社 は 神 社 庁 が あ る た め 行 政 の 判 断 で 改 修 で き る も の

ではありませんが、方法はあると考えます。  

そして、役場庁舎の西側出口からだと、なびあすの図書館の東側

出 口 か ら 合 流 し て 、 そ の ま ま 南 側 の 伊 牟 移 神 社 の 境 内 を 突 っ 切 る

か 、 あ る い は 周 辺 及 び は あ と ぴ あ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 裏 の 方 面 に

新 た な 歩 道 を 新 設 し て 、 往 来 が で き る よ う に 仕 上 げ て し ま う ほ う

が 、 な び あ す 、 役 場 庁 舎 、 は あ と ぴ あ の 移 動 が 便 利 に な る と 感 じ

ています。  

それで、なびカフェの代わりに、その区域一帯のどこかの一角に

カ フ ェ を 新 設 す る こ と に よ り 、 今 ま で の な び あ す だ け の 交 流 で は

な く 、 は あ と ぴ あ 、 役 場 庁 舎 、 図 書 館 、 な び あ す と い っ た に ぎ わ

い ゾ ー ン に よ る 町 民 サ ー ビ ス が よ り よ く で き る の で は な い か と 考

えますが、意見をお伺いします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答え

させていただきます。  

現在、小学生をはじめ、美方高校生、福井大学生が本町の課題を

提 案 と し て ま と め る 、 み ん な で ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト の 中 で 、

学 生 が 気 軽 に 集 ま れ る カ フ ェ を テ ー マ に 検 討 が 進 め ら れ て い ま す 。

ま た 、 小 学 生 に よ る ふ る さ と 元 気 フ ォ ー ラ ム に お い て も 、 空 き 家

を 活 用 し た カ フ ェ の 提 案 を い た だ い て お り ま す が 、 こ れ ら の ニ ー

ズ は 、 み ん な が 気 軽 に 立 ち 寄 れ る 場 所 を 望 ん で い る も の で あ る と

考えております。  

町といたしましては、検討の中の議論を見守る中で、その実現の

可能性を考えていきたいと考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   説明は核心を突いているので、うれしい回答だと感じます。  

若者が何かをやりたいと思っていることを吸い出し、検討する場

を 与 え 、 見 守 り な が ら 実 行 で き る こ と を 手 助 け す る 回 答 に 、 う れ

しく思います。  
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 しかし、私の言っている質問要旨に答えていない箇所があります

が 、 も う 一 度 言 い ま す よ 。 役 場 庁 舎 の 西 側 出 口 か ら と な び あ す の

図 書 館 の 東 側 出 口 か ら 合 流 し て 、 そ の ま ま 南 側 の 伊 牟 移 神 社 の 境

内 を 突 っ 切 る か 、 あ る い は 周 辺 を 横 切 り 、 は あ と ぴ あ 子 育 て 支 援

セ ン タ ー の 裏 の 方 向 に 新 た な 歩 道 を 新 設 し 、 往 来 が で き る よ う に

つ な げ て し ま う ほ う が 便 利 に な る ん じ ゃ な い か と い う こ と の 回 答

はできますか。お願いしたいです。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問についてお答えをさせていただきま

す。  

はあとぴあを含みますにぎわいゾーンにあります施設をつなぐと

い う 点 で 、 道 、 歩 道 と い う の は 方 法 の 一 つ で あ る と 考 え て お り ま

す が 、 さ ら に 今 、 魅 力 の あ る も の が あ れ ば 道 と し て の 機 能 と い う

ものはさらに高まるということで考えております。  

現在、にぎわいゾーンの活性化につきまして、住民等によるワー

ク シ ョ ッ プ で あ っ た り 、 様 々 な と こ ろ で 御 意 見 等 を い た だ い て お

り ま す し 、 は あ と ぴ あ と か な び あ す 、 そ れ ら の 利 用 者 等 の 御 意 見

等 も お 聞 き す る 中 で 、 そ の 中 で ニ ー ズ を 捉 え ま し て 考 え て い き た

いと思います。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   今答えられた、そのワークショップという、このワークショップ

という組織は大変いいですね。  

これはやっぱり大いに利用しながら町民の声を吸い上げて、これ

ど う い う 方 向 に 持 っ て い け る か と い う 話 を 、 こ の 今 の 役 場 周 辺 の

整 備 。 今 の と こ ろ 何 も さ れ て い な い ん か も し れ ま せ ん け ど 、 そ の

こ と も い ろ い ろ 聞 き な が ら や っ て い っ て も ら う ほ う が 、 総 合 振 興

計 画 の 中 に も 入 れ な が ら 、 こ う や っ て い っ た ほ う が い い ん じ ゃ な

い か と い う こ と を 提 案 し て お き ま す 。 副 町 長 、 本 当 に そ う 思 っ て

くださいね。  

次の質問に移ります。  

５番目の美浜町地域福祉計画（第３次）についてですが、今年の

２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 に 美 浜 町 地 域 福 祉 計 画 （ 第 ３ 次 ） が 策 定 さ れ ま し

た 。 こ の 計 画 の 基 本 理 念 は 、 み ん な で 創 る 共 生 の ま ち ～ ふ れ あ い
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 支え合い地域愛～としています。  

この理念に基づき、基本目標をみんなで支え合うための意識づく

り 、 誰 一 人 取 り 残 さ な い 仕 組 み づ く り 、 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 づ

くりとしています。  

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる社会を実現するために、

地 域 住 民 や 行 政 、 関 係 機 関 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む べ き 課 題 や 目

標 を 定 め 、 そ の 解 決 に 向 け た 施 策 を 計 画 的 に 実 施 す る た め の も の

で あ る と さ れ て い ま す が 、 基 本 的 な 言 葉 は よ く 分 か り ま す が 、 今

回 の 令 和 ５ 年 か ら 令 和 ９ 年 の 間 に 、 ど の よ う な 内 容 で 町 民 に 対 し

て 取 り 入 れ て い く の か 、 ま た 、 今 年 の 事 業 は ど う い う も の な の か

伺います。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  美浜町地域福祉計画（第３次）は、今おっしゃったとおり、みん

なで創る共生のまち～ふれあい支え合い地域愛～を基本理念に掲げ、

地域愛の下に住民同士が支え合い、誰もが住み慣れた地域で安心し

て暮らせるという共生のまちづくりに対する方向性を示したもので

す。  

本計画は、美浜町総合振興計画を最上位計画とし、福祉分野の上

位 計 画 と し て 高 齢 者 や 障 害 者 、 児 童 、 健 康 づ く り な ど 、 福 祉 に 関

す る 町 の 諸 計 画 を 横 断 的 に 接 続 し 、 福 祉 の 向 上 を 目 指 す も の で す 。  

地域福祉計画の策定に当たって、町民への意識の浸透を促すため

に位置づけているポイントが３つございます。  

１点目は、人と人とが顔の見える関係をつくり、お互いに協力し

ながら地域を支え合う意識づくりの醸成を図ることです。  

２点目は、分かりやすい情報発信やコミュニケーション手段の配

慮に努め、誰一人取り残さない仕組みづくりを掲げております。  

３点目は、これらの取組を行うことで、安心して暮らせる地域づ

くりを目指すとしております。  

これらの目標を達成するためには、今まで以上に住 民、地域、関

係 機 関 、 行 政 等 が 地 域 課 題 に 向 き 合 い 、 連 携 し て 取 り 組 む 必 要 が

あ り ま す 。 そ の た め 、 今 年 度 は 、 ま ず 、 本 計 画 の 概 要 版 を 各 戸 配

布 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 こ れ か ら も 、 ホ ー ム ペ ー ジ や 各 種

会 議 等 、 様 々 な 機 会 を 通 じ て 町 民 や 関 係 機 関 に 周 知 啓 蒙 を 図 っ て



 

－116－ 

 まいりたいと思います。  

さらに、本年度は、この地域福祉計画に基づき、介護や障害、健

康 づ く り 等 の 各 個 別 計 画 を 策 定 中 で ご ざ い ま す 。 策 定 の 過 程 に お

い て も 、 こ の 地 域 福 祉 計 画 を 念 頭 に 置 き 、 整 合 性 を 図 り な が ら 、

福祉のまちづくりを一層推進してまいりたいと思います。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   私も事前に調べた内容とほぼ一緒ですわ。分かりました。  

それから、美浜町地域福祉計画は、基本理念がはっきりしていま

す。  

町長がよく言っております地域愛の下、住民同士が支え合い、誰

も が 住 み な れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り に 対 す る 方 向

性 を 示 さ れ て い る の が 回 答 と 分 か り ま し た 。 細 か く 言 え ば 、 人 と

人 と が 今 、 言 わ れ ま し た よ う に 、 顔 の 見 え る 関 係 を つ く り 、 お 互

いに協力しながら地域を支え合う意識づくりの醸成を図る。  

そして、分かりやすい情報発信やコミュニケーション手段の配慮

に 努 め 、 誰 一 人 取 り 残 さ な い 仕 組 み づ く り を 掲 げ て い て 、 こ れ ら

の 取 組 を 行 う こ と で 、 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 づ く り を 目 指 す と し

て い る の が 分 か り ま す 。 ど う か 福 祉 の ま ち 美 浜 と し て 、 よ り 細 か

く 年 度 ご と の 取 組 を 考 え 、 浸 透 し て い く よ う に お 願 い し た い と 思

います。よろしくお願いします。  

次の質問に移ります。  

６番目の地域の福祉課題の把握についてですが、事業の実施にお

い て 、 町 の 福 祉 課 題 を 的 確 に 把 握 す る に は ど の よ う に 実 践 し な け

ればならないのか分かりにくいんですね。  

例えば、町民が取り組むこととは何か、地域や団体が取り組むこ

と と は 何 か 、 行 政 が 取 り 組 む こ と は な ど の 内 容 を ど の よ う に 指 導

をしていくのかお伺いします。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  私たちの日常生活においては、誰もが病気になったり、介護が必

要になったり、あるいは子育てに悩んだりするなど、手助けが必要

になるときがあります。  

地域のつながりが希薄になっている今、地域の福祉課題を把握し、

解 決 す る た め に は 、 行 政 だ け で な く 、 町 民 自 身 や 団 体 と 地 域 を 構
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 成 す る 、 誰 も が そ れ ら の 課 題 を 自 分 ご と と し て 捉 え 、 行 動 す る こ

とが大切と考えます。  

町民の役割としては、地域で行われる行事や活動に積極的に参加、

協 力 す る こ と で 、 顔 の 見 え る 関 係 を 築 き 、 困 っ た 方 が お ら れ た ら

お 互 い さ ま の 気 持 ち で 手 を 差 し 伸 べ る こ と が 大 切 と 考 え ま す 。 地

域 や 団 体 の 役 割 と し て は 、 地 域 に 根 差 し た 、 き め 細 や か な 活 動 を

進 め 、 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ や Ｎ Ｐ Ｏ 等 が 地 域 福 祉 活 動 の 担 い 手

と な り そ の 専 門 性 を 発 揮 し 、 必 要 な 支 援 を 行 う こ と が 期 待 さ れ ま

す。  

行政の役割としましては、住民の生命財産、暮らしを守り、福祉

保 健 等 、 良 質 な 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 し 、 福 祉 基 盤 の 充 実 や 地 域 福

祉 を 推 進 す る た め の 仕 組 み を 構 築 す る 役 割 を 担 う と 考 え ま す 。 例

を 挙 げ ま す と 、 お ひ と り 暮 ら し の 高 齢 者 が 認 知 症 を 患 い 、 日 常 生

活 に 支 障 が 出 て き て い る 状 況 を 、 近 隣 の 住 民 が 気 づ き 地 域 の 民 生

委 員 等 に つ な げ 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー や 社 会 福 祉 協 議 会 等 へ 相

談 す る こ と に よ り 公 的 サ ー ビ ス に つ な が り 、 そ の 上 で 地 域 の 見 守

り を 受 け な が ら 住 み 慣 れ た 自 宅 で の 生 活 を 送 る こ と が で き る と 考

えます。  

このような事例以外にも、複雑多様な問題 を抱える方々に対し、

皆 が 心 を 寄 せ 合 い 連 携 し な が ら 取 り 組 み 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ

る ま ち の 実 現 を 目 指 し 、 ま ず は 福 祉 課 題 を 自 分 ご と と し て 捉 え る

意識づくりが重要と考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   町民に優しい内容ですね、本当に。  

この内容が、もう一人一人の町民に行き渡って、理解してもらい

な が ら や っ て い け れ ば い い こ と だ と 思 い ま す し 、 私 た ち 町 民 は 誰

も が 病 気 に な る こ と も あ り 、 介 護 が 必 要 に な る こ と も あ り 、 子 育

て に 悩 ん だ り す る こ と も あ り 、 手 助 け が 必 要 に な る と き が あ る の

で 、 地 域 と の つ な が り が 少 な く な っ て い る 現 状 で は 、 行 政 だ け で

な く 、 町 民 自 身 が 自 分 ご と と し て 捉 え て 行 動 す る こ と が 大 切 で 、

必 要 だ と 言 わ れ て い る こ と が 、 今 、 よ く 分 か り ま し た 。 自 立 し た

福 祉 の 向 上 に 向 か っ て 進 ん で い け た ら と 、 議 会 も 行 政 も 思 い ま す

ので、今後もよろしくお願いします。  
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 次に行きます。  

次の質問に移ります。  

７番目、地域福祉計画において、自助、共助、公助、互助の役割

についてですが。  

自助とは、本人や家族でできることは自分で行うことを指し、個

人や家族が自ら行う自己支援のことです。  

共助とは、地域の中の助け合いを指し、地域住民が互いに支え合

うことです。  

公助とは、行政が行う社会福祉制度やサービスによる支援を指し、

行政が行う公的な支援のことです。  

互助とは、近隣住民や友人等、身近な人間関係の中で自発的に支

え合うことを指し、制度化された相互扶助のことです。  

地域福祉計画においては、自助、共助、公助、互助のバランスが

重 要 だ と 言 わ れ て い ま す が 、 自 助 、 公 助 を 促 す こ と で 、 ま た 、 公

助 を 活 用 す る こ と で 、 さ ら に 互 助 を 促 す こ と で 、 地 域 の 住 民 が ど

の よ う に な る の か 。 そ の よ う な 具 体 的 な 取 組 や 施 策 を お 伺 い し ま

す。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  地域福祉計画においては、地域の実情に応じて、自助、共助、公

助、互助、それらを適切に組合せ、安心安全のセーフティーネット

を構築することで、個人や家族、または家族が抱える悩みや困りご

とが解決するものと考えております。  

具体的な取組といたしましては、健康づくりや福祉に関する学習

を 行 う 自 助 。 介 護 保 険 制 度 に 基 づ く 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 す る 共 助 。

行 政 、 社 会 福 祉 協 議 会 等 に よ る 公 的 な サ ー ビ ス 提 供 を 受 け る 公 助 。

隣 近 所 の 助 け 合 い 、 見 守 り 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う 互 助 な

どが挙げられます。  

現在、社会福祉協議会において、地域福祉 の推進を目的として民

間 の 活 動 行 動 計 画 で あ る 地 域 福 祉 活 動 計 画 を 策 定 中 で ご ざ い ま す 。  

地域福祉推進のための基盤や体制をつくる地域福祉計画と、それ

を 実 行 す る た め の 住 民 や 事 業 者 等 の 活 動 行 動 の 在 り 方 を 定 め る 地

域 福 祉 活 動 計 画 は 車 の 両 輪 で す 。 こ の ２ つ の 計 画 を 一 体 と な っ て

推 進 す る こ と が 、 よ り 実 効 性 の 高 い 計 画 に な る と 考 え て お り ま す 。  
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 これらが相互に機能することで、みんなで支え合うための意識づ

く り 、 誰 一 人 取 り 残 さ な い 仕 組 み づ く り 、 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域

づくりの実現につながると考えます。  

コロナ禍で地域交流やつながりが希薄化しまし たが、徐々に戻り

つ つ あ る 中 、 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き

るまちづくりを進めてまいりたいと思います。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   地域では、事業、共助、公助、互助を適切に組合せ、安心安全の

セーフティーネットを構築することで、個人や家族、また、家族が

抱える悩みや困りごとが解決するものと考えていると言われました。

町民の手助けとなる行政が必要なのです。  

みんなで支え合うための行政による意識づくり、誰一人取り残さ

な い 行 政 に よ る 仕 組 み づ く り 、 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 づ く り の 実

現 に 向 け て 、 行 政 と 議 会 が 一 つ に な っ て 進 ん で い き た い と 考 え ま

す。今後もよろしくお願いしたいということです。  

次の質問に移ります。  

８番、地域高齢者の足であるデマンド交通実証運行によるチョイ

ソ コ の 停 留 所 増 設 に つ い て で す が 、 地 域 の 交 通 不 便 を 解 消 し て 、

高 齢 者 の 外 出 促 進 に 貢 献 す る デ マ ン ド 型 交 通 が 、 今 年 の 令 和 ５ 年

６ 月 か ら 実 証 運 行 と し て ス タ ー ト し ま し た 。 行 き た い と き に 行 き

た い と こ ろ へ 帰 り も チ ョ イ ソ コ で と の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ で 始 ま り 、

約６か月が経過しました。  

町の公共交通の目指す方向性は、交通弱者が気軽に自由に出かけ

る こ と が で き る 公 共 交 通 、 来 訪 者 に よ っ て 利 用 し や す く 、 分 か り

や す い 公 共 交 通 、 地 域 の 経 済 の 活 性 化 、 ま ち づ く り に 寄 与 す る 公

共交通、地域のみんなで支える公共交通等であります。  

チョイとソコまでご一緒にのチョイソコは、利用者が家からすぐ

乗れるようになったために、よい評判であるとお聞きします。  

しかし、停留所の設置によって、降りた場所から大変長い区間を

歩 い て 目 的 地 ま で 行 か な け れ ば な ら な い 現 状 が あ り ま す 。 例 え ば 、

東 地 区 の 美 し 野 団 地 か ら 美 浜 町 南 市 の 美 浜 町 文 化 会 館 に 行 き た い

と き に は 、 家 の 近 く か ら 乗 り 、 Ｊ Ａ 美 浜 店 の 停 留 所 で 降 り て 、 歩

い て 美 浜 町 文 化 会 館 ま で 行 っ て い ま す 。 せ っ か く の デ マ ン ド 交 通
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 な の に 、 近 く に あ る 停 留 所 は Ｊ Ａ 美 浜 店 に な る の で す 。 何 が 悪 い

のか、町の公共施設に停留所が設置していないからであります。  

そのことは、デマンド交通事業の運行システムの提供は、民間事

業 者 が エ リ ア ス ポ ン サ ー に よ る 協 賛 を 得 る こ と で 、 採 算 性 を 向 上

さ せ る こ と を 優 先 し て 決 め て い る と こ ろ で あ り 、 ス ポ ン サ ー に な

っ て も ら わ な い と 、 停 留 所 が 設 置 で き な い と の こ と は 、 町 民 は 何

も 知 ら な い と こ ろ で あ り 、 先 走 り し て い る も の だ と 強 く 感 じ ま す 。  

なぜスポンサーの資金が要るのか、その資金がないとデマンド交

通 の 運 行 は で き な い の か 、 住 民 が 要 望 す る 場 所 の 停 留 所 の 設 置 は

そこまで難しいのか。  

デマンド交通の実証運行は、今年６月から令和８年３月までの約

３ 年 間 を 計 画 し て い ま す が 、 町 民 の 意 見 を 聞 き な が ら 変 更 す る こ

と は で き る と 思 い ま す が 、 現 在 ど の よ う に 停 留 所 設 置 を 検 証 し て

いるのか伺います。  

議   長  住民環境課長。  

住民環境課長  ただいまの質問に対しまして、私からお答えさせていただきます。  

町では、行政だけではなく、地域全体で守り育てる持続可能な公

共交通を目指しております。  

その一つに、スポンサー制度を導入しており、運営費用の一部を

支 え て い た だ く こ と で 、 停 留 所 の 設 置 や 車 両 、 ポ ス タ ー へ の ロ ゴ

掲載など、スポンサーのＰＲを行っております。  

また、スポンサーと連携をし、事業所見学会やイベント等を実施

す る こ と に よ り 、 通 院 や 買 物 な ど の 日 常 的 な 利 用 だ け で な く 、 楽

し ん で 外 出 し て い た だ け る よ う 、 き っ か け づ く り も 行 っ て お り ま

す 。 そ う し た イ ベ ン ト が 目 的 で 、 店 舗 や 事 業 所 を 訪 れ る 利 用 者 が

増 え 、 そ れ が ス ポ ン サ ー の 集 客 に も つ な が り 、 ま ち 全 体 が 盛 り 上

がっていくことを期待しております。  

一方、停留所につきましては、現時点で町内１２７か所に設置し

ております。  

停留所の設置につきましては、公共施設やバスの停留所を基本と

し 、 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 、 町 民 や 運 行 事 業 者 、 行 政 な ど 、

地域の関係者で協議し、決定をしております。  

また、区等の要望や利用者アンケートでの御意見等を踏まえまし
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 て 、 １ １ 月 に 地 域 公 共 交 通 会 議 で 協 議 し た 結 果 、 新 た に ５ か 所 、

停留所設置の承認をいただいております。  

今回、御質問のありました文化会館につきましても、来年１月上

旬 の 設 置 に 向 け 、 手 続 中 で ご ざ い ま す 。 ま た 、 小 倉 会 館 や 木 野 口

バ ス 停 な ど の 箇 所 も 併 せ ま し て 設 置 に 向 け 、 手 続 を 進 め て い る と

ころでございます。  

今後も、町民、利用者、事業者など、地域の声を聞きながら、利

便 性 の 向 上 を 目 指 し て 、 さ ら に 多 く の 方 に 御 利 用 い た だ け る よ う

に、鋭意取り組んでまいります。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   あまりにも、１２７か所あるということをお聞きしましたが、そ

んなにあるとは思えないんですね。その停留所自体があんまり分か

らないような感じであるんじゃないかなと思うんですけど、１２７

か所あるというんやから、それ以上増えるんやね、まだ増えるんや

ね。  

実際、実証実験は３年間やります。  

その中で、いいものを残して、最終形態でデマンド交通を完成さ

せ て い き ま す が 、 停 留 所 の 設 置 場 所 を 検 討 さ れ て い る よ う な ん で

す が 、 私 と し て は 、 ま ず あ り と あ ら ゆ る と こ ろ に 停 留 所 を 設 置 し

て 、 ３ 年 間 た っ て 、 実 証 実 験 が 終 わ り 、 検 証 し た 結 果 で 、 要 ら な

い と こ ろ を 削 っ て い く ほ う が 町 民 の 要 望 に 応 え ら れ る の で は な い

か と 思 う の で 、 そ の よ う な 取 組 も 期 待 し ま す の で 、 ひ と つ 頭 の 中

に入れておいてほしいと思います。よろしくお願いします。  

次、行きます。次の質問に移ります。  

９番目の美浜町男女共同参画推進計画第４次についてですが、今

年 の ３ 月 に 第 ４ 次 美 浜 町 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 が 策 定 さ れ ま し た 。  

この計画の基本理念は、共に「ひと」として  はあとふる・愛・

愛 プ ラ ン で あ り ま す 。 男 女 が 互 い に 思 い や り 、 人 と し て 認 め 合 う

という思いが込められています。  

共に「ひと」としては、誰もが生き生きと暮らせる社会を実現す

る た め に 重 要 な 要 素 で あ り 、 ま ち づ く り に は 欠 か せ な い こ と で す

が 、 目 標 と し て 、 施 策 と し て 、 ど の よ う に 取 組 を 進 め て い く の か

が重要なので、分かりにくいことなので具体的に伺います。  
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 議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、お答えさせていただ

きます。  

美浜町に住む全ての人が、性別に関わりなく、人権を尊重し、か

つ 責 任 を 分 か ち 合 い 、 そ の 個 性 と 能 力 が 十 分 に 発 揮 で き る ま ち 、

ま た 、 そ の 優 し さ と 思 い や り あ ふ れ る 豊 か な ま ち を 目 指 し て 、 第

４次美浜町男女共同参画推進計画を策定いたしました。  

男女共同参画推進への具体的な取組といたしましては、美浜町人

権 尊 重 啓 発 協 議 会 と 連 携 い た し ま し て 、 集 落 行 事 等 に お け る 男 女

の 役 割 分 担 の 改 善 や 区 役 員 等 へ の 女 性 参 画 の 推 進 、 ワ ー ク ラ イ フ

バ ラ ン ス の 普 及 啓 発 や 福 井 県 が 進 め ま す 共 家 事 （ ト モ カ ジ ） の 推

進 、 計 画 の ダ イ ジ ェ ス ト 版 の 全 戸 配 布 、 講 演 会 の 開 催 、 広 報 な ど

を進めているところでございます。  

また、行政におきましても、町内の管理職や審議会、委員会等へ

の 女 性 登 用 の 促 進 、 男 女 と も に 育 児 介 護 休 暇 を 取 得 し や す い 環 境

づくりなどを実施しているところでございます。  

こうした取組を通じまして、男女共同参画への意識改革は徐々に

進 ん で お り ま す が 、 引 き 続 き 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 に 向 け ま し

て 、 美 浜 町 人 権 尊 重 啓 発 協 議 会 な ど 、 関 係 機 関 と 連 携 を 強 化 い た

し ま し て 、 あ ら ゆ る 施 策 を 総 合 的 か つ 効 果 的 に 推 進 し て い き た い

と考えております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   役場も率先して女性の課長を登用して、今現在３人ですか、おり

ますしね、もう美浜町でも一に頑張ってやっているんじゃないかと。

半分以上女性でもいいのにということは個人的に思いますけど、そ

ういうわけにはいきませんけどね。  

頑張って、人権のことになりますので、大変難しいことだと思い

ま す け ど 、 平 等 に 取 扱 う よ う な 感 じ で 、 率 先 し て 美 浜 町 の 中 で や

っ て い っ て ほ し い と い う 気 持 ち で あ り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い

します。  

最後になりますが、私のこれまでの一般質問要旨を見ていると、

１ ０ 年 前 に 比 べ る と す ご く 細 か く な っ て き て い る の に 気 が つ き ま

す。これほどの内容が必要なのかと疑問にも思います。  
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 理事者側の内容も細かくなってきておるように見えます。そこま

で 要 ら な い の で は な い で し ょ う か と い う こ と で す ね 。 も っ と 一 般

質 問 を 簡 素 化 に し て 回 答 も 細 か く な ら な い よ う に 進 め て い く べ き

ではないでしょうか。  

そのことにより、一般質問締切りも定例会開催日の２週間前にな

っています。あんまりにも早過ぎます。  

この議運が始まる前の２週間前で、さあ一般質問をつくりなさい

と 言 わ れ ま し て も 、 な か な か で き な い も の な ん で す け ど 、 よ そ の

市 町 を 見 ま す と 、 開 会 日 の １ 日 遅 れ と か 、 一 般 質 問 の ２ 日 前 と か

で 締 切 り が 来 る と い う と こ ろ が い っ ぱ い あ り ま す ん で 、 今 後 や り

や す い 議 会 改 革 を し て い こ う と 思 っ て お り ま す の で 、 そ う い う こ

と を い ろ い ろ な と こ ろ を 見 な が ら 、 町 長 も 不 思 議 に 思 っ と る よ う

な 感 じ で す け ど 、 あ る と こ ろ は あ る の で 、 そ う い う 感 じ で 我 々 も

時 間 を 持 っ て 、 余 裕 を 持 っ て 一 般 質 問 を つ く り な が ら お 願 い し た

い と い う こ と も あ り ま す の で 、 こ れ だ け ち ょ っ と 早 く と い う の は 、

ほ か の 議 員 も 言 っ て い ま し た ん で 、 疑 問 に 思 う と こ ろ が あ る の で 、

ち ょ っ と い ろ い ろ 議 員 改 革 を や っ て い く 中 で 、 ひ と つ 頭 の 中 に 入

れていってほしいという要望をして終わ ります。  

ありがとうございました。  

議   長  以上で川畑議員の一般質問を終わります。  

これにて、本日の一般質問は終わります。  

なお、明日７日木曜日は、午前１０時から予算決算常任委員会が

開会されますので、よろしくお願いいたします。  

本日はこれにて散会いたします。  

御苦労さまでした。  

（散会宣言  午前１１：２６）  
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議事日程

上道　正二　議員 １３番 藤本　悟  議員

町長提出議案
の　　題　　目

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第６号）

美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算
（第２号）

美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜町一般職の
任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

　　　議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

会議録署名
議員の氏名

　　　議長は、会議録署名議員に次の２人を指名した。

４番

美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について



　　　開議日時　令和５年１２月１９日　午前１０時
　　　開議場所　美浜町議会　議場

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 議案第 ７４ 号 令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号）

（討論・採決）
日程第 ３ 議案第 ７５ 号 令和５年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）
（討論・採決）

日程第 ４ 議案第 ７６ 号 令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

（討論・採決）
日程第 ５ 議案第 ７７ 号 令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）
（討論・採決）

日程第 ６ 議案第 ７８ 号 令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算
（第３号）

（討論・採決）
日程第 ７ 議案第 ７９ 号 令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）
（討論・採決）

日程第 ８ 議案第 ８０ 号 令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算
（第２号）

（討論・採決）

日程第 ９ 議案第 ８１ 号 美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜町一般
職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

（討論・採決）
日程第 １０ 議案第 ８２ 号 美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

（討論・採決）
日程第 １１ 議案第 ８３ 号 美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定について
（討論・採決）

日程第 １２ 議案第 ８４ 号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について

（討論・採決）
日程第 １３ 議案第 ８５ 号 美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

（討論・採決）

日程第 １４ 議案第 ８６ 号 美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

（討論・採決）
日程第 １５ 発議第 ３ 号 美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（討論・採決）

令和５年第６回美浜町議会定例会議事日程（第４日）



日程第 １６ 議案第 ８７ 号 令和５年度美浜町一般会計補正予算（第６号）

（質疑・討論・採決）
日程第 １７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について

日程第 １８ 議員派遣について
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 議   長  本日は全員出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：２０）  

議   長  た だ い ま よ り 、 令 和 ５ 年 第 ６ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し

ます。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長及び両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

先日に引き続き、  

４番  上道正二君  

１３番  藤本  悟君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日 程 第 ２  議 案 第 ７ ４ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ５ 号 ） か ら 日 程 第 １ ５  発 議 第 ３ 号  美 浜 町 特 別 職 の 職 員 で

非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る条例の制定についてまでを一括して議題といたします。  

去る１１月２７日、各常任委員会及び議員報酬など議会改革特別

委 員 会 に 審 査 を 付 託 い た し ま し た 議 案 及 び 発 議 の 審 査 結 果 報 告 を

各委員長に求めます。  

まず、予算決算常任委員長より報告を求めます。  

兼田予算決算常任委員長。  

予算決算常任委員長  予算決算常任委員会報告を行います。  

令和５年１２月７日の午前１０時から、美浜町議会全員協議会室

に お い て 、 委 員 １ ３ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 、 本 委 員 会 を 開 会 し 、

１ １ 月 ２ ７ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案 ７ 件 の 審 査 を 行 い

ました。  

当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、両統括幹、各課長

及び会計管理者の出席を求めました。  

また、職務執行のため、議会事務局長を出席させました。  
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 以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議 案第 ７ ４ 号  令 和 ５年 度 美 浜 町一 般 会計 補 正 予 算（ 第 ５号 ）、

総務課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

議会費から衛生費、質疑、総務費の中の一般管理費の職員人件費

がマイナスになっている理由は何か。  

回答、人件費については、人事院勧告に基づく給与改定のほか、

退職や人事異動等による変更が含まれている。  

質疑、公共交通運行事業のタクシー事業者持続化補助金６０３万

６ ,０００円の使い道は何か。  

回答、５台分の省エネタクシー購入補助及び１０台分の両サイド

ドアラッピング補助である。  

質疑、ＪＲ小浜線利用促進事業業務委託料３００万円の内容は何

か。  

回答、小浜線利用のＨＡＭＡＢＥＲＲＹ来場者限定の割引クーポ

ン 配 付 や 北 陸 新 幹 線 敦 賀 開 業 日 に 合 わ せ た イ ベ ン ト 、 ま た 、 町 内

の 子 供 を 対 象 と し た 小 浜 線 に 乗 っ て 北 陸 新 幹 線 を 見 に 行 こ う ツ ア

ー等を検討している。  

質 疑、 福 祉 事 業所 等 物価 高 騰 対 策支 援 事業 ３ １ ０ 万４ ,０ ００ 円

の 対 象 の 事 業 者 は 幾 つ あ る の か 。 ま た 、 補 助 額 は 一 番 多 い と こ ろ

と一番少ないところで、それぞれ幾らか。  

回答、介護保険サービス事業者は６事業者、障害福祉サービス事

業者 は ４ 事業 者 で 、補 助 額 は、 一 番 多い と こ ろで １ ５ ８万 １ ,０ ０

０円、一番少ないところで２万９ ,０００円である。  

質疑、子ども・子育て支援事業計画を検討する上で、資料となる

アンケートの対象者は誰か。  

回答、小学６年生までの保護者を対象とする予定である。  

質疑、アンケートはどのような方法で実施するのか 。  

回答、紙ベースのアンケートと、スマホを活用したアンケー ト方

法も取り入れ、回収率を上げようと考えている。  

質 疑、 公 立 小 浜病 院 組合 負 担 金 ２８ ４ 万９ ,００ ０ 円 の 詳 細は 何

か。  

回答、レイクヒルズ美方病院と小浜病院の負担金で、金額はレイ

クヒ ル ズ美 方 病院 が２ ４ ２万 ３ ,０ ０ ０円 で 、小 浜 病院 が４ ２ 万５ ,
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 ０００円である。  

農林水産業から教育費。  

質疑、有害獣侵入防止柵設置事業の１６２万円の使い道は何か。  

回答、新庄区の有害獣侵入防止柵設置に伴う必要な資材材料費で

ある。  

質疑、生産者販売チャレンジ支援事業１３５万円の内容は何か 。  

回答、道の駅にある直売所の手数料２０％のうちの５％を生産者

に 補 填 し て 直 売 所 に 出 し て い た だ く 方 を 増 や す 流 れ を つ く る 目 的

の支援の増額である。  

質 疑、 観 光 総 務費 の 職員 人 件 費 を１ ,０ ００ 万 円 以 上削 減 して い

る理由は何か。  

回答、当初の予定より職員数の減があってマイナスになっている。  

質疑、減った人員の補填は考えていないのか。  

回答、令和５年度については、会計年度任用職員により対応し、

令 和 ６ 年 度 以 降 に つ い て は 、 人 事 異 動 の 際 に 総 合 的 に 判 断 し て い

きたいと考えている。  

質疑、三方五湖ゾーン活性化事業の電池推進遊覧船運航負担金５

７ ０ 万 円 と あ る が 、 負 担 金 が 発 生 す る よ う な 契 約 に な っ て い た の

か。  

回答、２隻目の船の納船が遅れており、基本協定書において、天

災 、 地 震 、 津 波 、 落 雷 、 防 風 、 洪 水 、 人 災 、 戦 争 、 テ ロ や 暴 動 な

ど の 不 可 抗 力 の 発 生 に よ る 費 用 に つ い て は 、 協 議 を し た 上 で 町 が

負 担 す る と い う 形 で 契 約 し て い る 。 令 和 ５ 年 ４ 月 か ら の 運 航 予 定

が守れなかったので、町が負担する。  

質疑、来年度以降も負担金は発生するのか 。  

回答、来年度以降は発生しないと考えている。  

質疑、電池推進遊覧船の料金について、どのように考えているの

か。  

回 答、 金 額 に つい て はＤ Ｍ Ｏ で 設定 し てい て 、 現 在 、 大 人１ ,９

８ ０ 円 、 子 供 ９ ９ ０ 円 で あ る 。 乗 船 さ れ た 方 か ら は 、 金 額 相 当 の

値 打 ち が あ っ た 等 の 声 が あ っ た と 聞 い て い る 。 今 の と こ ろ 、 美 浜

町民、若狭町民は半額で、３月までは運航する予定である。  

質 疑、 三 方 五 湖エ リ ア魅 力 ア ッ プ業 務 委託 料 ９ ３ ８万 ２ ,０ ０ ０



 

－132－ 

 円と 三 方 五湖 エ リ ア魅 力 発 信業 務 委 託料 ９ ５ ４万 ５ ,０ ００ 円 の 委

託先は決まっているのか。  

回答、委託先は予算の承認後に選定する 。  

質疑、三方五湖の湖面等さらなる魅力アップ事業は何をするのか。  

回答、全部で４つ検討をしており、１つ目が電池推進遊覧船の航

路 及 び 用 途 拡 大 。 ラ イ ト を つ け て の ナ イ ト ク ル ー ズ や 自 転 車 を 積

み 込 み 、 ゴ コ イ チ サ イ ク リ ン グ と の リ ン ク 。 ２ つ 目 が Ｓ Ｄ Ｇ ｓ メ

ニ ュ ー を 活 用 し た 教 育 旅 行 で の 集 客 ア ッ プ 。 ３ つ 目 が 三 方 五 湖 の

歴 史 探 訪 メ ニ ュ ー で 、 ス ト ー リ ー を 伴 っ た 厚 み を 持 っ た ガ イ ド 育

成。最後に２隻の船のキャラクターグッズ の製作を考えている。  

意見、期限を決めて実施してもらいたい。  

質疑、三方五湖エリアの今後の展望はどのように考えているのか。  

回答、天空、湖面、湖周の魅力の発信については、インバウンド

用 の パ ン フ レ ッ ト を 制 作 し た り 、 た た き 網 漁 な ど 観 光 プ ロ モ ー シ

ョ ン の 動 画 撮 影 、 旅 行 業 者 、 ブ ロ ガ ー 、 メ デ ィ ア 等 を 現 地 に 呼 び

視 察 し て も ら う フ ァ ム ト リ ッ プ 等 の 取 組 を 考 え て い る 。 レ イ ク セ

ン タ ー 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン 、 ゴ コ イ チ サ イ ク リ ン グ を 使 っ て の 観

光誘客を図っていきたいと考えている。  

意見、三方五湖エリアには休むところが少ない。ベンチとトイレ

の数を増やしてほしい。  

質疑、三方五湖エリアを活性化させるために、若狭町と連携して

いく計画はあるのか。  

回答、三方五湖は美浜町と若狭町の資産なので、しっかり連携し

て計画を進めていきたいと考えている。  

質疑、観光客に対するおもてなしについてどのように考えている

のか。  

回答、旅館や民宿の女将さんに対し、おもてなし研修をする 等、

おもてなしの検討は大切にしていきたいと考えている。  

質疑、小倉山山頂公園整備事業の計画はどのようになっているの

か。  

回答、今年度は山頂周辺の木の伐採、令和６年度は山頂公園の盛

土 及 び 連 絡 道 路 の 改 良 等 、 令 和 ７ 年 度 は 遊 具 や 東 屋 な ど の 施 設 設

備等を計画している。  
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 意見、地元の者が遊びに行けるように 、できるだけ早く完成させ

てほしい。  

質疑、すまいるコミュニティー事業の総合運動公園空き地の芝張

り８ ,１００平米は、行政と応募した町民で行うのか。  

回答、町民の応募が少なかった場合は、業者の協力を得て 、作業

を進めていきたいと考えている。  

質疑、同じくすまいるコミュニティー事業の北西郷公民館グラウ

ンドの芝張り４ ,０００平米は誰が行うのか。  

回答、北西郷公民館運営委員会を中心に作業を進めていきたいと

考えている。  

質疑、芝張りをした場所は、今後、駐車場として利用できるのか 。  

回答、１日、２日程度なら車が乗っても大丈夫な芝生を張りたい

と考えている。  

質疑、芝張り後の維持管理はどのようにするのか 。  

回答、来年度の当初予算の中で検討していきたい。  

歳入関係全般。  

質疑、嶺南地域活性化推進事業補助金の使い道に規定はあるのか 。  

回答、これは嶺南広域行政組合からの補助金で、１市町当たり６ ,

０ ０ ０ 万 円 の 補 助 枠 が あ り 、 各 事 業 へ の 充 当 に つ い て は 町 の 裁 量

で決めている。  

議案第７５号  令和５年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正

予算 （ 第 １号 ）、 住 民環 境 課 長よ り 説 明を 受 け た後 、 質 疑に 入 り ま

した。  

質疑はありませんでした。  

議案第７６号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正 予算

（第 ２ 号）、健 康 福 祉課 長 より 説 明を 受け た 後、 質 疑に 入り ま した 。  

質疑はありませんでした。  

議案第７７号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第 ２ 号）、上 下 水 道課 長 より 説 明を 受け た 後 、 質 疑に 入り ま した 。  

質疑はありませんでした。  

議案第７８号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算 （ 第 ３号 ）、 上 下水 道 課 長よ り 説 明を 受 け た後 、 質 疑に 入 り ま

した。  
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 質疑はありませんでした。  

議案第７９号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（ 第 ３ 号）、上 下 水道 課 長 より 説 明 を受 け た 後 、 質 疑 に入 り ま し

た。  

質疑はありませんでした。  

議案第８０号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（第 ２ 号）、産 業 政 策課 長 より 説 明を 受け た 後 、 質 疑に 入り ま した 。  

質疑はありませんでした。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第７４号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号） は、

賛成多数をもって承認することに決しました。  

議案第７５号  令和５年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正

予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

議案第７６号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第７７号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第７８号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

議案第７９号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第８０号  令和５年度美浜町産業団地事業 特別会計補正予算

（第２号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

以上のとおり審査を終了し、午後２時２０分に本委員会を閉会し

ました。  

これをもって、予算決算常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  予算決算常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、予算決算常任委員長の報告を終わります。  

次に、総務文教常任委員長より報告を求めます。  

なお、総務文教常任委員会におきましては、所管事務調査の報告
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 を し た い 旨 の 通 知 が あ り ま す の で 、 付 託 議 案 の 報 告 と 併 せ て 報 告

を求めます。  

幸𠀋 総務文教常任委員長。  

総務文教常任委員長  ただいまから、総務文教常任委員会の委員長報告を行います。  

令和５年１２月８日午前９時５６分から、美浜町議会全員協議会

室 で 、 委 員 ６ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 に 本 委 員 会 を 開 会 し 、 １ １ 月

２ ７ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案 ４ 件 に つ い て の 協 議 を 行

いました。  

当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、 両統括幹、各課長

及 び 会 計 管 理 者 の 出 席 を 求 め 、 職 務 執 行 の た め 、 議 会 事 務 局 長 を

出席させました。  

初めに、議案の説明は、去る１１月２７日に行われた全員協議会

に お い て 、 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け て お り ま す の で 、 直 ち に 質

疑から入りました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜

町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部

を改正する条例の制定について。  

質疑、期末手当と勤勉手当の割合は、人事院勧告に基づいて決め

ているが、自治体の裁量で決めることができるのか。  

回答、あくまでも勧告なのである程度のことは考えられるが、国

か ら は 、 人 事 院 勧 告 な ど 社 会 情 勢 を 踏 ま え て 職 員 の 給 与 を 決 め る

ように指導されていると解釈している。  

質疑、勤勉手当の評価の仕方はどのようにしているのか。  

回答、一番上からＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階で評価しており、

評 価 の 結 果 を 勤 勉 手 当 に 反 映 し て い る 。 ま た 、 Ｓ 及 び Ａ 評 価 の 数

は、職員全体数の３割以内という規定がある。  

議案第８２号  美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定について。  

質 疑、 一 般 職 の場 合 、期 末 手 当 と勤 勉 手 当 の 支 給 割合 を ０ .０ ５

か月 ず つ 上げ る こ とに よ り 、合 わ せ て０ .１０ か 月上 げ てい る 。 同

じ 考 え 方 を す る と 、 特 別 職 の 場 合 は 、 勤 勉 手 当 が ０ で 期 末 手 当 の

支 給 割 合 は ０ ． ０ ５ か 月 に な る が 、 ど の よ う な 考 え 方 で 期 末 手 当
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 の支給割合を０ .１０か月上げているのか。  

回答、今回の改定は、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の

給 与 改 定 に 準 じ た 特 別 職 の 給 与 改 定 を 踏 ま え た も の で あ る 。 国 の

特 別 職 と は 、 内 閣 総 理 大 臣 や 国 務 大 臣 、 副 大 臣 な ど が こ れ に 当 た

る が 、 特 別 職 に つ い て は 一 般 職 と 違 い 、 勤 務 成 績 を 評 価 し て 、 そ

の 評 価 結 果 が 反 映 さ れ る 勤 勉 手 当 と い う も の は な い が 、 国 の 特 別

職の 期 末 手当 は 一 般職 の 期 末手 当 と 勤勉 手 当 の支 給 割 合 ４ .５か 月

７５％を目安にしていると聞いている。  

議案第８３号  美浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について。  

質疑はありませんでした。  

議案第８４号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について。  

質疑はありませんでした。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜

町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ

とに決しました。  

議案第８２号  美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成

をもって承認することに決しました。  

議案第８３号  美浜町会計年度任用職員の給与及び 費用弁償に関

す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も

って承認することに決しました。  

議案第８４号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

上記のとおり協議を終了し、午前１１時２５分、本委員会を閉会

いたしました。  

以上をもって、総務文教常任委員会の委員長報告を終わります。  

次に、総務文教常任委員会の所管事務調査の報告を行います。  

報告書、１ポツ、初めに。  
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 美浜町議会総務文教常任会において、所管事務調査として下記の

項目について調査を行った結果、以下のように報告する。  

２ポツ、調査事項。  

集落元気プラン推進事業について 。  

３ポツ、調査目的。  

１つ目、実施された各集落のプラン策定状況の内容を確認し、委

員 会 と し て 検 討 評 価 を 行 う こ と で 、 各 集 落 が 考 え る 地 域 課 題 や 主

要 な 活 動 状 況 を 把 握 し 、 町 の 施 策 が ど の よ う に 町 民 に 寄 与 し て い

るのかを調査する。  

２つ目、議会として、施策立案などの活動や関連する付託議案の

審査に活かす。  

３つ目、令和５年度当初予算で示された集落元気プラン推進事業

に つ い て も 、 執 行 機 関 を 監 視 し チ ェ ッ ク す る 等 の 役 割 を 果 た し 、

委員会の自主的な権限を行使することで町民の負託に応える。  

４ポツ、調査期間。  

令和５年６月定例会から１２月定例会。  

５ポツ、調査方法。  

町行政の担当課に、集落元気プラン推進事業に関する資料 、内容

の 詳 細 説 明 を 求 め 、 調 査 事 項 に つ い て 、 質 疑 ま た は 委 員 会 で 議 員

間討議を行う。  

６ポツ、調査について。  

第１回。  

日時、令和５年６月１４日。  

場所、美浜町役場、全員協議会室。  

出席者、議長、委員６名、まちづくり推進課長、まちづくり推進

課課長補佐、まちづくり推進課担当者。  

議題、集落元気プラン推進事業について。  

協議内容、まちづくり推進課から集落元気プラン推進事業につい

て の 概 要 の 説 明 を 受 け 、 ま ち づ く り 推 進 課 に 対 し て 質 疑 を 行 っ た 。

また、委員間で意見交換を行った。  

第２回。  

日時、令和５年９月８日。  

場所、美浜町役場、全員協議会室 。  
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 出席者、議長、委員７名、まちづくり推進課長、まちづくり推進

課課長補佐、まちづくり推進課担当者。  

議題、集落元気プラン推進事業について 。  

協議内容、まちづくり推進課から 、集落元気プラン推進事業につ

い て 、 ６ 月 以 降 の 進 捗 状 況 等 の 説 明 を 受 け 、 ま ち づ く り 推 進 課 に

対して質疑を行った。また、委員間で意見交換を行った。  

第３回。  

日時、令和５年１２月８日。  

場所、美浜町役場、全員協議会室。  

出席者、議長、委員７名、まちづくり推進課長、まちづくり推進

課課長補佐。  

議題、集落元気プラン推進事業について 。  

協議内容、まちづくり推進課から 、集落元気プラン推進事業につ

い て 、 ９ 月 以 降 の 進 捗 状 況 の 説 明 を 受 け 、 ま ち づ く り 推 進 課 に 対

して質疑を行った。また、委員会で意見交換を行った。  

７ポツ、事業概要。  

事業年度、令和２年度から令和６年度。  

事業の背景、人口減少や少子高齢化、空き家の増加といった集落

を取り巻く環境は厳しく、集落活動の維持が困難な状況 。  

事業の目的、将来にわたる集落機能の維持及び活性化を図るため、

集落の自主的かつ主体的に行う活動に対し支援する。  

集落元気プラン策定支援、視察のための研修費、旅費、会議費等

の経費を、４０万円を限度額として補助率１００％で支援する。  

集落元気プラン活動支援、集落の活性化につながるものの経費を 、

３５ 万 円 プラ ス 区 長取 扱 い 数掛 け る ５ ,０ ００ 円 を限 度 額と し て 補

助率８％以内で支援する。  

※１、区長取扱い数基準日は令和２年４月１日。※２、１００世

帯 を 超 え る ご と に １ ０ ％ ず つ 低 減 。 ※ ３ 、 限 度 額 に 達 す る ま で 活

動は何回でも可能。  

連携補助額、複数の集落で活動を実施する場合、１集落当たりに

１０万円を限度額として、補助率８０％以内で支援する。  

※１、集落元気プラン活動支援とは別枠で支援を受けることがで

きる。  
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 ８ポツ、調査によって判明した こと。  

①元気宣言。  

令和５年１１月３０日現在、実施集落数は３８集落のうち２６集

落でした。  

②集落元気プラン策定支援事業については、令和５年１１月３０

日現在、３８集落のうち４集落でした。  

③集落元気プラン活動支援事業、令和５年１１月３０日現在、実

施集落数は３８集落のうち２０集落でした。  

④連携補助額、令和５年１１月３０日現在、実施集落数は３８集

落のうち２集落でした。  

区長の任期が１年の集落が多いため、集落元気プラン推進事業の

引 継 ぎ が う ま く い っ て い な い 。 大 き い 集 落 に は 幾 つ も 班 が あ る た

め 、 区 長 が 一 つ に ま と め る こ と が 難 し い 。 ま た 、 逆 に 小 さ い 集 落

は 、 少 子 高 齢 化 に よ り 難 し い 面 も あ る 。 区 長 の 業 務 が 多 く 、 集 落

元 気 プ ラ ン 推 進 事 業 に 手 が 回 ら な い 。 備 品 を 購 入 し て い る 集 落 が

多 い 。 集 落 元 気 プ ラ ン 推 進 事 業 の こ と を 知 ら な い 町 民 が 多 い 。 集

落 元 気 プ ラ ン を 作 成 し た だ け で 、 事 業 を 実 施 し な い 集 落 も あ る 。

久々子と早瀬のように連携して事業を実施した集落もある。  

９ポツ、課題。  

区長だけに負担がかかっている。備品の購入が多く、事業の目的、

集 落 の 課 題 を 把 握 し て 改 善 す る こ と が 理 解 さ れ ず に 実 施 さ れ て い

る 。 集 落 主 導 で は な く 、 行 政 主 導 で 行 わ れ て い る 集 落 が 多 い 。 負

担金が重荷になっている集落がある。  

１０ポツ、まとめ。  

区長だけに任せるのは負担が大きいため、委員会等をつくり、活

動 を 行 う 必 要 が あ る 。 集 落 担 当 職 員 が グ ル ー プ の 中 に 入 る と 円 滑

に 進 む が 、 負 担 が か か る 。 し か し 、 本 来 の 目 的 は 、 行 政 主 導 で は

なく、集落主導で事業を実施してもらいたい。  

事業の目標としては、最終的に町内全集落で実施してもらい、集

落 の 活 性 化 に つ な げ る 。 実 施 し て い な い 集 落 に 対 し て 、 他 集 落 の

実 績 を 基 に 説 明 を 行 う 必 要 が あ る 。 集 落 で 課 題 を 話 し 合 っ て 、 こ

の事業を解決策の一つとして実施してもらいたい。  

１１ポツ、提言。  
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 １つ目、町は本事業のフォローアップを行い、今後も集落の活性

化につながる事業を継続して実施すること。  

２つ目、町は事業を実施するに当たり、区長だけに負担がかか る

ことがないようにすること。  

３つ目、集落の活性化につながる事業については、負担金は徴収

しないこと。  

４つ目、集落の活性化に町のサポートが必要な場合、全力でサポ

ートすること。  

１２ポツ、終わりに。  

今回、議会として初めての所管事務調査を 実施した。実施したこ

と に よ り 、 事 業 に つ い て の 課 題 等 を 把 握 し た り 、 行 政 の 取 組 状 況

を 確 認 す る こ と に よ り 、 知 識 や 理 解 を 深 め る こ と が で き た 。 今 後

も 、 調 査 が 必 要 な 事 業 に つ い て は 所 管 事 務 調 査 を 実 施 し 、 知 識 等

を深めることにより、議員活動や議案の審査に生かしたい。  

結びに。  

今回の所管事務調査の実施に当たり、担当課の職員には、多忙 な

中 、 資 料 の 作 成 や 事 業 の 説 明 等 を し て も ら っ た こ と に 感 謝 申 し 上

げる。  

以上で、総務文教常任委員会の所管事務調査の報告を終わります。  

議   長  総務文教常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、総務文教常任委員長の報告を終わります。  

次に、産業厚生常任委員長より報告を求めます。  

梅津産業厚生常任委員長。  

産業厚生常任委員長  ただいまから、産業厚生常任委員会の委員長報告を行います。  

令和５年１２月１１日午前１０時から 、美浜町議会全員協議会室

で 、 委 員 ７ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 に 本 委 員 会 を 開 催 し 、 １ １ 月 ２

７ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案 ２ 件 に つ い て の 協 議 を 行 い

ました。  

当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、 両統括幹、各課長

及 び 会 計 管 理 者 の 出 席 を 求 め 、 職 務 執 行 の た め 、 議 会 事 務 局 長 を

出席させました。  
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 初めに、議案の説明は、去る１１月２７日に行われた全員協議会

に お い て 、 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け て お り ま す の で 、 直 ち に 質

疑から入りました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について。  

質疑、特別措置法の改正によって、条例の番号が繰下げになって

変 わ っ た が 、 こ の 空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 の 改 正 で 、

空 き 家 を 放 置 す る と 固 定 資 産 税 が ６ 倍 に な る が 、 具 体 的 に ど の よ

うな状態になると適用となるのか。  

回答、今回の法律の一部改正で、特定空家化を未然に防止すると

い う 観 点 か ら 、 今 後 、 国 が 管 理 指 針 を 告 示 し 、 そ れ を 受 け 、 放 置

す れ ば 特 定 空 家 と な る お そ れ の あ る 空 き 家 、 こ れ を 管 理 不 全 空 き

家 と 言 う が 、 こ れ に 対 し て 、 こ れ ま で は で き な か っ た 市 町 村 か ら

の 指 導 、 勧 告 が 可 能 に な る 。 こ れ ま で の 勧 告 を 受 け た 特 定 空 家 は 、

住 居 利 用 が 難 し く 、 敷 地 に 係 る 固 定 資 産 税 の 住 宅 用 地 特 例 が 解 除

さ れ て い た が 、 新 し い 制 度 に お い て も ６ 分 の １ の 特 例 が 解 除 と な

る。  

質疑、その施行は、特定空家と認定を受けてどのくらい経過して

い る か 。 特 定 空 家 と な っ た 時 点 か 、 経 過 措 置 は ど う な っ て い る の

か。  

回答、この法律に伴う６分の１の解除については、町のほうから

勧告を出した時点で解除が可能となる。  

質疑、町の自由裁量があるということか。  

回答、それぞれ個別の事案に対して、町のほうから勧告を出し、

そ れ に 伴 っ て 行 う 制 度 で 、 時 間 的 な 制 限 は 、 そ の 場 合 の パ タ ー ン

によるものと考えている。  

質疑、今までの法律の中で強制代執行ができるということにした

と 思 う が 、 町 は 一 度 も 行 っ て い な い 。 町 の 裁 量 と し て 実 行 で き な

い と 危 惧 す る が 、 町 と し て 、 あ る 程 度 基 準 を 決 め て 条 例 の 中 で で

きないか。  

回答、今いただいた意見を参考にして、今後検討する 。  

質疑、今現在、美浜町内で空き家登録がどの程度あるのか。  
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 回答、特定空家に町が認定しているものは５３件、６月議会で了

解 し て い た だ い た 倉 庫 、 蔵 等 に つ い て も 特 定 空 家 に 準 じ た 形 で 解

体 の 事 業 費 等 を 出 す こ と に し て お り 、 本 年 度 は ４ 軒 、 認 定 し て い

る。  

議案第８６号  美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について。  

質疑、条例の中で、人口３万人未満の自治体がこの撤去対象とい

うことを説明されていたが、３万人の根拠は何か。  

回答、総務省の通達により決められている。公営企業の適正な推

進 と い う こ と で 、 ３ 万 人 以 上 に つ い て は 移 行 済 み で あ り 、 平 成 ２

７ 年 度 か ら ３ １ 年 度 ま で の ５ 年 間 の 間 で 取 り 組 む こ と と な っ て い

る 。 ３ 万 人 未 満 の 地 方 自 治 体 に お い て は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 ま で

に 公 営 企 業 会 計 に 基 づ く 管 理 に 移 行 し て い る こ と が 要 件 と な っ て

いる。  

質疑、本会計の適用によって、会計処理や財務管理等で職員の事

務処理負担はどのようになるのか。  

回答、官庁会計は現金の収入と支出のみだったが、公営企業会計

に 移 行 す る と 、 現 金 の 収 支 、 資 産 の 移 動 、 費 用 、 収 益 の 発 生 に よ

る 会 計 処 理 、 減 価 償 却 費 、 長 期 前 受 金 、 戻 入 等 の 非 現 金 の 支 出 も

計 上 す る こ と か ら 、 上 水 道 会 計 と 同 様 、 非 常 に 複 雑 と な り 、 事 務

量は増えると想定している。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に関する条例の一部を

改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と

に決しました。  

議案第８６号  美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に

決しました。  

上記のとおり審査を終了し、午前１０時３０分、本委員会を閉会

いたしました。  

以上をもって、産業厚生常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  産業厚生常任委員長の報告は終わりました。  
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 ただいまの報告に対し、質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認め、産業厚生常任委員長の報告を終わります。  

次に、議員報酬など議会改革特別委員会 より報告を求めます。  

河本議員報酬など議会改革特別委員 長。  

議員報酬など議会改革特別委員長  ただいまから、議員報酬など議会改革特別委員会 の委員長報告を

行います。  

令和５年１２月５日午後１時３０分から、美浜町議会全員協議会

室 で 、 委 員 １ ３ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 に 本 委 員 会 を 開 会 し 、 １ １

月 ２ ７ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 発 議 １ 件 に つ い て の 審 査 を

行いました。  

当日は、職務執行のため、議会事務局長を出席させました。  

初めに、発議の説明を提出者の河本猛議員から説明を受け、その

後、質疑、意見交換、委員会採決を行いました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

まず、発議第３号  美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

の 改 正 理 由 は 、 美 浜 町 議 会 は 、 選 挙 で 選 ば れ て 公 職 に 就 い た 議 員

の 公 選 職 と し て の 地 位 を 確 立 す る た め 、 人 事 院 勧 告 を 参 考 に 、 期

末 手 当 の 支 給 割 合 を 一 般 職 職 員 と 同 等 の 支 給 割 合 に 改 正 す る 。 議

員 は 選 挙 で 選 ば れ て 公 職 に 就 い た 公 選 職 で あ る 。 議 員 は 、 行 政 職

員 、 一 般 職 課 長 級 と 同 様 か そ れ 以 上 の 公 的 責 務 を 負 っ て お り 、 そ

の 地 位 に 格 差 が 生 じ て い る 状 態 で は 公 選 職 と し て の ふ さ わ し い 活

動に支障を来すおそれがある。  

美浜町議会は、これまで期末手当の支給割合を社会情勢に応じて

変 動 さ せ て こ な か っ た が 、 今 後 、 人 事 院 勧 告 を 参 考 に す る こ と で 、

社 会 情 勢 に 適 し た 支 給 割 合 の 根 拠 が 明 確 に な る と と も に 、 行 政 職

員 、 一 般 職 課 長 級 と の 格 差 を 是 正 し 、 選 挙 で 選 ば れ て 公 職 に 就 い

た公選職としての地位を確立するというものであります。  

改正の内容は、諸手当における議員と行政職員、一般職課長級と

の 格 差 を 是 正 し 、 議 員 の 資 質 向 上 、 活 動 力 強 化 に つ な げ る た め 、

人 事 院 勧 告 を 参 考 に 、 一 般 職 職 員 の 期 末 勤 勉 手 当 の 年 間 支 給 割 合

４ .５ ０に 議 員の 期 末手 当 の 年間 支 給 割合 を 合 わせ る と いう も の で
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 あります。  

議 員の ボ ー ナ スの 年 間支 給 割 合 を４ .５ ０に 改 正 す るに 当 たり 、

人 事 院 勧 告 を 参 考 に し た 理 由 と し て 、 人 事 院 勧 告 は 、 民 間 の 支 給

状 況 に 見 合 う よ う 引 き 上 げ ら れ て お り 、 民 間 給 与 と の 比 較 に 当 た

り、 約 １ 万１ ,９ ０ ０の 民 間 事業 所 の 約４ ６ 万 人の 個 人 別給 与 を 調

査して精密な比較を実施している 。  

ボーナスについては、昨年８月から本年７月までの直近１年間の

民 間 の 支 給 実 績 と 公 務 の 年 間 の 平 均 支 給 月 数 を 比 較 し て お り 、 社

会 情 勢 に 適 し た ボ ー ナ ス の 支 給 割 合 が 示 さ れ て お り 、 根 拠 づ け が

しっ か り して い る 。ま た 、 議員 の ボ ーナ ス の 年間 支 給 割合 を ４ .５

０に 改 正 した 場 合 、一 般 職 職員 の 年 間支 給 割 合４ .５ ０ と同 等 、 同

水 準 、 イ コ ー ル 民 間 の ボ ー ナ ス の 支 給 割 合 と 同 等 、 同 水 準 と 言 え

るというのが発議第３号の主な内容であります。  

発 議第 ３ 号 に 対し て の賛 同 的 な 意見 と して 、 ４ .５ ０ と い う値 は

民 間 の 支 給 割 合 と 同 等 で 、 社 会 的 な 許 容 範 囲 で あ り 、 高 過 ぎ る と

い う こ と は な い と い う 意 見 。 慎 重 な 意 見 と し て 、 住 民 へ の 説 明 責

任 を 果 た す た め 、 人 事 院 勧 告 を 参 考 に し て い る 根 拠 に つ い て 、 自

分 自 身 が 納 得 し た い と い う 意 見 な ど が あ り ま し た が 、 詳 細 に つ い

て は 会 議 録 が 公 開 さ れ ま す の で 、 委 員 長 報 告 で は 、 主 な 対 抗 的 意

見を中心に報告します。  

議員のボーナスの支給割合に関しては、全国的に４か月以上にし

て い る と こ ろ は 少 な い 。 今 度 の 報 酬 月 額 を 引 き 上 げ る と き に 弊 害

に な る よ う な 気 が す る の で 、 ボ ー ナ ス の 支 給 割 合 を 触 ら な く て も

報酬をしっかり上げればよいと思うという意見。  

ボーナスの支給割合よりも議員報酬の部分をしっかり上げること

が最も大切だと思うという意見 。  

町長が３ .４０に引き上げるので、議員が４ .５０まで引き上げる

のは無理があるように感じるという意見。  

４ .５ ０ に引 き 上 げ る とい う の は 、気 持 ち的 に 大 き 過ぎ る 。報 酬

を 上 げ る ほ う に 持 っ て い っ た ら ど う か と い う 意 見 な ど 、 発 議 の 内

容に対抗的な意見がありました。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を申し上げます。  

委員会採決の結果、発議第３号  美浜町特別職の職員で非常勤の
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 も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

制定については、賛成多数をもって承認することに決しました。  

以上のとおり審査を終了し、午後３時２分、本委員会を閉会いた

しました。  

これをもって、議員報酬など議会改革特別委員会の委員長報告を

終わります。  

議   長  議員報酬など議会改革特別委員 長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  質 疑 な し と 認 め 、 議 員 報 酬 な ど 議 会 改 革 特 別 委 員 長 の 報 告 を 終

わります。  

以上で、委員長報告を終結いたします。  

これより討論を行います。  

議案第７４号について、討論はございますか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。私は、ただいま討論の対象となっております 議案第

７４号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号）に対し、反

対する立場から討論を行います。  

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第５号） は、歳入歳出それ

ぞれ ５ 億９ ,９ １ ２ 万１ ,０ ０ ０円 を 追 加し 、 総額 を ９９ 億２ ,８ ２

５万円とするものです。  

民生費の福祉事業など物価高騰対策支援事業、教育費の すまいる

コミュニティー事業など、必要性を認める事業があります。  

しかし、商工費の三方五湖ゾーン活性化事業の中には、電池推進

遊覧船の運航負担金５７０万円が計上されています。  

２隻目の配置が遅れたことにより、指定管理者が十分 な運営がで

き な か っ た こ と に 対 し て 行 政 側 に も 責 任 が あ る こ と な ど が 理 由 に

挙 げ ら れ て い ま す が 、 昨 年 ７ 月 の 指 定 管 理 者 の 管 理 運 営 事 業 計 画

書 で は 、 指 定 管 理 初 年 度 は 、 観 光 船 １ 隻 で 運 営 を 想 定 す る と の 記

載 が あ り 、 ５ ０ ０ 万 円 程 度 の 損 失 と な る こ と が 想 定 さ れ て い ま し

た。  

今回の補正で、指定管理者の当初の想定よりも大きな負担金が発

生 し て い る こ と に つ い て は 、 行 政 か ら の 赤 字 補 填 に し か 見 え ま せ
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 ん し 、 赤 字 額 が 増 大 し て い る こ と に つ い て は 、 ２ 隻 目 の 配 置 の 遅

れ で は な く 、 乗 船 者 数 が 想 定 や 目 標 よ り も 大 き く 下 回 っ た こ と が

原 因 だ と 思 い ま す 。 赤 字 額 の 拡 大 は 、 指 定 管 理 者 の 運 営 の 責 任 や

不 可 抗 力 で は な い と 私 は 考 え て い ま す 。 そ も そ も 動 線 な ど の 誘 客

に つ な が る リ サ ー チ が し っ か り で き て い な い ま ま 、 エ ネ ル ギ ー 構

造 高 度 化 転 換 理 解 促 進 事 業 の 補 助 金 が 使 え る 電 池 推 進 遊 覧 船 の 建

造 あ り き で 進 ん で き た 箱 物 で あ る こ と 、 要 す る に 、 利 益 を 出 す こ

とが難しい箱であることが赤字拡大の一番の原因だと思います。  

私も、様々な先駆自治体の施設を視察して、指定管理者制度の成

功 例 や 失 敗 例 を 見 て き ま し た が 、 失 敗 例 の 教 訓 は 、 施 設 設 備 に お

金 を か け 過 ぎ て 維 持 管 理 費 が 高 く な り 過 ぎ た も の は 長 続 き し な い

ということです。  

維持管理費が高く運営コストが大きい 、乗船客が想定以下で採算

が 見 込 め な い 箱 物 に 、 さ ら な る 魅 力 ア ッ プ や 情 報 発 信 、 負 担 金 や

委 託 料 な ど の 名 目 に 予 算 を 投 入 し 続 け て も 、 町 民 の サ ー ビ ス に 使

え る お 金 を 無 駄 に 浪 費 す る だ け だ と 考 え る の で 、 本 議 案 を 認 め る

ことはできません。  

以上、議案第７４号に反対する理由を述べ、討論を終わります。  

議   長  ほかに討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  これで討論を終わります。  

それでは、これから議案第７４号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、議案第７４号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第

５号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７５号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第７５号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  
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 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第７５号  令和５年度美浜町国民健康保険事業特別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

議案第７６号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第７６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第７６号  令和５年度美浜町介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７７号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第７７号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第７７号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第７８号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第７８号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  
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 よって、議案第７８号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別

会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

議案第７９号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第７９号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第７９号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第８０号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８０号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８０号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計

補正予算（第２号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第８１号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８１号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８１号  美浜町一般職の職員の給与に関する条例

及 び 美 浜 町 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 及 び 給 与 の 特 例 に 関 す る 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り
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 可決されました。  

議案第８２号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第８２号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８２号  美浜町特別職の職員で常勤のものの給与

及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、

委員長報告のとおり可決されました。  

議案第８３号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８３号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８３号  美浜町会計年度任用職員の給与及び費用

弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員

長報告のとおり可決されました。  

議案第８４号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８４号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８４号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正

す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  
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 議案第８５号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８５号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８５号  美浜町空家等の適正な管理に関する条例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可

決されました。  

議案第８６号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第８６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８６号  美浜町水道事業の設置等に関する条例の

一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決

されました。  

発議第３号について、討論はございませんか。  

まず、原案に反対する意見を許します。  

竹仲議員。  

 １４番   ただいま討論の対象となっています 美浜町特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、反対する立場から発言をします。  

この改正案は、美浜町議会議員の期末手当の支給割合を一般職職

員と 同 等 の支 給 割 合４ .５か 月 とす る もの で す が、 我 々 議会 は 、 特

別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の 者 で あ り 、 比 較 す る の で あ れ ば 、 ま ず 特 別

職の 職 員 で常 勤 の 者、 す な わち 町 長 や副 町 長 の月 別 、 今回 は ３ .４

か 月 と 先 ほ ど あ り ま し た が 、 こ の 支 給 割 合 と 比 較 す る べ き で あ り 、



 

－151－ 

 我 々 議 員 は 特 別 職 の 職 員 で 、 非 常 勤 で あ る こ と を 考 え な け れ ば い

けません。  

一般職員のボーナスは期末手当と勤勉手当分があり、美浜町の特

別 職 の 職 員 で 常 勤 の 者 、 す な わ ち 、 町 長 は 期 末 手 当 分 だ け の 支 給

対 象 で 、 勤 勉 手 当 分 を 対 象 に し て い ま せ ん 。 特 別 職 の 職 員 で 常 勤

者 の 者 、 す な わ ち 町 長 が 勤 勉 手 当 分 を 支 給 し て い な い の に 、 特 別

職 の 職 員 で 非 常 勤 の 者 、 す な わ ち 議 員 だ け が 勤 勉 手 当 分 を 合 わ せ

て支給することはおかしいと考えます。  

国の総理大臣も期末手当分だけで、勤勉手当分は支給されていま

せん。  

また、議員の勤勉手当の評価を誰がするのかということも疑問で

す し 、 民 間 の 支 給 割 合 と 照 ら し 合 わ せ て も 問 題 は な い と 先 ほ ど 委

員 長 報 告 の 中 に あ り ま し た が 、 そ れ も 、 会 社 の 中 で は 常 勤 と 非 常

勤 が あ っ て 、 こ れ は 常 勤 の 者 に 対 応 す る 考 え で あ り ま す し 、 非 常

勤は当然、額が少ないと考えております。  

また、先日の議員報酬など議会改革特別委員会 において、提出者

から 、 議 員の 期 末 手当 を ４ .５ か月 に して い る 市町 の 例 を挙 げ て お

り ま し た が 、 神 奈 川 県 葉 山 町 議 会 や 横 浜 市 議 会 な ど 、 令 和 ５ 年 １

１月 に 年 間４ .５ か 月支 給 に 改正 さ れ まし た が 、こ れ ら の市 町 は 特

別職 の 職 員で 常 勤 の 者 、 す なわ ち 市 長や 町 長 も同 月 の ４ .５ か月 で

あ り 、 市 長 、 町 長 と 議 会 の 支 給 割 合 を 合 わ せ て い る 形 に な り ま す 。  

美 浜町 の 場 合 は 、 特 別職 の 職 員 で常 勤 の者 、 す な わち 町 長は ３ .

４か 月 に 対し 、 美 浜町 議 会 議員 は そ れを 超 え て４ .５ か 月に す る 。

市 町 村 議 会 で 私 が 調 査 し た 中 で は 一 つ も あ り ま せ ん で し た 。 今 回

の改正は、住民感覚とはかなりずれていると考えます。  

我々議会はあくまでも特別職の非常勤であり、特別職の常勤 の者

の期末手当月数を超えることはあってはいけないと思います。  

確かに我々議員報酬は、町長の報酬支給額の現在２７％程度とい

うのは非常に少ないと思います。  

私は、町長の報酬支給額の３５～４０％程度は必要と考えており

ま す 。 報 酬 増 額 の 議 論 は 、 今 後 も 続 け 、 町 民 の 御 理 解 を 得 る こ と

が 大 事 と 考 え ま す が 、 今 回 の 期 末 手 当 の 支 給 割 合 の 改 正 程 度 で は 、

報酬の増額の解決につながるとは思 えません。  
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 以上、反対理由を述べ、私、竹仲良廣の発言を終わります。あり

がとうございました。  

議   長  それでは、原案に対する反対の意見を 梅津議員に許します。  

梅津議員。  

  ６番   発議第３号  美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、反対の

立場から討論を行います。  

今回の改正内容は、議員の期末手当を 、人事院勧告を参考に年間

支給 割 合 を３ ． １ か月 か ら ４ .５か 月 に引 き 上 げ、 行 政 一般 職 の 職

員 に 合 わ せ る と あ り ま す が 、（ 常 勤 特 別 職 ） 町 長 は ３ .４ か 月 で あ

ります。  

ところで、美浜町議会基本条例では、議員の報酬を改正しようと

す る と き は 、 行 財 政 改 革 の 視 点 だ け で な く 、 町 政 の 現 状 及 び 課 題

並 び に 将 来 の 予 測 と 展 望 を 十 分 に 考 慮 す る と と も に 、 町 民 の 意 見

と 総 合 的 な 観 点 か ら 決 定 す る も の と 議 会 基 本 条 例 に 規 定 さ れ て お

ります。  

改正する理由については、議員はもとより、町民が理解できる明

確な理由をつけることを義務づけております。  

つまり、この発議に対し、反対者が複数いる状況では、町民の理

解 が 得 ら れ る は ず は あ り 得 な い と 考 え ま す 。 安 易 に 期 末 手 当 の 支

給 割 合 を 上 げ る の で は な く 、 議 員 報 酬 な ど 議 会 改 革 特 別 委 員 会 の

設 置 目 的 で あ る 議 員 の 成 り 手 不 足 対 策 並 び に 議 会 の 資 質 、 魅 力 を

高める環境を整備するための発議をすべきと考えます。  

また、地方議員必携によれば、議員は非常勤の特別職であり、勤

勉 と い う 概 念 は な い の で 、 期 末 手 当 に 勤 勉 手 当 を 含 め て 支 給 す る

ことはできないとあります。  

したがって、勤勉手当は一般職の職員に適用されるもので、議員

のような特別職の職員には当てはまらないものであります。  

また、嶺南２市３町は３ .０から３ .３か月であり、これらとの格

差 が 広 が り 、 町 内 外 か ら の 批 判 も 予 想 さ れ ま す 。 期 末 手 当 の 支 給

割 合 は 良 識 の あ る 範 囲 内 に と ど め 、 我 々 町 議 会 議 員 は 町 民 の 福 祉

向上に寄与すべきと痛感いたします。  

以上の理由により、発議第３号の発議に反対す るとともに、議員
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 皆 様 の 常 識 あ る 御 判 断 を い た だ き 、 御 賛 同 を 賜 り ま す よ う お 願 い

申し上げまして、反対討論を終わります。  

議   長  ほかにございませんか。  

原案に賛成する意見として。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。私は、ただいま討論の対象となっております 発議第

３号  美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてに対し、賛成する

立場から討論を行います。  

今回の発議は、議員提案の条例改正で、議員提案による条例改正

は 、 ３ 期 目 の 私 に と っ て 議 会 基 本 条 例 の 制 定 以 来 の 経 験 で あ り ま

す。  

議論の中では、議員が町長のボーナスの支給割合を超えることに

つ い て 、 間 違 い で あ る と か 絶 対 に し て は い け な い こ と で あ る と い

う よ う な 主 張 も あ り ま す 。 し か し 、 首 長 よ り も 議 員 の ボ ー ナ ス の

支 給 割 合 が 高 い 自 治 体 や 町 長 、 議 員 、 行 政 の ボ ー ナ ス の 支 給 割 合

が同じ自治体は存在しています。  

議会は、町長部局の下部組織やかいらいではありません。議会は、

２元代表制の下で、町長部局とは別の町民の代表機関です。  

ボーナスの支給割合は、町長部局、行政職員、議会のそれぞれが

ボ ー ナ ス の 支 給 割 合 を 議 論 し 、 提 案 し て 承 認 を 得 て い く も の だ と

思います。  

私は、議員のボーナスの年間支給割合を、民間のボーナスの支給

割合 と 同 等で あ る ４ .５ ０と い う値 で 、行 政 一 般職 職 員 と同 じ 支 給

割 合 に す る こ と に 対 し て 、 社 会 的 な 許 容 範 囲 を 逸 脱 し て い る と は

思い ま せ ん。 ４ .５ ０と い う 値は 民 間 の支 給 割 合と 同 等 で、 社 会 的

な許容範囲であり、高過ぎることはありません。  

今 回改 正 さ れ る町 長 のボ ー ナ ス の年 間 支給 割 合 ３ .４ ０ で 町長 の

ボ ー ナ ス の 年 間 支 給 額 を 算 出 し ま す と 、 約 ３ ３ ２ 万 円 に な る と 思

い ま す 。 一 般 職 職 員 の 給 与 平 均 を ３ ４ 万 円 程 度 と 仮 定 し て 、 一 般

職職 員 の ボー ナ ス の年 間 支 給割 合 ４ .５０ で ボ ーナ ス の 年間 支 給 額

を 算 出 す る と 、 約 １ ６ ８ 万 円 に な り ま し た 。 課 長 級 職 員 で あ れ ば

２００万円を超える額になると思います。  
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 一 方で 、 議 員 のボ ー ナス の 年 間 支給 割 合を ４ .５ ０ で 議 員 のボ ー

ナ ス の 年 間 支 給 額 を 算 出 す る と 、 約 １ ２ １ 万 円 で す 。 ２ 元 代 表 制

で 、 町 長 と 同 じ よ う に 選 挙 で 選 ば れ て 公 職 に 就 く 公 選 職 で あ る 議

員 の ボ ー ナ ス は 町 長 よ り も ２ ０ ０ 万 円 以 上 低 く 、 行 政 職 員 、 一 般

職 員 課 長 級 と の 格 差 を 是 正 し 、 議 員 の 資 質 向 上 、 活 動 力 強 化 に つ

な げ る た め 、 人 事 院 勧 告 を 参 考 に 、 一 般 職 職 員 の 期 末 勤 勉 手 当 の

年間 支 給 割合 ４ .５ ０に 議 員 の期 末 手 当の 年 間 支給 割 合 を合 わ せ て

も、まだまだ一般職課長級に追いつきません。  

課題は、今回の発議、条例改正で終わるのではなく、多くの課題

がまだまだ存在しているということです。  

町長、一般職、課長級職員のボーナスの支給額と議員のボーナス

の支 給 額 を比 べ る と、 議 員 のボ ー ナ スの 年 間 支給 割 合 を４ .５０ に

改 正 し て も 、 町 長 の ボ ー ナ ス の 年 間 支 給 額 の 約 ３ ３ ２ 万 円 を 超 え

る こ と は な く 、 一 般 職 、 課 長 級 職 員 に 追 い つ き ま せ ん が 、 人 事 院

勧 告 を 参 考 に 、 議 員 の ボ ー ナ ス の 年 間 支 給 割 合 を 民 間 や 一 般 職 職

員と 同 等 の４ .５ ０ に改 正 す るこ と は 社会 情 勢 に適 し た 値だ と 私 は

思います。  

また、国会議員の年間のボーナス支給額は６００万円を超えます

が 、 国 の 大 臣 ク ラ ス に な る と そ れ 以 上 で す 。 国 の 特 別 職 レ ベ ル で

は 、 そ も そ も 歳 費 と か 給 与 額 が 民 間 や 行 政 職 員 よ り も 高 く 、 ボ ー

ナ ス の 支 給 額 も 民 間 レ ベ ル を 超 え る の で 、 支 給 割 合 に つ い て も 配

慮する必要があります。  

地方行政の執行部についても、そもそも給与額が民間や行政職員

よ り も 高 い の で 、 ボ ー ナ ス の 支 給 額 が 民 間 レ ベ ル を 超 え ま す 。 町

長 部 局 が 国 の 特 別 職 の 支 給 割 合 に 合 わ せ る と い う 理 由 に は 納 得 が

いきます。  

しかし、美浜町の議会議員は、国会議員や地方行政の執行部の歳

費 や 給 与 の よ う に 高 く は な く 、 美 浜 町 議 会 議 員 の 報 酬 は 、 成 り 手

不 足 が 顕 著 に 現 れ る ほ ど 民 間 や 行 政 職 員 レ ベ ル を 下 回 っ て い る の

で、ボーナスの支給額も民間や行政職員の平均よりも下です。  

美浜町議会の議員は、歳費、給与、ボーナスの支給額が、民間や

行 政 職 員 よ り も 高 い 国 会 議 員 や 大 臣 、 町 長 部 局 と は 別 の プ ロ セ ス

が必要だと思います。  



 

－155－ 

 私は、美浜町議会議員の報酬やボーナスの年間支給割合、年間支

給 額 は 、 町 民 の 代 表 者 と し て 選 挙 で 選 ば れ 、 議 会 議 員 と い う 公 職

に 就 く 者 と し て は 低 過 ぎ る ぐ ら い 民 間 や 行 政 職 員 の レ ベ ル を 下 回

っ て い る の で 、 ま ず は 、 少 し で も 民 間 や 行 政 職 員 レ ベ ル に 近 づ け

る こ と を 目 標 に そ の プ ロ セ ス を 進 ん で い く べ き だ と 考 え る の で 、

議員 の ボ ーナ ス の 年間 支 給 割合 を 、 民間 や 行 政職 員 と 同等 の ４ .５

０に引き上げるべきだと考えています。  

私は、議員の成り手不足対策や議会の見える化などの情報発信、

議 会 の Ｉ Ｃ Ｔ 、 議 会 Ｄ Ｘ な ど の 議 会 改 革 を 一 度 に 進 め る こ と は 、

案 件 が 多 岐 に わ た り 、 説 明 や 資 料 が 膨 大 に 必 要 に な っ て い く 、 そ

の 一 方 で 議 論 が 低 調 に な り 、 課 題 だ け が 山 積 し て 、 結 局 、 何 で も

一 緒 に や ろ う と し て 、 任 期 中 に は 何 も で き な か っ た と い う よ う な

結果になると考えています。  

できることは一つ一つ着実に進めるほうが一つ一つの課題につい

て 深 い 議 論 が で き ま す し 、 前 進 面 が 生 ま れ 、 総 合 的 に 議 会 改 革 へ

の道が一歩一歩進んでいくと考えています。  

議会の活性化で言えば、私は２期連続の無投票を経験して、３期

目の挑戦で初めて投票による選挙を経験して当選しました。  

現在の議会は、無投票だった頃よりも一般質問の質問者が 増えて

い ま す し 、 定 例 会 の 会 期 日 数 も 増 え て い ま す 。 閉 会 中 も 、 来 賓 や

個 別 の 議 員 活 動 以 外 に 、 常 任 委 員 会 や 特 別 委 員 会 の 活 動 、 プ ロ ジ

ェ ク ト チ ー ム 、 議 会 と 語 ろ う 会 、 議 長 や 副 議 長 、 各 常 任 委 員 会 や

特 別 委 員 会 の 委 員 長 や 副 委 員 長 に な れ ば 、 さ ら に 責 任 あ る 活 動 が

増えます。  

私は、議員の活動量は確実に増えているし、議会は以前にも増し

て 活 性 化 し て い る と 思 い ま す 。 こ の 流 れ を 、 議 員 の 成 り 手 不 足 対

策 や 議 会 の 見 え る 化 な ど 、 よ り よ い 議 会 改 革 、 議 会 の 魅 力 ア ッ プ

に 結 び つ け る た め に は 、 議 員 の 活 動 を 現 実 的 に 保 障 し て い く 必 要

があります。  

議員の成り手不足対策では、福井県内で大きな改革を実行 して、

成 果 が 生 ま れ て い る 議 会 は あ り ま せ ん 。 議 員 の 活 動 を 現 実 的 に 保

障 し 、 よ り 一 層 の 議 会 改 革 、 議 会 の 魅 力 ア ッ プ を 進 め る た め に は 、

町 長 と の 横 並 び を 気 に し た り 、 何 も 進 ん で い な い 県 内 の 議 会 の 状
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 況を気にしていても、大きな議会改革は できません。  

今回の議員提案による条例改正で、県内の議会を横並びに見れば、

美 浜 町 議 会 の ボ ー ナ ス の 支 給 割 合 が 際 立 つ こ と に な り ま す が 、 私

は 、 今 回 の 条 例 改 正 を き っ か け に よ り よ い 議 会 を つ く っ て い き た

い 、 議 員 の 成 り 手 不 足 対 策 や 議 会 の 見 え る 化 な ど の 議 会 改 革 に つ

い て 、 美 浜 町 議 会 モ デ ル と 言 わ れ る よ う な 改 革 を 行 い た い と 考 え

ています。  

美浜町議会は、町長や行政に、何とかしてくれと要望するだけで

は な く 、 自 ら 条 例 を 制 定 し た り 改 正 す る 立 案 能 力 が あ る こ と 、 議

会 の 責 任 で 一 歩 一 歩 議 会 改 革 を 進 め 、 よ り よ い 議 会 を 形 成 し て い

く力があることを証明していきたいとも思っています。  

私は、政策立案、提案能力、条例制定や改正などの立案能力を身

に つ け 、 議 員 の 活 動 を 現 実 的 に 保 障 し て い く こ と が 、 議 会 の 力 を

強 く し 、 議 会 の 力 を 強 く す る こ と が 、 行 く 行 く は 住 民 サ ー ビ ス の

向上につながるものだと考えています。  

自ら議会を過小評価し、弱い立場の 議会、事なかれで何もしない

ま ま で 、 町 民 の 代 表 機 関 と し て 町 民 の 期 待 に 応 え る こ と が で き る

でしょうか。  

私は、町長や行政に遠慮することなく、対等 ・平等の立場で町民

に 寄 り 添 う 議 会 に な る た め に は 、 選 挙 で 選 ば れ て 公 職 に 就 く 公 選

職 と し て ふ さ わ し い 議 員 の 立 場 を 確 立 し 、 議 会 議 員 の 力 を も っ と

強化するべきだと思います。  

強い議会をつくるためには、批判を おそれていては何もできませ

ん 。 大 き な 改 革 に 踏 み 出 す と き は 、 自 ら 責 任 を 持 ち 、 一 つ 一 つ の

課 題 に 向 き 合 い な が ら 着 実 に 改 革 の 流 れ を つ く っ て い く 必 要 が あ

ります。  

発議第３号は、強い議会、魅力ある議会をつくって いく、議会改

革を前に進めていく第一歩になると考えています。  

正直なところ、町民の代表機関である議会に条例改正の発議を提

出 し 、 委 員 会 で 審 査 を 受 け 、 様 々 な 職 種 を 経 験 し 、 実 践 経 験 も 豊

富 な 議 員 の 皆 さ ん の 前 で 、 賛 成 反 対 の 意 見 を 伺 い な が ら 説 明 責 任

を 果 た し て い く と い う の は 、 町 民 の 皆 さ ん と 対 話 す る よ り も は る

かにハードルが高く、緊張を強いられることでありました。  
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 議員全員が同じ方向を向くのではなく、一人一人が町民の代表者

と し て 主 張 を 述 べ 合 う 中 で 合 意 形 成 を し て い く 、 賛 同 を 得 て い く

と い う 民 主 主 義 の 根 幹 を 実 体 験 し て 定 例 会 に 議 案 を 提 出 す る 行 政

の 苦 労 も か い ま 見 え ま し た が 、 議 員 全 員 が 右 へ 倣 え の よ う に 全 体

主義に陥らないのが健全な議会だと思います。  

だからといって、発議第３号に反対を貫けと言っているわけでは

あ り ま せ ん 。 反 対 の 主 張 を さ れ る 方 の 意 見 を 尊 重 し な が ら 、 私 は

賛 成 討 論 を 行 う 中 で 、 反 対 の 立 場 の 方 も 賛 成 に 転 向 し て い た だ き

たいと思っています。  

最後に、議会改革を進め、町民の皆さんが、住民福祉の向上のた

め に 議 員 に な り た い 、 立 候 補 し た い と 思 え る 魅 力 あ る 議 会 、 よ り

よ い 議 会 を つ く っ て い く 、 そ の 第 一 歩 と し て 、 議 員 の 皆 さ ん に は 、

発 議 第 ３ 号 に ぜ ひ と も 賛 成 し て い た だ き た い と お 願 い 申 し 上 げ ま

して、発議第３号に対する私の賛成討論を終わります。  

議   長  そのほか討論はございますか。  

松下議員。  

 １０番   発議に賛成する立場から、私の意見を述べたいと思います。  

ただいまは、河本議員から熱い思いを語っていただきましたが、

私 は 、 ２ 点 に 絞 っ て 私 の 賛 成 の 立 場 の 意 見 を 述 べ た い と 思 い ま す 。  

まず１点目でありますが、議員の期末手当の年間の支給割合につ

いてから発言いたします。  

一 般職 職 員 の 年間 支 給割 合 は ４ .５ ０ と いう こ と で 、同 等 の要 求

であ り ま す。 ４ .５ ０は 民 間 の支 給 割 合と 同 等 であ り ま すか ら 、 高

過 ぎ る と い う 意 見 は 、 議 員 報 酬 は 民 間 以 下 で よ し と す る 意 見 で あ

りますので、私はこれにくみいたしません。  

２点目として、ボーナスの支給割合よりも、議員報酬をしっかり

上 げ る こ と が 大 切 と い う こ と に つ い て 、 私 の 意 見 を 言 い ま す と 、

過 去 に お い て 、 議 会 が 人 事 院 勧 告 に 沿 わ な い 姿 勢 を と っ て き て 、

そ の 結 果 、 議 員 報 酬 が 上 が ら な い 状 況 を 生 み 出 し た と い う こ と で

あ り ま す が 、 そ の 経 緯 を 踏 ま え れ ば 、 し っ か り と 議 員 報 酬 を 上 げ

る こ と な ど は 不 可 能 に 近 い 状 況 で あ る と 私 は 考 え て お り ま す 。 そ

も そ も 、 過 去 の 経 緯 を 無 視 し た 都 合 の よ い 判 断 で あ っ た と い う ふ

うに言えると思います。  
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 この意見は、議員報酬を上げるという今までの議会改革特別委員

会 の 議 論 の 経 緯 か ら 考 え て も 、 私 に は 理 解 が で き ま せ ん 。 し っ か

り と 、 議 員 報 酬 を 一 気 に 月 １ ０ 万 円 以 上 も 上 げ る と す る 意 見 は 、

町民の思いとかけ離れております。  

人事院勧告に沿うと報酬が下がる懸念があると考え、長期にわた

り 人 事 院 勧 告 に 沿 わ な か っ た と い う 認 識 で あ れ ば 、 そ こ は 時 間 を

か け て 修 正 す べ き で あ る と 私 は 考 え て お り ま す 。 そ の 経 緯 を 考 慮

す れ ば 、 一 気 に は 事 は な ら な い と い う ふ う に 私 は 考 え て お り ま す 。  

その経緯を踏まえた上で、少しでも議員報酬を上げることについ

ては私は賛成できます。  

若い活動的な議員もおりますので、過去の経緯に照らし合わせて、

少 し で も 年 収 を 上 げ る と い う こ と が で き れ ば と 、 私 は 賛 成 を す る

ことにいたします。  

議会活動の自由度を持つという観点からも、今回の発議に私は賛

成をいたします。  

以上です。  

議   長  ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  これで討論を終わります。  

これから、発議第３号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、発議第３号  美浜町特別職の職員で非常勤のものの報酬

及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

ては、原案のとおり可決されました。  

これより、追加提出議案を上程いたします。  

日程第１６  議案第８７号  令和５年度美浜町一般会計補正予算

（第６号）を上程いたします。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長  ただいまは、令和５年度美浜町一般会計補正予算（第６号） をは
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 じめ、１３議案につきまして慎重な御審議を賜り、全議案を原案ど

おり可決いただきましたことに対し、心から厚く御礼を申し上げま

す。  

それでは、本日追加提案いたしました議案の概要について御説明

申し上げます。  

議案第８７号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第６号） に

つ き ま し て は 、 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け た 生 活 を 支 援 す る 国 の 令 和

５ 年 度 補 正 予 算 の 成 立 を 踏 ま え 、 本 町 に お い て も 可 及 的 速 や か に

対 象 世 帯 に 追 加 支 援 を 行 い た く 、 必 要 な 経 費 を 追 加 補 正 す る も の

であります。  

以上、甚だ簡単ではございますが、追加提案理由の説明とさせて

いただきます。  

何とぞ慎重な御審議をいただき、妥当な御決議を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。  

議   長  町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、各議案の説明は、会議規則第３９条第２項の規定によ って、

議案表題部分についてのみとし、ほかは省略したいと思います。  

御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

説明は、議案表題部分のみお願いいたします。  

総務課長。  

総 務 課 長  そ れ で は 、 議 案 表 題 部 の 朗 読 を も っ て 、 議 案 の 説 明 に 代 え さ せ

ていただきます。  

議案第８７号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第６号）。  

令和５年１２月１９日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で、議案の説明は終わりました。  

これより、質疑に入ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認め、質疑を終結いたします。  
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 これより休憩し、別室において全員協議会を開会いたしまして、

た だ い ま 上 程 い た し ま し た 議 案 第 ８ ７ 号  令 和 ５ 年 度  美 浜 町 一

般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ６ 号 ） に つ い て 、 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け

たいと思います。  

これより休憩いたします。  

（休憩宣言  午前１１：５４）  

（再開宣言  午後  ０：０３）  

議   長  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

本日追加提出の議案については、既に提案理由の説明は終了し、

さ き の 全 員 協 議 会 に お い て 協 議 い た し ま し た の で 、 こ れ よ り 質 疑

に入ります。  

日程第１６  議案第８７号  令和５年度美浜町一般会計補正予算

（第６号）を議題といたします。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認め、質疑を終結いたします 。  

討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認め、採決いたします。  

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます 。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第８７号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第

６号）は、原案のとおり可決いたしました 。  

次に、日程第１７  議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査 につ

いてを議題といたします。  

議会運営委員長から、所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定

に よ り 、 お 手 元 の 申 出 書 に 記 載 の 事 項 に つ い て 、 閉 会 中 の 継 続 調

査の申出があります。  

お諮りいたします。  

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに いた

したいと思います。  

これに御異議はございますか。  
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 （異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会運営委員長からの申出のとおり、 閉会中の継続調査

とすることに決定いたします。  

次に、日程第１８  議員派遣についてを議題といたします 。  

議会議員派遣については、お手元のとおり、 それぞれ派遣したい

と思います。  

ただし、緊急を要する場合は、議長において決定いたしたいと思

います。  

御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会議員派遣については、お手元のとおり、 それぞれ議

員派遣することに決定いたしました 。  

以上で、本定例会の日程全部が終了いたしました 。  

これをもって、令和５年第６回美浜町議会定例会を閉会いたしま

す。  

（閉会宣言  午後  ０：０６）  
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